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　神社の境けい内だいは斜陽に照らされ、より神秘性が増すように感じられた。

「……御ご利り益やく、ありそうだ」

　一人呟つぶやき、速はや水み柾まさきは玉たま砂じや利りへ踏ふみ出す。

　一六歳という年齢にしてはごつすぎる体格を本殿前へ進ませ、鬼おに瓦がわらのような眼まな差ざしで、そこに御お座わすはずの神を凝ぎよう視しする少年──

　……何というか。仮に、そこに本当に神が御座したとしても、逃げ出しそうな迫力だ。

　柾は、財布を開いてしばし黙もつ考こう。学生の身にはなかなか貴重な五〇〇円硬貨を取り出して──賽さい銭せん箱ばこへダンクシュート!!

「……い、いかん。別に破は壊かい活動をしに来たんじゃないんだ！」

　危うく廃材になり掛けた賽銭箱に謝るように頭を下げ、柾はパンパン柏かしわ手でを打つ。先程にも増して鬼気迫る形相で、柾は叫んだ。

「叶かの原はら七な紘づなと──!!」

　カァー。

　ビクゥッ！　と盛大に飛び上がる柾。鴉からすの声に決まっているのに、まるでそれの振りをした何者かが潜ひそんでいると言わんばかりに、境内を物もの凄すごい勢いで見回す。たっぷり一〇分は周囲に警戒心を撒まき散らし、それでもなおも疑惑の目を周囲に向けながら、ようやく柾は願いを口にした。

「叶原七紘と──添い遂げられますょぅぅ……」

　最後は、驚おどろくほど尻しりすぼみになった。

　朱塗りの仁に王おう像ぞうのように赤面し、柾は照れを隠すように眼前の紐ひもを引っ摑つかむ。それと結び付いた頭上の大鈴をがらがら鳴らした。

「どうか、叶原と、添い遂げられるょぅぅ……」

　がらがらがらがら。

「……いや、せめて付き合えるょぅぅ」

　がらがらがらがらがら。

「この際、一度デートできるだけでも！」

　がらがらがらがらがらがら。

「頼たのむ、お願いです、神よ──!!」

　がらがらがらがらがらがらがら……ぶち。

「………………ぶち？」

　異音に上を見上げた柾の眉み間けんに。

　ちょっとヤバげな音を立て、千ち切ぎれて落下してきた大鈴がめり込んだ。




　──神様は、柾まさきの不ぶ躾しつけな態度にいささか気分を害されていたようだった。




　　　　×　　　　×　　　　×




　……という昨日の失敗を思い返して、柾は溜ため息いきを吐ついた。

　大鈴は、重くて固くて、痛かった……が、とりあえず怪け我がらしい怪我はなく、大変丈じよう夫ぶに生んでくれた両親に柾は感謝する。

　おかげで、今日も学校に行って、彼女と逢あうことができるのだから。

「……叶かの原はら」

　柾は、外見に似合わず切なげに囁ささやく。

　速はや水み柾は恋をしている。叶原七な紘づなという名の少女に、恋している。

　彼女との出会いは、高校受験の時だった。第一志望の筆記試験。決してミスは犯せないそこにおいて……柾は筆記用具を忘れて窮きゆう地ちに立たされたのだ。家に取りに帰るどころか、近くのコンビニに買いに行く時間すらも残っておらず、柾が途方に暮れた時──

『あ、あの、良かったらこれ使って下さい』

　言って、予備の筆記用具を貸してくれたのが、彼女だった。

　その後、合格発表当日。彼女が合格を喜ぶ姿を見掛けた時は、自分の合否も忘れて歓喜した。入学式の日、同じクラスに彼女を発見し、さらに彼女が自分を憶おぼえていてくれたことが解わかった時、魂たましいは天国まで到った。

　以来、彼女は柾の天使にして女神だ。

　叶原七紘と付き合いたい──それは柾の心にずっとある……しかし未いまだ叶かなわぬ願いだ。

　同じ学校に通い出して、柾は知った。七紘が本当に凄すごい少女であると。家は古くは華族の血筋に当たり、今もいくつもの会社を経営する名門。だが、それを鼻に掛けることなどなく、誰だれにも人当たり良く接する。入試の時柾を助けてくれたのも、その人柄故ゆえだろう。

　さらに学業も優秀で、彼女の試験での順位が一〇番以内でなかったことなど柾は知らない。また、所属する茶さ華か箏そう曲きよく部ぶでも、それぞれの流派の家元に絶賛される腕前なのだそうな。

　それにつけて美少女でもあるのだ。当然、男子に人気が高い。柾の友人でも、宇う月づき聖しよう介すけというのがしょっちゅう「叶原さん可愛かわいいよねー」と意味深に言ってくるのだから、柾としては胸がざわめいて仕方ない。──が。

　柾は、口くち下べ手ただ。特に女性相手となると、中学以前は母親以外とまともに話せたことがないほどだ。加えて、その外見も不細工ではない（と信じたい）が、決して今風の美形ではない。……自信が、持てないのだ。自分が女神かのじよと付き合うに足る人間なのか。

　それでも、柾まさきは柾なりに頑張った。自信が持てないなら、持てる人間になればいいと。外面が駄だ目めなら内面を磨みがけばいいと。

　学力は、テストの平均点を中学時代よりも二〇点以上上げた。スポーツも、幼い頃ころからやっていた剣道にさらに打ち込み、一年生の身ながら全国に行った。

　諦あきらめている外面も、せめてこれ以上落とすことがないよう常に清潔にし、ブレザーの制服もがっちり着こなして動作もきびきびと。

　その甲か斐いあって──文武両道過ぎて近寄りがたい。隙すきがなくて背後に立つと斬きられそう。……などと違う方向に高評を頂いている。

『──そんなことは望んでいなかった！』

　柾の高校生活最初の一年はそうして過ぎ、七な紘づなとの距きよ離りを縮めることはできなかった。

　下へ手たをすれば進級でクラスが別となって、そこで彼女との繫つながりも切れてしまう可能性もあったが、運良く二年生でも同じクラスとなり、希望はまだ残されている。

『二年目は一年目と同じ失敗はしない！』

　──そう誓ったはずが、気付けば六月も半ばとなり、結局進展のない七紘との仲に、ついに神かみ頼だのみに走ったのが昨日のあれであった。

「……どうかしていた、俺は」

　通学路を歩きながら、柾は猛反省する。

　一晩経たち、羞しゆう恥ち心しんが込み上げてきた。馬ば鹿かな真ま似ねをしたと。もし誰だれかに見られていたら死ねると。思いながらも平静を装よそおう柾。と。




「──あ、速はや水みくん……っ。あの、おはようございますっ」




　天使にして女神の声が響ひびいた。

（か、叶かの原はら!?　こんな俺にも挨あい拶さつしてくれるなんて何と優しいんだいや待て落ち着けここは失敗できないぞ俺も完かん璧ぺきに挨拶を返して）

　七紘はこういう時の友人との会話を大切にしたいらしく、お嬢じよう様さまながら登下校は徒歩。だから柾には嬉うれしい、こんな突発イベントも起こりうるわけだ。

　声のした背後へ、柾は回れ右で振り返る。内心で瞬しゆん時じに下した稽げい古こを終わらせ、自然な朝の挨拶を……

「……ああ、叶原、おはあ……!?」

　……全部無む駄だにする形で、止まった。

　七紘は、いつも通り可愛かわいかった。淡い色の髪は毛先だけ少しカールしたロング。大きな瞳ひとみは眦まなじりが優しく下がる。右目の下のほくろを少し気にしているらしいが、柾はむしろ魅み力りよく的てきに感じていた。細身で手足が長く、抱き締しめると折れてしまいそうで……それは良い、が。

（あれ？　何でブレザーの上着着てない？　衣替えはまだだし。確かに最近ちょっと暑いけど。でもリボンタイは外してないのは叶かの原はららし──）

「──あびょっ!?」




（な、なぜスカート穿いてないっ!?）




　──その上ブラウスの裾すそからちらりと純白の下着も見え……

「っとノォ!!　か、叶原、君はなぜそんな!?　せ、制服は一体……!?」

　穴が開くほど見詰めたい欲求を抑え、思い切り目をそらす柾まさき。辛かろうじて紡つむがれたその声に、しかし七な紘づなはきょとんとしていた。

「え？　制服？　どこか変ですか？　いつも通りのはずですけど……？」

「い、いつも通りってそんなわけが……!?」

　──そこで柾は、気付く。

　朝の登校時刻の通学路。同じ高校の生徒の姿は何人も見受けられるし、その中にはもちろん男子もいる。……にもかかわらず、こんな格好の七紘を前に静か過ぎないか？　まるで、彼女のこの格好が柾にしか見えていないように。

　柾が困惑に目を白黒させる。と。

「やっほー七紘。何道みち端ばたで止まってんの？」

　横合いから伸びた腕が、親しげに七紘の肩に回された。元気が余り気味な感じの少女が七紘に顔を寄せるのを見て、柾は呻うめく。

「た……鷹たか宮みや……っ」

　黒のポニーテールに、（胸を含めて）無む駄だな肉がない健康的な肢し体たい。柾たちと同じ高校の制服をすらっとした体型に纏まとう彼女は、鷹宮蒼そ良ら。柾たちとはクラスメートで、七紘の最も仲のいい友人。そして、柾が今、最も苦手としている女──！

「ん？　あっれー、速はや水みだ。何だー、速水が呼び止めてたんだ。何ナニ？　告白──」

「あーおー!!　待て鷹宮ぁ!!」

　柾はぎりぎり蒼良の声を搔かき消した。

　──そう、彼女は柾の恋心を知っている！

　にしし、と笑う蒼良に心乱され、だがそれより七紘の方が一大事と思い出して、彼女を改めて見た柾は──それを捉とらえた。

　七紘の肩に回された蒼良の腕。それが本当にわずか、数ミリ程度だが、不自然に七紘の肩から浮いていた。さらに目を凝こらすと、極めてかすかにだが七紘の身体からだの表面に、ブレザーとスカートの形をした輪郭が浮かび上がる。

　それは、柾に一つの事実を悟らせた。

「……速はや水みくん、どうしたんですか？」

　──その瞬しゆん間かん、掛けられた七な紘づなの声。目に入り込む七紘の戸惑い顔。今の今まで自分が彼女を凝ぎよう視ししまくっていたことに気付き、柾まさきの脳は急停止した。そして。

「っっっよ、用事を思い出した！　さ、先に学校に行かせて貰もらう!!」

　逃げた。全速力で。風になる柾。

　ぽかんとする七紘と笑いを堪こらえる蒼そ良ら。己の背に刺さる二人の視線が柾には痛い。

「ど、どうしたんでしょう、速水くん……？」

「ぷぷっ、さあねー？」

　絶対に柾を変な奴やつだと思っただろう七紘の声と、間違いなく面おも白しろがっている蒼良の声。それらが柾には、とてもつらかった。




　　　　×　　　　×　　　　×




　服が透けて見える。それも七紘だけ。その上透けて見えないように制御もできない。

　朝のあれから一日分の授業の終了まで考え続けたが、そう結論付けるほかなかった。

（……そんな常識はずれのことが……!?）

　机の上で、柾は両りよう拳こぶしを握りしめる。

　柾たちの教室。今は帰りのＨＲホームルーム中だが、目が虚うつろな柾はそれすら認識していない。

（好きな女の子の服が……透ける……!?）

　あるいは、それを夢のような事態と言う者もいるかもしれない。けれど、柾はそれを素直に喜べない程度には純情だった。

（そんな……ずるいだろうが……！）

　相手の許可もなく一方的に、そのあられもない姿を見るなど……。

　例えば、これが全すべての人の服を等しく透視するものだったら、同性や……失礼だがお歳としを召された御婦人など、見たくもない人の服も透けるため、それで罪悪感は相そう殺さいされたかもしれない。

　だが、実際には好きな女の子の服だけ透視される。そこには眼がん福ぷくしか存在しない。それ故ゆえに言い訳もできない七紘への背信行為に他ほかならなくなっていた。

（……考えられる原因は、あれだけだ……）

　柾の脳裏に、昨日神社で眉み間けんへと直ちよく撃げきした大鈴がプレイバックする。

（頭に衝しよう撃げき受けて超能力開花って……!?）

　ベタすぎる。漫画や小説でもあるまいし。……そうは思っても柾の現状は変わらない。

（とにかく、この能力をどうにかするのは当然として……）

　差し当たっての問題は……と柾は前へ視線を投げる。柾の腰掛ける席の、そのすぐ前に七紘が腰かけていた。

　七な紘づなと近いこの席順になった時は柾まさきも天に感謝したが、彼女の服を透視してしまう今は、それを授業中ずっと再確認させられて、後ろめたさで潰つぶされそうだ。

　ある意味救いなのが、この透視能力がせいぜいブレザー一枚透かす程度が限界ということだ。即すなわち、その下のブラウスまでは透かせないため、今のように七紘が椅い子すに座った状態ならば、シャツを着た上半身が見えるばかりで淫いん猥わいさはない。……授業の最初や最後に立ったり礼をしたりする時が、気が気ではないが。

（いや……すまない、叶かの原はら……）

　柾が胸中で詫わびた、その時。

「あー、それから──」

　担任教師が、述べた。

「──明日から衣替えの調整期間に入るからな。各自そのつもりで」

「…………え？」

　柾は、妙な胸むな騒さわぎを感じた。




（う、ぐ、おおおおおおおおおお……!!）

　翌日、柾は本当に困った事態に直面した。

　今年の六月は例年より暑く、本日もそれに漏もれない真夏日となった。そのため、柾自身もそうであるように夏服で登校してくる生徒が多く、七紘もその一人であった。

　夏服は、男女とも上半身が半はん袖そでのシャツになる。きっと七紘は夏服に着替えても可愛かわいいだろうが、残念ながら柾には確認できない。

　代わりに、衝しよう撃げき的てきすぎるものを見ていた。

（すまない。叶原、本当にすまない！）

　柾は心中でしきりに謝る。

　授業は一限目。昨日と同じく柾の目前の席に七紘が座っている。……ただ一点、昨日と違うのは彼女の上半身にブラウスがないこと。

　今日、七紘の上半身に見えるのは、細めの肩かた紐ひもと胸元を一周するベルトの如ごときパーツで構成された衣類──ありていに言ってしまうと白いレースのブラジャーだけだった。

　冬服よりも薄うす手でで着る枚数も少ない夏服になったため、下着以外はことごとく透視していた。

（き、昨日より状況が悪化している……！）

　七紘の方を全く見られない。目の毒だ。

　細身ながらも女の子らしい柔らかさも持つ七紘の肢し体たいにブラが喰くい込む様は、信じ難がたいほど扇せん情じよう的てきで、普ふ段だん隠されている肩けん胛こう骨こつや背骨を視線でなぞると凄すごくドキドキで──

（……って、ちょっと待てぃ俺っ!?）

　無意識に七な紘づなの背中に見入っていた己を、柾まさきは胸の内で叱しかり飛ばした。

（まずい、これはまずい。これは人間として駄だ目めになりそうだ……！）

　煩ぼん悩のう退散と繰くり返し唱え、何よりも精神を落ち着けようと試みる柾。と。

「えー、では次、叶かの原はらさん」

「はい」

　教きよう壇だん上の教師が七紘を当てた。その指名に七紘は立ち上がる。

「────っっ!!」

　思わず出掛けた声を、柾は手で押さえた。

　お尻しり。ヒップ。臀でん部ぶ。それらの単語が柾の脳内で巡りスパーキングする。

　七紘が座っていたために視界に入らずにいた彼女のお尻が、彼女が立って、柾の眼前一メートルも離はなれていない所へ浮上した！

　細身に反して結構肉付きがよく、とは言えむやみに大きいわけでもない、形よく上向く丘きゆう陵りようだ。それを包むのは一枚の薄うすい布地シヨーツのみで、しかもそれは少々サイズが小さいらしく微妙にヒップラインに喰くい込んでおり、その上で本日の暑気でしっとり汗で湿って七紘の美尻にぴったりと、割れ目の一番上まで確認可能なほど貼はり付いて大変なことになっている。さらにレースで飾られた白いそれは、うっすらと内の肌色すら透かしている気がして……。

「……はい、叶原さんありがとう。では次は……速はや水み君」

[image: ]

「…………え？　え、あ、はいっ！」

　七な紘づなのお尻しりに気を取られ、授業中であることを柾まさきは忘れていた。教師に指され、座り直す七紘を見て、慌あわてて柾は立とうとして──

「…………!?」

　中腰で硬直した。そのまま動こうとしない柾に、教室中に疑問符が広がっていく。

「……は、速はや水みくん。ここ、ここです」

「あ、ああ……ありがとう……」

　教科書のどの部分をやっているか解わからないのだと思ったか、七紘が小声で教えてくる。その優しさが柾の身に染しみるが……

（ごめん叶かの原はら、そうじゃないんだ！）

　彼女への罪の意識にのしかかられる如ごとく、柾はじりじりと腰を下ろす。

「……先生、申し訳ないのですがっ──！」

　殺気に似た気配を放つ柾に気け圧おされたか、教師が一歩後あと退ずさった。

「な……何かな速水君っ!?」

「……腰の一箇所に違和感があり、立つことが難しいです。座ったままで良いですか？」

「……え？　あ、何だ、怪け我がか。そういうことなら仕方ないな。構わないよ」

「……ありがとうございます……」

　胸を撫なで下ろした表情の教師へ謝罪も込みで言って……柾は、元気になってしまった腰の一箇所に心の内で涙した。




　──昼休み、教室。

　午前の授業の全てで立ち上がれない事態に陥おちいった柾は、さすがに机に突っ伏していた。

（今日に限って叶原がよく当てられるから）

　その度たびに目前に彼女のお尻が浮かぶから、正直言って柾は身がもたなかった。

　そんな彼の有様に、普ふ段だんはそんなこと気にかけない友人の聖しよう介すけさえ「今日は部活休みなよ」と言ってくるほどで、胸が痛い。

（……やっぱり、駄だ目め人間だ、俺……）

　心でしくしく泣く柾。と。

「……速水くん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　七紘の声。柾は頭を跳ね起こした。

　途と端たんに目に入る、七紘の心配げな顔。

　……そして、ショーツとお揃そろいのデザインのブラに包まれた、彼女のおっぱい。

　存外に近い位置にあったそれらに、柾は背を思い切り反らして距きよ離りを取った。

「速水くん？　あ、やっぱりまだ腰痛いですか？　わたしが声かけたから変な風に……？」

「え？　あ、いや……！」

　柾まさきの反応にますます心配そうになった七な紘づなが、せっかく稼かせいだ距きよ離りを詰めるように身を乗り出す。机に手を突き前まえ屈かがみ気味に。すると七紘の胸の谷間がちょうど柾の目に飛び込んで……。

（ふ、深い!?　意外とデカい!?　形も綺き麗れいで……し、しかも重力に引かれて逆さの吊つり鐘がねのような何かエッチな形に……!!）

「……速はや水みくん、熱あります？　顔赤いですよ？」

「!!　あ、ああ、少し熱っぽいな……」

　いつの間にか紅潮した頰ほおに、冷や汗の柾。

（つ、追及されるとまずい……！）

　どうやって話をそらすか柾は悩む。が。

「そうですか、熱もあるんですね……。それなら無理でしょうか……？」

　七紘は追及して来なかった。代わりに目を伏せて残念そうな顔をする。

　その様子を柾が訝いぶかしんだところで。

「七紘ー？　ちゃんと速水誘さそったー？」

　苦手な女の声が柾の耳じ朶だを打った。

「……って、その感じじゃまだみたいねー。この際アタシが言おうか？」

　歩いてきた蒼そ良らが、呆あきれた声こわ音ねで七紘へと言った。それを七紘が焦あせった表情で阻はばむ。

「いいですっ、わたしが言います！　蒼良は黙だまってて下さい！」

　肩を竦すくめる蒼良と訳が解わからない柾。

　一つ深呼吸をして、七紘は柾へと向いた。

「あ、あの、今度の休みの日、速水くんさえよかったら……ご一いつ緒しよしたい場所があったんですけど……」

「…………え？　ええっ!?」

（これは、まさか、デ、デートのお誘い!?）

「あ、一応言っとくけどアタシも一緒」

　柾の期待は蒼良に一秒で砕かれた。

（い、いや待て。それでも叶原と出掛けることには変わりないわけで……！）

「こ、今度の休みは予定ないし構わないが。……で、ど、どこに？」

　胸を高鳴らせる柾へ、七紘はおずおず言う。

「その……プールなんですけど……」

「──ほら、港区に今度ホテルができたじゃない。そこに併設したレジャープールがさ、もうすぐプレオープンするの。そこの招待券を七紘のパパさんの縁で三枚もらったんだー。それでどうかなって」

　蒼良の補足よりも、柾はプールの単語に心奪われる。

（プール！　ということは叶かの原はらが水着になって……それは見たい!!　……って？）

　そこである疑問が柾まさきの頭をよぎった。

「……けど、なぜ俺を？　他の女子とかは？　誘さそった方がいいんじゃないか？」

「いやー、誘ったんだけど……」

　蒼そ良らが乾いた笑顔になる。

「今はまだ六月でしょ。他のコはまだ、水着になるわけにはいかないらしくてねー……」

　……ダイエットとか、無む駄だ毛げとか。言外につけ足された言葉が柾には切ない。

　それに、と蒼良が意地悪く笑って、七な紘づなの肩へ手を置いた。

「実はさ、このコ泳げないんだ。それでね、結構スポーツ万能な速はや水み先生にコーチお願いしたいなーって」

「ちょ……蒼良っ!!」

　頰ほおを染めて七紘が叫ぶ。

「いいじゃない、どうせすぐバレるんだし。というわけだから、今度の休み、お願い♪」

「……あ、でも……」

　悪びれない蒼良に対し、七紘の顔は曇くもる。

「速水くん調子悪いみたいですし、もし迷惑でしたら──」

「──大だい丈じよう夫ぶ」

　七紘の懸け念ねんを柾は遮さえぎった。

「え？　でも腰とか、熱もあるって……？」

「次の休みまでには治るっ。治す！」

　気遣う七紘に柾は断言する。……というかそもそも本当は怪け我がも病気もないのだから。

「だからその誘い、了承した！」

（このチャンス、逃せないだろ!!）

　力強く言う柾に七紘は目をしば叩たたかせて。

「……ありがとうございます。楽しみにしてますね」

　はにかんで、微笑ほほえんだ。

　柾は己の幸せを嚙かみ締しめ──




　──重大な問題に気付いたのは、その直後だった。




　　　　×　　　　×　　　　×




「ついに来てしまった……」

　重大な問題への対策を立てられないまま、柾は七紘たちとのおでかけ当日を迎えた。

　トランクスタイプの水着姿で柾まさきは、更衣室を出たところで頭を抱える。

　ここは既すでにレジャープール内だ。あと少しで七な紘づなたちも着替えを終えてやって来る。それまでに何とか対策を立てないとならない。

（何でこんな……くそぅ……）

　柾は口には出さず毒突く。

　天気予報では梅つ雨ゆ入りが囁ささやかれているが、本日は快晴。気温も三〇度を超え、プールに最適な日和ひよりだ。

　プールも五〇メートルの競泳プールに流水プール、果てはウォータースライダーさえも揃そろい、柾でも心が躍おどる立派さである。

　そこに、片想いの相手と来ているのだ。本来は苦悩とは無縁のはずだと柾自身思う。

　特にプールである以上、七紘も水着姿になる。柾たちの学校は水泳の授業は男女別なので、柾は七紘の水着姿を見たことがない（同じ理由で泳げないことも知らなかった）。故ゆえに柾は本日初めて七紘の水着姿を見ることになり、期待もうなぎのぼりである！　……普通なら。

（──この透視能力さえなければ!!）

　それが、重大な問題だった。

　七紘の服だけ透かす透視能力。それは衣類一枚透かす程度のものだが、もしも水着一枚しか着ていない七紘にこれが働いたら!!

（た、大変なことになってしまう……！）

　柾はあうあう喘あえいだ。

（違う俺はそれを狙ねらってたわけじゃない水着を見たかったのは否定しないがあくまでそれが目的で透視のことは誘さそいを受けた瞬しゆん間かんはド忘れしてたんだって俺は誰だれに言い訳を!?）

　柾の動揺、最高潮。

　柾としては今日までに透視能力が消失する可能性に賭かけたが、未いまだ健在かつ柾には制御不能であることに変わりはなく。そのことは七紘たちと連れ立ったプールへの道程で確認ずみだ。

（このままでは叶かの原はらの、は、裸を……！）

　そんな七紘に対する裏切り行為など絶対にできない。いっそこの場から逃げることさえも柾は考えた。が。

「やっほー♪」

「速はや水みくん、お待たせしましたっ」

　タイムリミット。蒼そ良らと七紘の、声。ちょうど女性更衣室に背を向けていたため、柾の背へ。

（あ、あうあうあうあうあ……っ!?）

　振り返れない柾。今そうしたら、とんでもないことになっている七紘が見えて──!!

　必死に打開策を探す柾。だがその努力を無にするように、

「ほらほら、美少女二人の生水着だぞー」

「あ、ちょ、蒼そ良ら！」

　蒼良が七な紘づなの手を引き、柾まさきの前へ回った。

「────────────────!?」

（駄だ目めだ見るな…………………………え？）

　悲鳴を上げ掛け──柾は目を丸くする。

　引き締しまった身体からだに肩紐無しストラツプレスの黒ビキニの蒼良は、柾的には別にいい。

（この胸で、何て無む謀ぼうなとは思うが……）

　大事なのは、七紘。

　彼女は、清楚な純白の、ホルターネックのワンピース水着姿だった。正面からの露ろ出しゆつ度どは余り高くないが、背面が大胆に腰の辺りまで開いている。

　……そう、水着が透けていない。

（な、何で……？）

　ほっとする前に、柾の脳は混乱を来きたす。

（……それに少し残念な……って、そんなことは全く全然一切ない！　安心した!!）

　頭を振って邪念を払う柾。と、その仕草をどう受け取ったのか、七紘がおどおどと柾を見上げてくる。

「……あ、あの、速はや水みくん。この水着……変でしょうか……？」

「！　いや、そんなことないぞ。似合ってる。すごく可愛かわいい!!」

（………………？　……………………!!）

　即答して、柾は真っ赤に燃え上がった。

（ななな何言ってる自分!?）

　思ったことをそのまま口に出してしまった。

　焦あせる柾と、彼にストレートに「可愛い」と告げられて柾以上に真っ赤になった七紘。妙なお見合い状態に二人は突入する。

「……えー、後は若い二人に任せる、ね？」

　二人を凄すごく生暖かい目で眺め、蒼良。

　その発言に柾も七紘も蒼良へ詰め寄った。

「き人二女八チ二一子、月力なう一口！」

「カ月月亡一、ノ王八一けメ丹すで巾口ノ！」

「……ごめん、何言ってるか解わからないから。とりあえず落ち着け」

　蒼良は二人へ深呼吸を促す。

「ま、とにかくさ、ここでのたくたしてるのもあれだし。行こ。そうしよ！」

　柾の背をバシバシ乱打して誤ご魔ま化かしつつ、プールへ歩き出す蒼良。

　その背を見み遣やり、次に横目でお互いを見た柾と七紘は、その拍子に目が合ってばばっと目をそらし合う。

　何やら妙にくすぐったい空気になって、だが柾まさきは決して不快ではなかった。それに何だか肩がすぅっと軽くなった気がする。

（なぜか解わからないが、叶かの原はらに対する透視能力が消えてくれて本当に良かった！）

　七な紘づなの裸を見てしまうかもしれないという柾の心配は杞き憂ゆうに終わった。なら後は、この最高のシチュエーションを楽しむのみで！

　そこで、柾に白い繊せん手しゆが差し出された。

「は、速はや水みくん、行きましょうっ」

　七紘からのエスコート。柾にその手を拒む理由はない。応じるべく彼は顔を上げる。

（ああ、さすが叶原、照れた顔も可愛かわいいな！　それに華きや奢しやで可か憐れんだ！　首もあんな細いし、鎖さ骨こつの辺りも……って、叶原ホルターネックの水着じゃなかったか？　それで何で鎖骨やそれより下も見……え……!?）

　──柾は、その場に崩れ落ちた。そのままガンガン頭突きで地面を連打する。

「っ!?　速水くんっ!?」

　七紘が驚おどろき、助け起こそうとするが。

「っっ！　大だい丈じよう夫ぶ、足滑すべっただけだから!!」

　当の柾が大急ぎで制止した。

「そ、そうですか？　……本当に大丈夫ですね？」

　なおも気遣う七紘に柾はこくこく頷うなずく。

　……本当は大丈夫ではなかったが、七紘がもっと近くに来たら、心臓が破裂する。

（何でだ。こんな……！）

　柾は心中で呻うめく。

（さっきまでは透けてなかったのに!?）

　──時間差は反則だと、柾は思った。

（お、おかげで胸の頂いただきを垣かい間ま見るところで！　で、でも、セーフだったぞ!!）

　とは言え、安心するのは早い。いつまでも立ち上がって来ない柾に（別の部分が勃たっているせいだ）不安を再燃させたのか、七紘が彼の前にしゃがみ込んでくる。

「速水くん、本当の本当に大丈夫ですか？」

（いや大丈夫じゃないのは君の方で!!）

　今の目線とほぼ同じ高さまで降下してきた彼女の一番女性な部分に、柾はそこは絶対に見てはならないと目を覆おおう。

「──じゃ、アタシ色々見て回ってくるから七紘よろしくねー☆」

「って、何ぃいいいいいいっ!?」

　と、真っ暗くら闇やみの視界に蒼そ良らの声。

　咄とつ嗟さに開眼しその背を追う。……のは七な紘づなの大変な姿を見てしまうので柾まさきは自制した。

（こ、この状況で二人きり……!?）

　普ふ段だんなら嬉うれしいところだが、今はまずい。

　何というか、全裸の（ように見える）片想いの少女と二人きりというのは、柾の想像以上に理性を揺るがす。

　その上、当の七紘は柾の透視能力のことなど知らないのだから、危険な部分を隠してくれたりはせず……正直柾は色々ＹＡＢＡＩ。

　プレオープンの上にまだ六月なので少なくはあるが、他の客がいてくれなければ柾は狼おおかみへと変へん貌ぼうしていたかもしれない。

（何にせよ、このままはまずい！　こ、これはもう逃げるしか……っ！）

　全すべてをかなぐり捨てる覚悟を柾が固める、その寸前。

「……速はや水みくん、その……ごめんなさいっ。もしかしてわたしのせいですか？」

「……んへっ!?」

（──透視のこと、気付かれた!?）

　七紘の台詞せりふに柾は一いつ瞬しゆん肝きもを冷やす。が。

「やっぱり、腰の怪け我が治ってないんじゃないですか？　なのにわたしが無理言ったから」

「………………」

　柾は目を瞑つぶったまま、すっくと起立した。

「──ごめん、心配掛けた。本当に大だい丈じよう夫ぶ。ちょっとくらっとしてただけだから」

　天を仰あおぎつつ、何でもない風に言う柾。

「え……ええと？　それならいいんですけど……本当に、ですか？」

　なおも気遣う七紘へ柾は首しゆ肯こうしながら、胸の内で己に怒声を浴びせていた。

（逃げる？　そんなこと許されないっ。それをやったら叶かの原はらは、自分のせいだと誤解して責任を感じる！　好きな女の子にそんな想いをさせる男は最低だ!!）

　柾は一念発起する。

（やってやるっ。きちんと叶原をエスコートして、水泳のコーチもやり遂げる！　当然、彼女の裸だって絶対見ないようにっ！　紳士であることを貫き通してやる!!）

　戦場に臨む戦いくさ人びとの心持ちで、柾は七紘へと向き直る。

「叶原、悪い。俺が手間取ってたせいで遅れちゃったけど、水泳の特訓、始めよう。それと改めて、今日はよろしく」

　改まった柾の挨あい拶さつに、きょとんとした七紘も慌あわてて立って一礼した。

「はいっ、よろしくお願いします！」

　七紘の輝かがやくような笑顔──は、拍子に悩ましく弾はずんだ彼女の胸から視線をそらした柾には、目にできなかったが。




　そうして柾まさきの七な紘づなへの水泳コーチが開始となったわけだが、やはり何やかやと見えている今の状況はよろしくないということで、柾は手早くプールに入ることにした。

（水中なら地上より見えづらいはずだし！）

　途中、全裸で行う準備体操が酷ひどく危ういことが判明し早々に切り上げたが、それ以外は滞とどこおりなく水に入るところまで持っていった。

　水深が一〇〇センチから一五〇センチほどのプールを選び、柾は七紘と共にそこに入る。──柾の予測通り、水中の七紘の身体からだは光の屈折で、水面からは朧おぼろにしか見えない。

（……本当はもう少し深い方が理想的なんだが、それで溺おぼれさせるわけにも……な）

「……それで叶かの原はら、一体どの程度なら──」

　具体的な泳ぎの実力を問おうとして、柾は七紘の姿がないことに気付く。

「……あれ？」

（確かに一いつ緒しよに入ったはずだし、それに叶原が何が何でも手て離ばなさなかった浮き輪もすぐそこに浮いてるし遠くへ行ったはずもな──って、違うバカか俺は!?）

　浮き輪の周囲の水中を凝ぎよう視しして、柾は沈む肌色の陰影を見付ける。ただちにそれを摑つかんで引っ張り上げた。

「うぇ……げほっ、げほっ！」

　それは激しく咳せき込み、柾へしがみついてくる。──半泣きの、七紘だった。

「すん……水、飲みました……」

「か……叶原……」

　ぐしぐしする七紘へ柾は硬い声で言う。

「は、離れてくれると、助かる……」

「ふえっ!?」

　それで七紘も現状をかえりみて、赤面する。

　七紘は柾の首に腕を回し、力一杯密着していた。柾の胸板には半はん端ぱでない柔らかさ及び弾力に富む膨ふくらみが押し付けられ、柾と彼女の脚が絡からむ。さらに柾にはそんな七紘が全裸に見えているわけで。

（あ、ある部分がエキサイトしそうだっ！）

　柾は理性と本能の狭はざ間までたゆたう。

　が、いかんせん七紘が離れてくれず、柾の理性は劣勢に追い込まれていく。柾の方から彼女を振り解ほどけるわけもなく。

「か……叶原……だから……その……」

「ご、ごめんなさい、無理です！」

　再度の柾の懇こん願がんは即答で拒否された。七紘の方も今の状況を恥ずかしがっているように見えるのだが……？

「う、浮き輪……ないですから……！」

　七な紘づなのか細い呟つぶやきに柾まさきは合が点てんする。

　見渡せば数メートル離はなれた所まで浮き輪が流されていた。……先程浮き輪があって溺おぼれかけた七紘だ。あれがなければ柾から身体からだを離すなどできはしないだろう。

（そ、そうと解わかれば……）

　柾は七紘を抱えたまま、浮き輪へと一歩を踏ふみ出した。と。

「っ！　やっ!!」

　むぎゅっ、むにゅうっ。

「はうっ!?」

　怯おびえた七紘がますます力を込め、柾にその身を預けてくる。己の胸板でたわむ感触がさらに柾の純真を翻ほん弄ろうし、その間も浮き輪は流れる。

　……結局、浮き輪の回収にそれから三〇分以上の格かく闘とうを要した。




「……それで、叶かの原はらは水の中でどの程度のことまでできるんだ？」

　もう充分解った気もするが……柾は改めて特訓を始めるに際し、七紘に問うた（もちろん彼女を直視しないようにしながら）。

「……えと。顔を水に浸つけて、目は開けられます……けど……」

　もじもじ答える七紘。……まあ、柾の予想した通りだった。

「……まずは、水に浮くことからかな」

　柾は七紘の手を取り、そのまま水平に身体を浮かせる練習に入ろうとするが。

「叶原、浮き輪離さないと練習にならない」

「で、でも離したらまた沈むかもしれませんし……！」

　片手は柾に、されど片手は浮き輪をしかと抱き寄せる七紘に、柾は頭を捻ひねる。

（普通、人の身体は水に浮くんだが……）

　それにはある程度のリラックスが必要だ。

（叶原の場合は力みすぎだと思うんだよな）

　彼女をリラックスさせる方法はないか？

（一、小こ粋いきなジョークで笑わせる）

「却下。俺にそんなネタはない」

（二、直接くすぐって笑わせる）

「そんなことしたらセクハラだ」

（三、甘い言葉を囁ささやいて身も心もメロメロにしてあわよくば……）

「……どうでもいいがいつの間に戻ってきた鷹たか宮みや。それと人の内なる声のフリやめろ」

「ぶー、つまんなーいっ」

　睨にらむ柾まさきに蒼そ良らは唇くちびるを尖とがらせる。

「せっかく、二人だけじゃやっぱり間が保もたないかなって戻ってきてあげたのに」

「鷹たか宮みやがいると間は保つかもしれないが、俺の胃がストレスに保たない」

「またそんなこと言って。両手に花だよ♪」

「鷹宮は、さしずめベラドンナか」

　ベラドンナ、ちなみに有毒。

「……そんなアナタが、大だい嫌きらいよ」

「何とも嬉うれしいカミングアウトだ」

「……やっぱ撤てつ回かい、大好きだよ！」

「……お前俺の嫌いやがることしたいだけだろ!?」

「うん」

　どっと疲れが来て柾は肩を落とす。

　と、そこで何かくぐもった声がした。気になり柾が目を向けると、浮き輪へ顔を埋うずめた七な紘づながぷるぷる痙けい攣れんしている。溺おぼれているのかと一いつ瞬しゆん焦あせった柾だったが。

「……笑ってる？」

　柾の声に蒼良もそれに気付いた。

「あー、速はや水みって知らなかったっけ？　凄すごい笑い上じよう戸ごなの、そのコ」

「いや、笑い上戸って……」

（今の鷹宮との会話のどこに笑いどころが？）

「漫まん才ざい染じみて面おも白しろかったとか？　そうだ！」

　蒼良が閃ひらめいた顔で手を打ち鳴らす。

「こうやって笑わせ続けて脱力させればさ、七紘も水に浮くようになるんじゃない!?」

　したり顔の蒼良を柾は疑わしく見る。

「……何か、鷹宮の案って時点で凄く不安なんだが。──大体さっきも言ったが俺には笑いのネタなんてないし……」

「大だい丈じよう夫ぶよ！　とにかく、アタシがツッコミをやるから速水は何かボケて！」

　蒼良の注文に柾の眉まゆが寄る。

「……待て。配役がおかしい。むしろツッコミは俺で鷹宮はボケだろ、この場合」

「……ま、女の子にツッコミたいって。速水もそっち方面に興味あるんだ☆」

「……具体的には、お前の口に鈍器的な凶器をツッコんで黙だまらせたいよ！」

「……ヤだ。鈍器的な凶器だなんて。アンタ自分のモノに自信あったりする？　そうならここはチェックするしかないわね！」

「って、人の水着に手をかけるなぁ！　そういう意味で言ったわけじゃ──!?」

　瞬しゆん間かん、蒼そ良らが身体からだを横へずらした。彼女をかすめて飛んできた何かが柾まさきの鼻を直ちよく撃げきする。

「痛っ!?　……って浮き輪？　これは……」

　それは紛まごう方かたなく七な紘づなの使っていた浮き輪だった。柾が拾い上げたそれを見て、蒼良があちゃー、と額に手を当てる。

「どうもお姫様はお気に召さなかったみたいね。……それどころか怒おこらせたかも──」

「……お前が避よけたせいで俺に直撃したこの浮き輪については何もなしか？　本当に鷹たか宮みやの案はロクなものじゃない──」

　──蒼良と柾の視線が柾の手の浮き輪へと寄った。泳げない七紘が死ぬ気で抱えていたはずの物へ。二人が反射的に七紘へと向けば、そこには水面で弾はじける無数の泡が……。

「か、叶かの原はら……っ!?」

「──七紘っ!!」

　あたふたする柾と蒼良が同時に飛び出した。激しく水みず飛沫しぶきを巻き上げながら、二人は水中の七紘を探す。と、柾の腕にすがる重み。急いで水面へ抱え上げた。

「……はあ……うぅ……蒼良の馬ば鹿かぁ……」

　柾の腕に抱かれ、七紘が虚うつろに呟つぶやく。呼吸も意識もある彼女の姿に、柾は安あん堵どした。

（良かった……。って、まずいっ！　このままだとまた見てはいけないものが──……？）

　見えなかった。七紘自身の水着は未いまだ透けているのだが……彼女の下半身はまだ水の中で。水の上に出ている胸元にも黒い布が被かぶさり──

「……全くっ。ちょっとふざけ過ぎたとは思うけど、浮き輪投げてどうすんの──」

　口調とは裏腹に安心を滲にじませた蒼良の声が柾の背後に来て、不自然に途切れた。

「──!?　ちょ……か、返せぇ!!」

　ぴと、ぺた、ぷにゅっ。

「んのわっ!?」

　突然、蒼良が柾の背におぶさってきた。途と端たん背中には温ぬくもりと弾力に溢あふれる感触。七紘とは比べるべくもない薄うすさだが、それでも女性的な存在感を柾は察知する。

（た、鷹宮の、胸!?　だ、だが何だ？　感触が何だか……違う？　何かダイレクトな!?）

　蒼良は柾の肩越しに、七紘の胸元の物へ手を伸ばしていた。改めて見れば、それは帯状の布。ただ半ばに二つ、円形状に膨ふくらんだ箇所が並ぶ……。

（……って、これ水着のブラ!?）

「うぉわぁっ!?」

　それが自分に触れていたわけでもないのに、柾は動揺した。思わずその場で飛び上がる。

「！　ぅきゃっ……!?」「ひゃあっ……!?」

　突発的なその揺れに、蒼良が柾の背にしがみ付いてきた。──ばかりか、七紘まで柾の首に腕を回す。

　ぴととっ。むんにゅうっ。

「（うんとぉおおおおおおおおおおおおっ!?）」

　小さいが弾力に富むのと、大きく柔らかいのが、後ろと前から柾まさきをサンドイッチ。柾の脳天が噴火しそうになった。

「──ああっ!?　速はや水みアンタが動いたせいで流れてっちゃったじゃないの！　バカッッ!!」

　蒼そ良らの怒声に目を上げれば、ゆらゆらと泳ぎ去っていく黒いブラ。そこでやっと柾は、あれが蒼良の着けていた水着と気付く。

「えええ!?　じゃあ鷹たか宮みや、今上は何も……!?　って、今俺の背中に当たってるのって……!?」

「……！　や、ちょ、動くな速水！　動いたら見えるし……擦こすれちゃ……！　ア、アンタこのまま水着取りに付いてきて!!」

「だ、駄だ目めですっっ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった蒼良の頼たのみを、しかしこちらも切羽詰まった七な紘づなの声が却下した。

「こ、このままだと、また水に落ちちゃいます！　は、速水くん、先に浮き輪を取って下さい!!」

　見れば七紘の浮き輪も、ドンブラコと離はなれていく。……それも蒼良の水着と真逆の方向へ。──どちらかを取りに行けば、もう片方はその間にどこまで行くことやら……。

「七紘、今はちょっと我が慢まんしてよ！　明らかにアタシの方がヤバいんだから!!」
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「こっちだって生命に関かかわりますよぅ!!」

「──速はや水みっ！」「速水くんっ!!」

（助けて欲しいのは、むしろ俺なのぉおお!!）

　精神どころか肉体まで少女二人に板挟みされ、柾まさきはイってはいけないところまでイってしまいそうな状況に悶もだえ苦しむ。

　……結局、この騒さわぎでかなり脱力した七な紘づなが、結果的に水に浮くことを憶おぼえたのが不幸中の幸いだった……。




　前向き。柾はこの言葉が好きだった。

　人間つらい時であっても、前を向いていれば希望が感じられる。柾も七紘との距きよ離りを縮められなかった高一の頃ころ、この言葉を心の慰なぐさめにしていた。……だが。

（今日から何か嫌きらいになりそうだ……）

　前を向くことができず俯うつむいて、柾は思った。

「……速水くん？」

「あ。速水ってば、そんなに間空けてたら後から来てる人に迷惑よ！　詰めて詰めて！」

「っ！　……あ、ああ……」

　階段の数段上から呼ぶ七紘と蒼そ良らに、柾はそちらを見ずにぶっきらぼうに返す。

　柾たちは今、ウォータースライダーエリアにいた。施設内の水着で入れるフードコートで昼食を取った後、「特訓ばかりじゃ飽きるわよ」という蒼良の提案に従ったのだ。柾も実はここは気になっていたし、七紘もそうであったようで異論は出なかった。が。

（鷹たか宮みやにしては良い案と思ったら……）

　昼食時は股また下した丈たけのパーカーを着ていた七紘だが、再び水に入るためそれは脱いでしまっている。故ゆえに、また水着一枚になってしまった七紘を柾の透視能力が再度丸裸にしているわけなのだが。

（ウォータースライダーって、困る……！）

　これで遊ぶには、なかなかに長い階段を上って一いつ旦たんスライダーの最上部へ行く必要がある。つまり、七紘にすぐに水に入ってもらい裸体を見えなくしていただくことはできない。しかも。

（階段の地形効果がそもそもまずい！）

　柾より何段か先行している七紘は必然的に柾より高い位置にいるわけだが、彼女のお尻しりがちょうど柾の目線の高さにあって。

（いや形が良いのは教室で見た時から知ってたが包む布がないとまた新鮮で叶かの原はらが歩く度たびふりふり揺れるのがって見るな俺ぇ!!）

　以上、柾が前向きになれない理由である。

　おまけに柾のすぐ後ろには別の親子連れが来ていて、回れ右して階段を駆け下りることも不可能だった。そしてさらに追い討ちなのが。

（……鷹たか宮みや……！）

　──昼前のあれのせいで、柾まさきは七な紘づなの横に並ぶ蒼そ良らの方も意識してしまう。

（確かに鷹宮も美人だし胸は小さいが弾力は叶かの原はら以上だったしというかどうしてこいつはこんな露ろ出しゆつ度ど高い水着をお尻しりなんて喰くい込みが凄すごくてそれが歩く度たびにさらにじわじわとってこっちも見るな俺ぇぇ!!）

「……俺、加速的に駄だ目めになってる……!?」

　柾が己への絶望を呟つぶやいた、その時。

「……あ、あの、ですね、速はや水みくん……」

「!?　か、叶原……!?」

　──いつの間にか、柾の横に七紘がいた。唐とう突とつにかけられた声に柾は反射的にそちらを向き、例によって赤裸々な七紘の姿に即座に明後日あさつての方を向く。

　それに、七紘がどこか痛そうな顔をした。

「速水くん、その……怒おこってます、よね？」

「………………は？」

　全く想定外の七紘の台詞せりふに柾は耳を疑う。

「速水くん全然こっち見ないですし、溜ため息いき吐ついてばかりですから……。やっぱりさっき浮き輪をぶつけたこと、怒ってるんですよね……？」

　恐る恐る告げる七紘に、柾は大おお慌あわてで首を横に振った。

「違う、断じて！　それにあれは鷹宮が馬ば鹿かなことをしたのが原因であって！　鷹宮に怒ることはあっても叶原へはあり得ない、絶対!!」

（確かに君を見られないけど。たくさん溜息吐いていたけど！　それは別の理由なんだ詳しくは言えないが!!）

　わたわたする柾に、前を行く蒼良が半はん眼がんになり振り返る。

「何アタシを悪者にしようとしてるのよ？　アタシだって被害者よあんな恥ずかしい想いしたんだから！」

「……お前のは因果応報だと思うが」

「……それはわたしも同意です」

「速水どころか七紘までそんなこと言って！　……ふん、イイわよイイわよ。二人で仲良くしてれば。いっそ付き合っちゃいなさいよ」

　蒼良の問題発言に柾は吹いた。

（い、いきなり何言い出すこの女!?）

　焦あせって柾は七紘の方を向いた。彼の他の部分を映す余裕もない瞳ひとみに飛び込む、茹ゆでダコに勝る七紘の赤い顔。伏せ気味のそれは迷惑そうにもそうでないようにも見えて。

（あ、あう………………!?）

「──そ、そういえば何の話だったっけ!?　そうだ叶かの原はらが謝ることなんてないって話だ！　別に俺は全然怒おこってないし！」

　……柾まさきは思い切り話を戻した。「……すごいヘタレ」と蒼そ良らが呟つぶやいた気もするが、柾は脳からそれを駆く逐ちくする。

「うん、俺が叶原に対して怒るなんてない。俺、叶原には色々恩があるし。初めて逢あった高校入試の時とか!!」

　…………………………。

（…………あれ？）

　何か空気が変わった。鈍い柾も気付く。

「……はい、そうですね。ごめんなさい速はや水みくん、変なこと言っちゃいましたっ」

　どこか普通でない微笑ほほえみで言う七な紘づなと。

「………………」

　感情が見えづらい瞳ひとみをついとそらす蒼良。

「…………。…………？」

　二人の様子の変化に、柾は腕組みをした。

（……怒らせた、のとは違う感じが……？）

　階段を上りつつ、声なく呟く柾。

（俺、変なことは言ってないよな？　……？）

　柾の中で、何かが引っ掛かった。

（……いや、ちょっと待てよ……）

　周りが見えなくなるほど、柾は考え込む。

（……空気が変わる直前の俺の台詞せりふ……）

「……あ、てっぺんに着いたわよ。すごい眺め！」

「……わ、ほんとですね、蒼良。……というか……ちょっと高いかも……」

（あの時俺は何と言った？　……何だ？）

　スタスタスタ。

「あ、お客様。少々お待ち下さい。こちらのウォータースライダーを安全に滑すべって頂くために、注意事項の説明をさせて頂きます」

「あ、そういうのあるんですね。……やっぱりこんなに高いからでしょうか？　ねえ蒼良」

「うん、この地方じゃ一番大きいらしいし。危機管理はしっかりしてもらわないと……」

（……何かおかしい。あの時俺は──）

　スタスタスタスタ。

「お、お客様？　ですから少々お待ち──」

「は、速はや水みくん？　あの、注意事項──」

「は、速水ってば、アンタ止まりなさ──」

（──何か誤った気がする。そうだよ──）

　スタスタスタスタスタ。

「おおおお客様!?　そっちは駄だ目めです危ないですそこはスライダーの──！」

「ははは速水くん!?　ちょ、待って──！」

「バカ速水アンタ前見なさい──!!」

（──俺、何かすごい勘かん違ちがいを──！）

　スタスタスタスタスタスタ──スカ。

「…………スカ？」

　突然足元から消えた地面の感触に、沈んでいた思考の海から柾まさきは引っ張り上げられる。

　下を見る。水が流れ落ちる巨大な滑すべり台。その滑かつ降こうの始まりの地点の真上にて空中浮遊する己の足を、柾は漠然と見た。

（……ウォータースライダーの一番上だと？　俺はいつの間にここまで来たんだ？）

　首を捻ひねりつつ後ろを見た柾は、七な紘づなと蒼そ良らと係員らしき男性が何か叫ぶ姿を捉とらえる。

（……声がよく聞こえない？　それに三人の動きが酷ひどく遅いような──って、いやまさかこれは……俺の方が速くなってる？）

　──人は極限状態において、思考や感覚が時が止まっていると錯さつ覚かくするほど超加速することがあるという。死に際の一いつ瞬しゆんで今までの人生を走そう馬ま灯とうのように回想するという話も、そこから来ているのだと柾はなぜか思い出す。

（……つまり俺は極限状態なのか？　いや、だとするとその内容は──？）

　そこでふと思い到り、柾は再び下を見る。ウォータースライダーの滑降の始まる地点、その真上の空中に柾の足は浮いていた。

（ああ──そういうことか）

「……悟るのに随ずい分ぶん掛かったなぁ……」

　しみじみと納得を呟つぶやいて、柾は──

「速水くんっ!?」

「速水っ!?」

「お客様ぁぁああああああああっ!?」

　──ウォータースライダーを転がり落ちていった……。




　打ち身、多数。擦すり傷、無数。首にムチウチ症状あり。そんな身体からだを引きずってバスから降りた柾は、その震しん動どうにさえ膝ひざが震ふるえた。

「うう……特に首が……痛い……」

「あれだけ派手に落ちてその程度で済んだんだから、我が慢まんしなさいよ」

　シャツもジーンズも冷や汗で濡ぬらす柾まさきへ、Ｔシャツにショートパンツの蒼そ良らが返す。

　ウォータースライダーを滑かつ落らくして負傷した柾は、救護室で手当てを受け、そのまま帰宅することになった。このような形で七な紘づなとのおでかけが終わってしまうとは柾としても断だん腸ちようの想いであったが、それ以上に……。

「……叶かの原はらも鷹たか宮みやも、俺に付き合ってプールから出ること、なかったんだぞ……？」

「そんな薄はく情じよう者ものと思われてたなら心外よ」

　遠えん慮りよがちに言う柾を蒼良の眼がん光こうが射い抜ぬく。

　蒼良と七紘には柾を放ってプールでの遊びを続ける選せん択たく肢しもあったはずだが、彼女たちは柾を家まで送ることを選んだ。そのことが柾には申し訳なく感じられて仕方ない。

（男と女で立場逆なのも情けないし……）

「とにかく、今の速はや水みを一人で帰らせるの不安だったし。その内埋め合わせしてもらうわよ」

「……善ぜん処しよシマス……」

　柾としては頭を下げるしかなかった。

「……叶原もごめんな。せっかく誘さそってもらったのにこんなことになって……」

（それ以外にも色々と君を辱はずかしめて……っ）

「……え？　あ……気にしないで下さいっ」

　万感を込めて詫わびた柾だが、当の七紘は何やら上の空で生なま返事をする。

「……？　叶原……？」

　違和感に柾は七紘を見詰めた。どうも彼女はワンピース姿らしいが、当然柾にはそれが透けて見えて青い下着が目に鮮やかに──

（──まだ懲こりてないのか俺の目と脳は!?）

　その映像を搔かき消そうと首を振って、走り抜けた激痛に柾はうずくまった。

「……何やってんの、アンタ？　立てる？」

「……あ。ゆっくりでいいですよ、速水くん」

　少女二人に支えられて立ち、ふがいない己の様に柾は苦虫を嚙かみ潰つぶす。

（こんなみすぼらしいことになったのは……そうだ、小六の冬以来だ……）

　雪の降るような寒い日に近所の川に落ち、その結果インフルエンザを患わずらったのだ。

（……しかもあれ、しょうもないことが原因で落ちたんだよな……）

　若きあの日の苦い記き憶おくが柾の胸で甦よみがえりそうになった、その時。

「さ、ぼぅっとしないで、歩く歩くっ」

「んぉっ!?」

　柾の右側を支える蒼良が歩き出した。予告なく身体からだを引っ張られて、柾は苦痛に呻うめく。

「く、おま、鷹宮！　もっと優しく……！」

「……アタシは優しくしてるつもりよ！　男なんだから少しは我が慢まんしなさい!!」

「うぐ……？」

　男なんだから、と言われれば、柾まさきの性格上黙だまるしかない。……が、それとは別に、柾の中に何かしこりが残る。

（既視感デジヤヴ……？　前にも似たことが……？）

「……速はや水みー、そういえばアンタの家ってばこっちで良かったの？　詳しく訊きかないまま歩き出しちゃったけど？」

「う？　あ、ああ。この道を真まっ直すぐ──」

　蒼そ良らへ道を示しつつ、柾は切り換える。

（駄だ目めだ。鷹たか宮みやの相手しながらは、頭の回転が鈍る……）

　頭を使うのは家に帰ってからにすると、柾は決めた。──だからこそ、見逃した。




　……柾の左側を支える七な紘づな。その拳こぶしが、何かに耐えるように握り締しめられていたのを。

　──そして。道すがら偶然通り掛かった、柾が神かみ頼だのみしたあの神社を、彼女が酷ひどく思い詰めた目で見ていたことを……。




　──それを柾が悔やむのは、休日が明けた学校でのことだった。




　　　　×　　　　×　　　　×




　放課後になった教室から一人、また一人と生徒が去っていく。

　普ふ段だんなら授業終了後もここでお喋しやべりなどに興じる生徒たちがいるのだが、ここ数日間は皆、我先にと教室を後にする。

　その原因がこれだった。

　──コォォオオオオオオオオオオ……。

　口から瘴しよう気きでも噴きそうな息い吹ぶきを上げて机に突っ伏した、柾。しばらくは来ないはずの世紀末を感じさせる姿には、近寄りがたさを通り越して伝染病染じみた魔ま性しようがあった。

　柾がこんな黒こく死し病びよう的な絶望感を纏まとう理由は簡単だった。

「……叶かの原はらが、俺を避さけている……」

　それに尽きる。

　最初は、あのプールに行った休日が明けた朝だった。




『あ、か、叶原。お、おは──』

『──ひゃう!?　へ？　ふええっ!?　ははは速水くんっ!?　ごめんなさいわたし用事があるから先行きます！』




　登校中に出会った七な紘づなは、柾まさきが彼女の下着姿から視線をずらしている間に風のような速さで逃げていった。

　授業の合間に話す必要があっても、




『あ、あのさ、叶かの原はら──』

『え？　あ、そ、そうです。次移動教室ですから早く行かないと！』




　まだ充分時間はあるのに教室から去る。

　昼休みなどは、




『か──』

『……っ（脱だつ兎と）』




　……そんな反応がこの数日続いている。

「……避さけられてる。絶対避けられている」

（いや、むしろあれはき、嫌きらわ、れて……!?）

　滂ぼう沱だの涙が柾の目から溢あふれて。

「うおお……やっぱりプールの時か？　帰る時様子おかしかったし、下へ手た打った俺に幻滅してたのか!?　あの時ちゃんとフォローしていれば……!!」

　首や身体からだの痛みは治っていたが、今の柾はむしろ胸が痛かった。少しは七紘との距きよ離りも近くなった気がしていたのに……。

（こ、このまま俺の恋は、終わって……!?）

　柾の魂たましいは奈な落らくへと堕おちそうになって……。

「……えっと。速はや水み、あのさ……」

　気遣う、声。既すでに教室には自分以外いないと思っていた柾は、億おつ劫くうに顔を上げる。

「……もしかして、泣いてた？」

　失敗したという顔の蒼そ良らと目が合った。

　女子に泣き顔を見られたショックよりも、彼女の存在が七紘を連想させたことで柾の涙るい腺せんはさらに緩ゆるむ。

「は、速水!?　目の幅涙を流す人間、現実では初めて見たわよ!?　一体どうしたの!?」

「た、鷹たか宮みや……俺はもうお終しまいだ……」

　己おのれの七紘への想いを知っている相手だったからだろう。柾は蒼良へぽつりぽつりと事情を話す。その内容に蒼そ良らは顎あごに手を当てた。

「……七な紘づながアンタを避さけてるかぁ。確かにそんな感じはあったっけ……」

　蒼良は天てん井じようを見上げぶつぶつ呟つぶやく。

「てことは……ん？　もしやバレて……？」

「……バレた……って、何が……？」

　耳みみ聡ざとく聞き付けた柾まさきが蒼良へ問う。それに蒼良は何やら意味ありげに柾を見詰めた。

「んーと、ね………………アンタが七紘の服透けて見えてるのバレたのかなって──」

　椅い子すを蹴けって立ち、蒼良の肩を摑つかむ柾。

「なななななな何でそのことを!?」

「ちょ、やめ、お、落ち着けぇ!?」

　自分をがくがく揺さぶる柾を振り解ほどき蒼良が叫ぶ。だが柾は落ち着けるわけがない。

「だって、おま、そ、そもそも何で鷹たか宮みやは、透視のこと知って……!?」

　柾の疑問に蒼良は種明かしのように答える。

「少し前にアンタがあの神社で神かみ頼だのみをしてるの見て。それであーこれはって……」

　蒼良が言い終える前に柾は倒れた。

（……誰だれかに見られてたら死ぬと思ったあれを鷹宮に見られて……って、あれ？）

「ちょっと待て。何でそれが透視能力に結び付いたんだ？」

　あの時の柾を見ていたとしても、大鈴との激突で透視能力開花など思い付かないはずだ。

　柾の言い分にきょとんとした蒼良は、一いつ瞬しゆん後ごに得心したように頷うなずいた。

「そっか。アンタあの神社の由来を知らないで詣まいってたわけね。道理で」

「……あの神社の、由来？」

「そう。あの神社、『明めい重え神社』って言うんだけど、元は『眼め癒いえ神社』って言って、目の病気の治ち療りようや視力の回復に御ご利り益やくがあるの。本来は恋愛は管かん轄かつ外がいの神社なんだけど──」

　でも、と蒼良は続ける。

「それでもあそこで恋愛成じよう就じゆを願うと、好きな相手の服だけ透ける透視能力を授かるって話があって。実は、まあ、知人？　に、試しにやったら本当に授かったのがいて。それで速はや水みもかーって解わかったんだけど……」

　ぽかんと、脳が空白状態になる柾。

（……そんな非科学的なことが……って、透視能力自体が非科学的だし……いや、待て）

「……なあ鷹宮。ということはお前、俺がこの透視に目覚めてることもその対象が叶原ってことも解った上で、彼女と俺をプールへ……？」

　柾の詰きつ問もんに悪びれずに頷く蒼良。

「た、鷹宮ぁ!?　ＭＪＤＫＲＳＺ!!」

「な、何言ってるか解んないけど怒おこってるのは解る！　でも、元々悪いのアンタだし!!」

　キレた柾まさきへ逆ギレで返す蒼そ良ら。

「七な紘づなが好きなのにいつまでもうじうじ告白しないしっ。見てるこっちがウザいのよ！　プールに誘さそい出して七紘の裸まで透視させたなら、狼おおかみになって襲おそうなり責任取らなきゃとか思い詰めて求婚するなりするかと思えば、予想の斜め上のオチかますしっ！　それならもっと前に告白しときなさいよ!!」

「それで玉砕しろってか!?」

「うん」

　それが必然と応こたえる蒼良を前に、柾は糸が切れたようにくずおれる。

「……た、鷹たか宮みや。俺があれでどれほど苦悩したと……。それに叶かの原はらに透視がバレてるなら、それ絶対プールの時に……」

「そうなるわね。……そういえば、この前七紘から明めい重え神社のことを質問されたのよね。隠すのも何だから教えたんだけど……今思えば裏付け取ってたのかな？　あのコも速はや水みがあの神社詣まいったこと知って」

　蒼良の口が閉じるなり、柾は窓へ全力疾しつ走そう。窓まど際ぎわの机に乗り、カーテンレールにネクタイの端はしを結び付ける。

「って、アアアンタ何してんの!?　そのまま足踏ふみ外したら首くび吊つり自殺よ!?」

「それが望みだ！　俺はもう生きていく自信がないんだよ!!　自分でケリをつけるっ!!」

　机上から冥めい土どへと踏み出そうとする柾を、しがみつき止める蒼良。

「な、何かここにきて、初めて悪いことしたと思えてきたっ。ごめん速水！　あれはやり過ぎだったっ！　謝るから早まるな!!」

「もう遅いっ。もう遅いんだ!!」

　もつれ合いながら蒼良は、必死の表情にて柾の説得を試みる。

「ま、まだ本当に七紘に透視のことがバレたとは限らないわ！　あくまでアタシの予想!!」

「バレてるよ！　物的証拠はないけど、状況証拠は積み上がってる！　終わりだあ!!」

「ぶ、物的証拠がないなら誤ご魔ま化かせばいいわよ！　しらを切り通せば、きっと……」

「無理だ！　俺は噓うそ吐つくの下へ手ただし！　透視能力なんて知らない、持ってないと装よそおったりしても、絶対どこかでボロを出す!!」

「ええと、だったら……」

　口ごもった蒼良が言葉を探している隙すきに、柾は机上から踏み出すべく足を進め──

「──だ、だったら透視能力消せばいいじゃない!!」

　蒼良の一声に柾はピタリと止まる。

（……確かに透視能力さえなくなれば何とか誤魔化せるかもしれないが……）

「……具体的にはどうやって消すんだ？」

「うっ……え、えーと……」

「──例えば、俺と同じく透視能力授かったっていうお前の知人はどうなった？　消すことができたのか？　それとも……？」

「え、えと、消えるには消えたけど……」

「──本当か!?」

　それは柾まさきにとって僥ぎよう倖こうと言える話だった。

「なら、そいつの真ま似ねをすればこの透視能力は消せるはずだ！　そいつはどうやった!?」

　嬉き々きとして尋ねる柾に、一いつ瞬しゆん蒼そ良らは口をつぐむ。

「………………そ、その……片想いの相手にフラれたショック……で」

　…………………………。

「──全っ然駄だ目めだぁ！　叶かの原はらに嫌きらわれたくないから透視能力消したいってのに！　叶原に……嫌われるなんて!!」

「や、駄目っ、い、今のなしぃ！　重っ!!」

　今度こそ机から宙へ躍おどり出た柾を、蒼良が下から抱える。柾はそれを除よけようとして。

（……いや、ちょっと待て。叶原にフラれるのは絶対嫌いやだが……ショック……もしや）

「──そういうことなのか!?」

「……ぅえ？　んきゃ!?」

　柾はネクタイを千ち切ぎるように解ほどき、床へ降りると、窓まど際ぎわから自身の机に駆け戻って鞄かばんを手にする。その過程で振り解かれた蒼良が転倒し、悲鳴を上げた。

「……ったぁ。コラぁ！　一体何──？」

「ありがとう、鷹たか宮みや！」

　文句を言い掛けた蒼良の手を、満面の笑みの柾が握る。

「おかげで希望が見えた。感謝する……ん？」

　礼を述べて……柾が目を丸くした。

「え？　鷹宮、お前、何で泣いて……？」

「っっ……!?」

　柾に言われ初めてそれに気付いたように、蒼良が慌あわてて顔を覆おおう。

「……そ、そりゃあね！　知り合いが目の前で首くび吊つりしようとしたら、動揺して涙くらい出るわよ馬ば鹿かっ!!」

　喚わめくように言う蒼良の手の隙すき間まから覗のぞく顔が、怒いかりと羞しゆう恥ちに染まっている。彼女が自分を心配してくれたのだとやっと気付き、申し訳なさと嬉うれしさで柾の胸が詰まった。

「……鷹宮って、時々割と酷ひどいけど、こういう時は結構いい奴やつだよな！」

「え？　……え……あ……!?」

　ありったけの感激を込めた柾の声に蒼良が固まり、見る見るその頰ほおに朱が散った。が、柾はそれを見ることなく身を翻ひるがえす。

（鷹たか宮みやがくれた希望、無む駄だにはしない!!）




「え……何よ、それ……!?　あれ……!?」

　尻しり餅もちの格好で残された蒼そ良らは、朱色の頰ほおの熱を確かめる風に掌てのひらで触れ、目を見開く。

「ア、アタシがいい奴やつって……あり得ないでしょ、そんなっ。アタシが色々やって、こういうことになってるんだし！　それで、何でありがとうとか……！　そ、それにアイツ、いつも七な紘づなのことばかりなのよ？　今だってそうなのよ？　なのに、何で……!?」

　潤うるんだ瞳ひとみで、どこか泣きそうな顔で、蒼良は柾まさきが去った教室の出口を睨にらむ。

　その姿は、どこの誰だれが見ても──




　　　　×　　　　×　　　　×




　柾たちの学校には立派な剣道場がある。

　大たい概がいの学校のような他の武道場と一ひと括くくりにされた格技場ではない。剣道場のみ独立する形で建てられたものだ。

　この学校の剣道部は、柾が入る前はそれほど強くなかったが──そこからさらに時間を遡さかのぼると相当な強豪だった時代もある。この剣道場はその名残なごりなのだそうだ。

　その板張りの空間に修しゆ羅らが──否いな、修羅の如ごとき様相の柾がいた。

　剣道着姿で、ただし防具は着けずに手に竹刀しないのみ携たずさえた柾は、全身から気迫を漲みなぎらせる。

　それもそのはずで、本来なら一対一にて剣を交える四角の白線の内側には、柾を取り囲む五人の姿があった。……それだけでも充分に異様な光景だが、軽装の柾に対し他の五人は防具を着けた完全武装。さらに手にする得え物ものが竹刀より殺傷力が高い木ぼく刀とうとなれば、柾への集団暴行にしか見えない。

　だが、そんな状況下であるのに、気け圧おされ怯おびえているのは柾ではなく他の五人の方だ。

「………………」

　柾が摺すり足で一歩前に出る。それに正面の相手は大おお袈げ裟さなほどに飛び退しさった。

　圧倒的優位のはずの五人が柾一人に吞のまれているその様は、異様を通り越して滑こつ稽けいですらあって──

「……来ないのか？」

　剣道場内に反はん響きようした柾の声に、五人が一斉にビクリと慄おののいた。柾の冷たい視線が彼らを順に睥へい睨げいしていくにつれ、大気を軋きしませるほどの緊きん張ちよう感かんが辺りに満ちていく……。

「……来ないなら──俺から行くぞ！」

「……ぃひっ……」

　氷上を滑すべるような足運びで、柾が前方へと踏ふみ込んだ。──聞こえた引き攣つれた悲鳴は誰のものだったか。雷の如ごとき柾まさきの一刀が彼の真正面に棒立ちする一人へ迫り──

「──何やっとるかっ」

　風を切り投とう擲てきされた竹刀しないが、スパコーン！　と柾の後頭部を撃うち抜く。

「！　う、宇う月づき先輩ぃ!!」

　床に倒れる柾を尻しり目めに、それ以外の五人は道場入口に仁に王おう立だちする怜れい悧りな眼鏡の少年へと猛ダッシュした。西洋刀サーベルのような瘦そう身しんへすがる。

「速はや水み先輩が速水先輩がぁ！」

「オレたちイヤだって言ってるのに……」

「でも言うこと聞かないと怖くて……」

「もうヤですこんなの！」

「助けて下さい助けて下さい！」

「……あー。落ち着くんだ一年生たちよ」

　宇月と呼ばれた少年は剣道部の後輩たちをなだめつつ、諸悪の根源らしい柾に目をやる。

「……これ、説明してくれるよね？　柾？」

　口調だけは穏おだやかに訊きく宇月聖しよう介すけに、ふてくされながら柾は鼻を鳴らした。




「……先輩権限で一年生たちに五人がかり、しかも木ぼく刀とうを持たせて自分と斬きり結ばせようとした。その上自分の方は防具も着けないで……深刻なマゾか君は？」

　道場の外、入口前の短い階段へ座り、聖介は信じられないとばかりに溜ため息いきを吐ついた。

　その横で柾はそっぽを向く。

　あの直後、遅れて現れた他の二年生部員に一年生たちを任せ、柾と聖介は二人だけで腹を割って話し合うことになった。……本来このような柾の奇行に対応するのは三年生の部員の役目なのだろうが、実は剣道部の三年生は皆幽ゆう霊れい部員であるため、実質上の主将の聖介が対応することになったのである。──が。

（……正直、俺はあまり納得できない！）

　柾は気配で聖介の様子を探る。

　宇月聖介。剣道部に於おいて柾に並ぶ実力者であり、少々近寄り難がたい柾と異なり人当たりも良く、その差から柾を抑え剣道部を統率している訳だが。

（はっきり言って皆騙だまされている！）

　柾は魂たましいで吠ほえる。

　聖介と柾は幼おさな馴な染じみで、お互い剣道をやっていることから付き合いも深いのだが、柾にはいつも彼に酷ひどい想いをさせられた記き憶おくがある。そう、例えば──

「……小六の頃ころ、雪の降りしきる日に川に落下してインフルエンザになったのも、この男のせいだったな……」

「おや？　いきなり古い思い出を持ち出してくるね？　懐なつかしい……」

「……俺は懐かしくない……！」

　額に青筋を浮かべ柾まさきは吐はき捨てた。

　ことの起こりは聖しよう介すけが、川の流れの中に箱に入った仔こ猫ねこを見付けたことだった。

　仔猫が入っていた箱は今にも沈みそうで、あのまま川に落ちたらきっと仔猫の命はない──そう考えた聖介は躊ちゆう躇ちよなく……隣となりにいた柾を川へ突き落としたのである。そうやっていけしゃあしゃあと柾へ仔猫の救助を託した聖介は、非難する柾へこう言い放った。

『僕、今年のインフルエンザの予防接種してなくてね。こんな日に川に入って濡ぬれたら、罹かかっちゃうかもしれないだろ？』

　──無論、柾も予防接種していなかった。

　その後、凍こごえながらも仔猫を助けた小六の自分は、本物の好漢だと柾は思う。

「……しかも、あんなに必死に助けた仔猫、聖介の方に懐いたんだよな……」

「あ、そうそう。あの時柾が助けた我が家のカワちゃんさ、今度ママになってね──」

「やかましいわコラッ！」

　我が慢まんし切れず放った柾の右ストレートを、しかし聖介は紙一重でかわす。

「何だい柾？　カワちゃんのこと気にならないのかい？　あの後、カワちゃんと戯たわむれていてうっかり川に流してしまったよその小学校の子たちがやって来た時、もの凄すごい剣幕で説教をしていたほどだったのに」

「生あい憎にくな、川から上がった時点で意識が朦もう朧ろうとしてた俺は、その記き憶おくないんだよ!!」

「ふーん……で、そろそろ何で一年生たちにあんなことさせようとしたのか、話してくれるかい？」

　聖介に牙きばを剝むかんばかりだった柾は、その言葉に冷水を浴びた如ごとく凍り付いた。

「……いや、少し冷静になると、確かにあれは一年生たちに無む茶ちやを言ったと思うが……」

　ぽつぽつと柾が反省を口にする。

「普ふ段だん真ま面じ目めな柾先輩にあんな奇行をされたなら、一年生も戸惑うよ。──で、何で？」

「その……俺にはストレスが必要なんだ」

「……………………は？」

　呆ぼう然ぜんとする聖介に柾は曖あい昧まいに口を濁にごす。

　──蒼そ良らから失恋すれば透視能力は消えると聞き、柾は思い出したことがあった。一時的にだが、柾にも透視能力が消えたことがある。あのプールに行った時、水着の七な紘づなとの対面の直前だ。

（あの時、俺は叶かの原はらの裸を見てしまうかもと苦悩して、大きなストレスを抱えていた）

　そして、それがなくなった途と端たんに透視能力は復活した。

（好きな人にフラれることも大きなストレスとなる。ならこの透視能力は──）




　──多大なストレスにより、消せる？




　柾まさきはそう仮定し、そんなストレスを戦いの中に求めようとしたのだが。

「根本的にあれじゃ駄だ目めな気もするし……」

　途中で止められたことを差し引いても、あの一年生たちとの戦いは柾に不満を残した。

　敵の数を増やし武装も強力に。なおかつ柾の武装は弱くしてみたのだが、それほどストレスは増加しなかったのだ。

「……一年生たちビビってたしなぁ……」

　少なくとも水着の七な紘づなと対面する直前の分は上回らないと。柾は思案する。と。

「……君にストレスを掛ければいいのかい？　なら、いい話があるよ」

「ほ、本当か!?　渡りに舟だ！」

　願ってもいない聖しよう介すけの申し出に、居住まいを正して柾は耳を傾ける。

「君、同じクラスの叶かの原はらさんが好きだろ？」

　柾の竹刀しないが聖介の首のすぐ脇わきを通過する。

「どどどどどうしてそのことを!?」

「し、死ぬかと思ったよ！　そのことは学年中が知ってるよ当事者以外は!!」

　初めて知る事実に柾は打ちひしがれる。

「全く……君が勉強に運動に頑張ってるのも彼女に振り向いて欲しいからだって、誰だれでも知ってるよ。……まあ、無む駄だな努力だけど」

「────え？」

　聞き捨てならない言葉に柾は顔を上げる。

「──叶原さん、中学入る前からずっとね、片想いしてる相手がいるんだよ」

　殴おう打だされたように、柾の視界が揺れた。

「何か、自信がなくて告白できないそうなんだけど、本当はその相手の方も叶原さんのことが好きでね。勿もつ体たいない話で……って柾？」

　聖介の見る前で柾の表情がひび割れていく。

「え？　あれ？　柾？　柾っ!?」




　柾は、自分の恋が終わる音を聞いた──




　　　　×　　　　×　　　　×




　柾が既すでに帰途に就いていた自分に気付いたのは、その道程も半分を過ぎた後だった。

　陽ひの傾きから部活は最後まで参加した様子だが、柾まさきには聖しよう介すけと話した後の記き憶おくがない。憶おぼえているのは……

「……叶かの原はら、好きな相手、いるのか……」

（俺が出で逢あう前から……しかも実は両想いで……どちらかが告白したら絶対上う手まくいく）

「……俺が入り込む余地、ないだろ!?」

　柾の咆ほう哮こうは限りなく痛々しかった。

「……叶原も俺を避さけるよ。嫌きらう、はずだ」

（好きな相手いるのに。好きでもない俺に服透視されれば……）

　悔くやしさと、罪悪感と、形容できない様々な感情が柾の胸を圧おし潰つぶす。と。

「………………!?」

　目に映った光景に、柾は咄とつ嗟さに身を隠す。

　小高い木々の生えた道路脇わきの丘。その上へ続く石段が見えた。──柾には解わかる。あれはあの明めい重え神社の入口だ。……思うところは色々とあるが、今はそれは問題でない。問題は──それを見知った顔が上っていったことだ。

「……叶原？　何でこんな所に？」

　柾の声は彼女に届かない。向こうは柾には気付いていない様子だった。

　……柾としてはこのまま通り過ぎるべきであるのだろう。だが、何か思い詰めた感じに見えた七な紘づなが、柾は切実に気になった。

「………………くそぅ……」

（……何やってるんだ、俺は……？）

　柾は慎しん重ちように気配を殺し、七紘の上った石段へと己の足を乗せた──




　神社の境けい内だいは斜陽に照らされ、より神秘性が増すように感じられた……と、柾は初めてここを訪れた時のことを思い出した。

　ここは柾が神かみ頼だのみした時と何ら変化なく。見れば柾が落としてしまった大鈴も、元通りに付け直されている。

　違うのは、境内に立つのが七紘だということだけ。手近な茂みの中で柾はそう思う。

　七紘は肩にスポーツバッグを提さげ──制服のスカートを揺らして境内を進み行く。そう……柾の目は七紘の服を透視していない。

（……これを望んでたはずなのにな……）

　不実な気持ちは一切なく。柾はそれが全く嬉うれしくなかった。

　言い様のない想いに蝕むしばまれる柾が見守る中で、七紘が本殿の前に辿たどり着く。

「……しかし、叶原はここにどんな用で？」

　柾は首を捻ひねる。七紘は蒼そ良らからこの神社の謂いわれを聞いたのだ。彼女の性格上、透視能力を欲しがるわけもない。目が悪い知り合いでもいるのだろうか？　──と。

「…………！」

　親の仇かたきの如ごとく本殿を睨にらむ七な紘づながバッグを肩から下ろした。そこから取り出したのは──

「……え？」

　鋸のこぎりだった。お嬢じよう様さまの彼女に余りに不相応。虚を衝つかれた柾まさきの視線の先で、七紘がそれを本殿の柱の一本に当て。

「い、いや、それはまずいだろ!?」

　……言ってから、まずいのは自分の方だと柾は気付いた。

　思わず出てしまった柾の声に凍結した七紘は、関節を凝ぎよう固こさせながらも柾へ振り返る。

　──二人の視線が交差した。

「ひゃ!?　ひゃひゃみきゅんっ!?」

　多分、速はや水みくんと言いたかったのだろうが舌が回っていない。顔を赤、蒼あおと点滅させてこの世の終わりのような表情を浮かべる七紘は、半狂乱で鋸を本殿へ叩たたき付ける。

「っと、待て叶かの原はらぁ！　それは器物損そん壊かいの罪になる!!」

（それ以前に、ここの神様なら本気で天てん罰ばつを下しそうだ!!）

　七紘への負い目で気は引けたが、この場合やむなしと柾は茂みを飛び出し、彼女の動きを押さえ込む。

「は、離はなしてぇ！　もうこうするしかっ!!」

　なおも本殿を攻こう撃げきしようとする七紘。普ふ段だんの彼女から考えられない盲もう進しん振りに柾は焦あせる。何がここまで七紘を駆り立てるのか？　それを推おし量はかろうと柾は思考を巡らせて──

（……ちょっと、待て……）

　託たく宣せんを受けたかのように、思い到ってしまう。

（叶原には俺の透視のこと、バレてるはず……）

　そして彼女には好きな相手が、いる。

（好きでもない俺に下着姿や裸を見られることを、叶原はどう感じていたと思う？）

　──柾が七紘の下着姿や裸を勝手に覗のぞくことを、七紘への裏切りだと思っていたように。

　七紘だって柾に下着姿や裸を透視されることを、好きな人への裏切りだと感じていたはずだ。

　なぜ気付かなかったのか？　柾が透視能力こんなもの消えろと思っていたのと同じくらい──否いな、きっとそれよりもずっと強く……




　七紘も、柾から透視能力が消えて欲しいと願っていたであろうことを──




「………………はは」

　柾の口から、酷ひどく冷めた笑いが漏もれる。

　きっと、七な紘づなはこれ以上好きな人を裏切るわけにはいかないと奔ほん走そうしたのだろう。柾まさきのことを避さけていたのも、その一環だったのだ。

　けれど、柾の透視能力を消さない限りは、根本的には解決しない。だから柾へ透視能力を与えた根源であるこの神社を破は壊かいすれば、それが消えるかもしれないと考えて……。

（……何やってるんだ、俺はっ!?）

　先程よりもずっと強く、柾は自問する。

　七紘をこうも思い詰めさせたのは、柾だ。七紘に他に好きな人がいるのであろうとも、己おのれが惚ほれた少女を苦しめるなど。

（最低にも、ほどがある!!）

　……柾の手からするりと力が抜け、七紘の拘束が解ほどける。自由になった七紘はけれど、柾の雰ふん囲い気きの急変に困惑を顔に浮かべた。

　そんな七紘の横をすり抜け、柾は本殿前に立つ。かつて七紘との恋愛成じよう就じゆを願った時のように。──もっとも、今胸中に満ちる想いは、その時とはかけ離れていたが。

（別に、ここの神様が悪いわけじゃない……）

　柾の、最後に残った冷静さが告げる。

（意図してたわけじゃないが、透視能力を授かる原因になったのは俺が願ったからだ。だから悪者がいるとすれば、それは俺だ）

　それに、もう柾から透視能力は消えたのだ。そのことを七紘に伝え、今までのことを謝罪して、そして完かん膚ぷなきまでに柾が七紘に拒絶されてしまえば、それで全すべて終わる。七紘が苦しむことはなく、柾の透視能力を消すためなどに神社を壊こわす必要もない。

（…………………………だけど、な）




　ブチッと。柾の中で何かが切れた。




「こぉんの、くそぉぉおおおおおおおおっ!!」

　大だい音おん声じようと同時、柾は自身の荷物から竹刀しないを抜き放ち、本殿の正面扉へ叩たたき込んだ。反動で柾の持ち物が、辺りに散らばる。

「神様！　あんたが！　余計なこと！　やってくれたせいで!!」

（叶原に嫌きらわれて！　叶原を傷付けて！　俺はこんなの望んでなかった!!）

「ふざけんなぁ!!」

　壁へ、柱へ、賽さい銭せん箱ばこへ。縦横無尽なる柾の連撃が疾はしる。七紘が鋸で叩いても小揺るぎもしなかった本殿が、致命的な軋きしみを上げた。

　七紘は柾の変へん貌ぼうに思考が追い付けない様子で、啞あ然ぜんと神社が廃はい墟きよへ変えられていくのを眺めている。結果だけ見れば彼女のやろうとしたことを柾が代行してくれているわけだが、柾の尋常でない姿に止めるべきか止めざるべきか迷いが見えていた。

　七な紘づなの手が柾まさきに伸ばされ……引っ込められ……それを何度か繰くり返して──

「っ!?　は、速はや水みくんっ!!」

　意を決して──とは違う響ひびきの七紘の声。むしろ悲鳴のようなそれに、神の寝所にとどめを刺そうとしていた柾もさすがに止まる。……と同時に頭上でぶちという音。

（……前に聞いた音が……）

　極めて自然に柾は上を向き。

　──相当ヤバめな音を立て、再び柾の眉み間けんに大鈴がめり込んだ。

（……やはりこれ、重くて硬くて、痛い）

　そんなことを考えて、柾は意識を失った。




（…………うん？）

　水底から浮かび上がるように、柾の意識が己の肉体に戻ってくる。

　どれだけ気絶していたのか？　身体からだの負傷の具合は？　……そして七紘は？　柾が確認しなければならないことはいくつもあった。が。

（……何か、後頭部に心ここ地ち好よい感触が？）

　真っ先に求めた答えは、それだった。

　気絶する直前の大鈴の感触が凶悪過ぎたのかもしれない。後頭部のその感触は余りにも優しげに感じられた。柾はその正体を知ろうとする欲求に抗あらがえず、目を開く──

「あ！　……良かったです。目、覚めたんですね」

　視界に七紘の顔が映り込んできた。

「っっ!?　か、かのは……!?」

「荷物、散らばってましたから。片付けておきましたよ」

「……ええと。ありがとう……」

　何の心構えもなく、色々な想いがある彼女と対面することになり、柾は慌あわてて身を起こし掛けて……

（……え？　身を起こす？）

　そこで柾は、仰向けに寝かされ七紘に膝枕されている自分に気が付いた。

（ひ、膝ひざ枕まくら!?　叶かの原はらの!?!?）

　良く見ると七紘の肩越しから星空も映る。一体いつからこの状態だったのか、想像するだに柾の顔から火が出そうだった。

　どうも神社の本殿前、賽さい銭せん箱ばこの横でこんな状態になっているらしいと、背中に触れる木の板の感触から分析して気を紛まぎらわせていた柾を、気付けば七紘が静かに見詰めていた。先程のほっとした表情とは一転して、覚悟を決めた表情で七紘は口を開く。

「速はや水みくん。この神社の謂いわれ、知ってますか？」

　柾まさきは、血の気が引くのを隠せなかった。

「……やっぱり知ってるんですね。だからっ」

　七な紘づなの声に湿ったものが混じる。柾は唇くちびるを嚙かむしかない。

　──ついに審判の時が来た。柾は透視能力のことを、七紘への卑ひ劣れつな行為のことを吐はかされ、真に彼女への恋を終わらせることになる……。

（……もう、覚悟を決めよう。男らしく）

　今いま更さらだけど──柾は自じ嘲ちようする。

　柾の見上げる七紘の顔が見る見る紅潮し、その瞳ひとみに涙が溜たまる。その唇が薄うすく開き──

「──やっぱり気付いてたんですねっ。わたしが速水くんの服、透けて見えてることっ!!」

「……………………………………はい？」

　──紡つむがれた言葉は余りに予想外で、柾の精神はしばし時間を止める。

「……って、うぉぇええええええええ!?」

　その後脳に浸透した意味に、奇声を上げて柾は乙女おとめのように己が身を搔かき抱く。

「あう、や、やっぱり男の子だって、勝手に裸や下着姿見られるの、嫌いやですよね……」

　本気で落ち込んだ様子で顔を覆おおう七紘に、柾は必死で脳を最高速回転させる。

（ええと、ちょっと落ち着けよ俺!?）

　記き憶おくから引っ張り出すのは、柾を避さけるようになってからの七紘のこと。その姿を思い返すと……あるものに似ていた。

（……透視能力を得てからの、俺!?）

　そこまで来て、柾の中に信じ難がたい、その上あり得ない一つの仮定ができ上がる。

（叶かの原はらは、透視能力を得ている……）

　──それには、この神社で恋愛成じよう就じゆを願うことが必須だ。

（叶原には好きな相手がいる……）

　普通に考えて、恋愛成就を願ったのはその相手とのはず。

（要するに、叶原が透視できるのはそいつの服に限られるわけで……!?）

　──ということは。




「か、叶原はここで恋愛成就を願ったのか？　──お、俺とっ!?」




　柾の確認に七紘がびくりとし、恐る恐る指の間から瞳を覗のぞかせ──頷うなずいた。だが、それは柾の混乱に拍車を掛ける。

「な、何で!?　だ、だって……!?」

『──叶原さん、中学入る前からずっとね、片想いしてる相手がいるんだよ』

「叶かの原はらの想い人って、中学入る前から好きな相手なんだから──高校入試で初めて逢った俺じゃないはずだろ!?」

「──逢あってます!!」

　柾まさきの疑念を、七な紘づなの叫びが打ち払った。

「速はや水みくん憶おぼえてないみたいですけど……小六の冬にもう逢ってます！　……わたしと蒼良が間違って川に流しちゃった仔猫、頑張って助けてくれた……」

　──柾の記き憶おくの引き出しが大きく揺らぐ。

「速水くん、わたしたちを凄すごく怒おこってましたけど。でも、騒さわぎを聞き付けて来た大人の人たちがわたしたちを怒ろうとしたら庇かばってくれて。……仔こ猫ねこを助けた時は格好良くて、大人から庇ってくれた時は優しくて。だからずっと、好きだったんです!!　……高校入試でまた逢えた時は本当に嬉うれしくて……」

　──話を聞きながら、柾の脳に忘れていた記憶が一気に甦よみがえる。

（そうだ。あの後聖しよう介すけの飼い猫になったカワを助けてすぐに、カワを流したって女の子が二人来て。右目の下にほくろがある娘と元気が余り気味な娘……）

　二人の女の子の面おも影かげが、柾の良く知る少女たちと重なる。

（それに、あの時フラフラだった俺は聖介と……元気が余り気味な娘の肩を借りて帰ったんだ。その時その娘に『男なんだから少しは我が慢まんしなさい』って言われて……）

　柾の内で多くの疑問が氷解していく。

（……つまり。つまりは！）

「か、叶原もここで恋愛成じよう就じゆを願ったのは、本当なんだな!?　その相手が俺なのも間違いなくて!?」

　柾の歓喜に七紘の顔は余計に赤く染まっていき──

「………………？　わたしも？」

「…………あ」

　柾が己の失言に気付いた時は、既すでに遅く。

　別の意味で爆発寸前なまでに顔を赤くした七紘の拳げん骨こつが、未いまだ彼女の膝ひざの上の柾の顔面へ振り下ろされる──




　それは大鈴よりもずっと痛かったが。

　──決して苦痛ではなかった。




　　　　×　　　　×　　　　×




　結局、話を要約すると。

　柾まさきが七な紘づなに告白できずにいたように。

　七紘も高校入学後に急速に成績を上げて、部活動でも活かつ躍やくしていた柾に、あそこまでの長所を持ち合わせながらも自分に自信が持てなかったため告白できずにいたのだ。そのまま一年以上の時が過ぎ、現状維持では駄だ目めだと焦あせっていた七紘が、プールでの柾の言動から初めての出で逢あいのことすら記き憶おくして貰もらえていないと思い知らされ、謂いわれを知らぬままに明めい重え神社で神かみ頼だのみに走ったのがプールからの帰り道で。

「……それで、休日明けに俺に出逢って透視能力に気付いたと？」

「はい、そうです」

　柾の問いに七紘は肯定を返す。

　一夜明けて朝の通学路。二人は寄り添って歩みを進める。

　全部の蓋ふたが開いてみれば、柾と七紘は互いに恋し合っていて、それ故ゆえに似たような行動を取っていたということだった。……そして、勘かん違ちがいから思い詰めていただけ。

　なお、七紘には柾以外に想い人がいると、柾を騙だましてくれた聖しよう介すけは昨夜電話で問うたところ、

『噓うそは吐ついてないよ。叶かの原はらさんの好きな相手が柾だってことを隠しただけで。……だって僕の口から伝えるのは、ねえ？』

　と平然と言っていた。

（あいつとは、今日本気で決着つける……）

　本物の殺意を胸に秘めつつ、柾は隣となりの七紘との会話に胸躍おどらせる。

「しかし、いくら透視能力消したかったからとは言え、七紘が神社壊こわそうとまでするとは」

「うっ……だって、本当に思い詰めてたんです。柾くんに嫌きらわれるかもって……」

「……まあ、結局……」

　二人は、お互い微妙に目をそらし合って、溜ため息いきを吐いた。

「透視能力消えてないわけだが」

　……そう、全ぜん壊かいではなく半壊止まりであるが、神社を壊しても七紘の透視能力は消えずに残っていた。柾の方も七紘と両想いと判明しストレスが消えてしまったためか、復活してしまっている。

　如い何かにお互い服を透かす相手が透かされる相手でもあるとは言え、それでおあいことするのも少々気まずい。何とかしたいところだが。

（……前途多難だよな……）

　着用中の、手持ちで最も上等なトランクスの位置を細心に調整しつつ、柾は視界の端はしで高級な光沢を放つ七紘の下着から急いで目をよそへ向ける。七紘もはっとして首を横へと向けた。二人は同時に嘆息し──けれども。




　柾と七紘は繫つないだ手を、強く握り合った。




「……ん？」

　そこでふと、柾まさきは向けた目の先に蒼そ良らの姿を捉とらえた。……が。

「……鷹たか宮みや？　何やってるんだ？」

「え？　蒼良？　……何してるんですか？」

　自販機の陰から顔だけ出す彼女に、七な紘づなも頰ほおに汗を垂らす。

「──何でもないわよ。やっと収まるところに収まった風のアンタたちに、出て行く機会を逸してただけっ」

　どこか蒼良らしくないひねた声。違和感を覚えながらも、柾と七紘は彼女に凝ぎよう視しされ、繫つないだ手をパッと離はなす。……蒼良は、溜ため息いき。

「……速水このばかは結局気付かないし。気が付いて貰もらおうとしなかったアタシが悪いんだけど」

　口の中でだけ呟つぶやかれた蒼良の声。しかし、柾の耳はかすかにそれを拾った。

（気付かないって、何に……？）

　問うか否いなか、柾は刹せつ那な迷い……その答えが出るより先に、蒼良がネクタイを摑つかんで柾を引き寄せた。耳元へ、口を近付ける。

「……昨日話した透視能力得たって人間、実はアタシ自身て言ったら……どうする？」

「──え？」

　突然のカミングアウトに、柾は仰ぎよう天てんする。

「……しかもホントはね、フラれたショックで能力が消えた訳じゃないの。好きな相手がアタシと別のコを好きって解わかって……そのコからもアタシが好きな人のこと好きって相談されて……その二人が両想いって解ったせいで消えたんだ。──だけど」

　ちろり、と舌で己の唇くちびるを舐なめる蒼良。

「その二人、全然くっつかなくて。アタシとしてはさっさとくっついて完全に諦あきらめさせて欲しかったのに。……その内、上う手まく仲なか違たがいさせればアタシにもチャンスあるかなーって思えてもきて。そんな風にしてたら何か二人の間に亀き裂れつも入ってきて。で、昨日そのせいでヘコんでた好きな奴やつの世話焼いてたら、」

　少しだけ柾を押し戻し、蒼良が彼の双そう眸ぼうを覗のぞき込んでくる。




「透視能力、戻ってきたんだ」




　蒼良の唇が三日月の形を描いた。

「……しかもさ、結局タッチの差でその二人くっついちゃったんだけど──アタシの透視能力、今度はそれでも消えないの」

　開き直ったように、蒼良が笑う。

「アタシ、案外諦あきらめ悪いってこと。ま、それだけの話。──ところでさ、速はや水み。今日は、カッコイイの穿いてるねっ」

「──え？　うえっ!?」

　蒼そ良らの最後の一言で、柾まさきは頭に大鈴が激突した時に匹敵する衝しよう撃げきを味わう。

（ええ!?　待てつまり……鷹たか宮みやは……っ!?）

　それが本当のことなのか、あるいは蒼良のお得意の冗談なのか、柾には判別つかない。

　とん、と柾を突き離はなし彼の脇わきを抜ける蒼良を、柾は思わず目で追って──

「……あれ？」

「──ま、柾くんっ!?」

　──その場にぶっ倒れた。

「ちょ、蒼良、何したんですか!?」

「えーと、まあ、何かはしたけど……こんな反応されるとちょっとショックかな……」

　蒼良が柾へ話した内容は届いていなかったらしく、七な紘づなが蒼良へ詰め寄る。傍はたで見て、蒼良が原因で柾が倒れたと考えるのは、ごく自然ではあるが……。

（ごめん七紘、ちょっと違うんだ！）

　取り乱している、なったばかりの恋人に、けれど柾は彼女だからこそ伝えることはできない。

（な……何でだ？　なぜ……!?）

　訳解わからなさの極きわみの中、柾は思う。




（何で──鷹宮の服まで透けてるんだ!?）




　柾は声なき声で天に叫ぶ。

（確かにプールの時に少し意識したし、昨日の放課後の件では感激する部分もあったが！　でも俺が好きなのは間違いなく七紘なんだ!!　……でもこいつ胸以外はスタイル悪くなくて緑グリーンの下着は健康的だし肌は水を弾はじくようなとうわああああああああああああああああ!?）

　頭を抱え、悶もだえ、柾は一つ思い出す。それは柾自身が思った言葉……。




（明重神社ここの神様なら本気で天てん罰ばつを下しそうだ）




（ま、まさかこれは、神社を壊こわした天罰か!?　だとしたらあそこの神様、根性悪すぎだ!!）

　膨ふくれ上がってきた憤いきどおりに、柾の全身が震ふるえを起こす。それを何かヤバい痙けい攣れんと誤認したらしく、七紘、そして蒼良さえもおろおろとし始めた。

　下着姿に見える少女二人に見守られつつ、柾は決意する。

（半はん壊かいってのが甘かった。明めい重え神社、今日の帰りに残りの半分も叩たたき壊してやる!!）

　ただただ怒いかりに任せて。柾まさきは心の底で彼かの神様へ宣戦布告した。







[image: 第２話　さらば愛しき速水柾!?]
















　窓から差す陽光は、刃を連想する鋭さだった。

「もし本物の刃物だったら、俺は死んでたな！」

　岩を削り出したかのようなごつい顔面にその光明を浴び、速はや水み柾まさきは唸うなった。が、己自身でもつまらない冗談だったと思ったか、歯ぎしりして首を振る。

「光これが本物の刃物だったら？　死ぬわけない！　大体、今半分死んでるみたいなもんだろ!!」

　身長一八〇を超す筋骨がリノリウムの廊下を爆進。進む先の女子トイレの入口に立つ、己と同一人物にしか見えぬ人影に柾は怒号を放つ。

「待てぇええ！　俺の身体返せぇ！　俺の身体で勝手に、七紘と大人の階段を上るなぁああ!!」

　柾の胸中に浮上する絶望的な想像──





　柾の肉体の下、七な紘づなの肢し体たいが灼しやく熱ねつ色いろに蕩とろけていった。二人の体温が熔とけ合うにつれ、七紘が無む垢くな少女の面おも影かげを脱ぎ捨てていく……。

『柾くん……。もっと……強く抱いて下さい。どうか……離はなさないで……』






（でもそいつは俺じゃないぃ！　このままだと、七紘と野郎がくんずほぐれつして──!?）




「──そんなこと許せるかぁぁああああっ!!」

　柾が、自身と瓜うり二ふたつの相手に体当たりし──そのまま、空気のように通り抜ける。

「っ……！　何度やってもこうなのかよっ!!」

　激痛に喘あえぐような柾に降り注ぐ日光。それがことごとく彼を、影さえ地に落とさず通過する。

「うおお！　こ、今度は服どころか、俺の身体が透けるなんて……!!」

　己の掌てのひらを透かす光こう輝きに、柾はわなわな震ふるえた。

「これは、これだけは、透けちゃ駄だ目めだろ!!」




　　　　×　　　　×　　　　×




　事の起こりは、前日放課後に遡さかのぼる……。




　傾いてきた……と表すにはやや高い陽光でも、それが照らす教室は寂しさを醸かもし出す。

「そりゃあ、誰だれもいないしっ！」

　自身のクラス、二年Ａ組の教室入口で孤独を嘶いななき、柾はゴミ箱を床に叩たたき付けた。

　高校生男子ながら、それより土木職の方こそ適する体格に哀あい愁しゆうを纏まとい、教室の角へゴミ箱を置く柾まさき。極ごく太ぶと眉まゆをひそめ、黒板を見やる。

『お先に～♪』

　黒板全体を埋めるその文字へ柾は駆け寄り、八つ当たり気味に搔かき消した。

　──そう、厭いやな放課後イベントの筆頭……掃除当番。その厭さの極きわみであるゴミ捨てより戻ると、他の当番は全員教室を後にしていた、単にそういうわけだ。

（いや、予想はしてた。当番に聖しよう介すけと鷹たか宮みやがいた時点で。けど、これは想像以上にヘコむ！）

　宇う月づき聖介、一応柾の友人である少年。鷹宮蒼そ良ら、女子に限定して柾と二番目に接点がある相手。ただこの二人、柾いじりに命さえ懸かけている。

「……で、今回はこの有様か？　他の掃除当番も巻き込んで教室から退去。俺だけ放置する。あいつら、変なリーダーシップ発揮して！」

（そんなに一人残されて落胆する俺を期待してたのか？　ならお望み通りだコンチクショウ！）

　内心で毒づきつつも足取りはとぼとぼと、柾は己の机へ向かう。実用一点張り、学校推すい奨しようの鞄かばんを持ち上げて、顔を俯うつむかせた。

「……掃除当番も部活もあるから、今日は七な紘づなには先に帰ってもらったしなぁ。……心が寒い」

　先日なったばかりの柾の恋人、叶かの原はら七紘。まだ手を繫つなぐだけの清い関係だが、彼女を想うだけで柾の心は温かさを覚える。……が、彼女の面おも影かげでも今の柾の傷心は癒いやし切れない。

「……鷹宮はともかく、聖介はこの後の剣道部の練習で覚悟しろよ。ぶっ飛ばして──」

　やる。──最後の一句は、音高く開いた教室の入口の戸に打ち消された。……そして入ってきた人物の意外さに、柾は面食らう。

「──へ？　あれ？　……両もろ山やま？」

「──ん？　ああ、速はや水み柾か。おはよう」

　柾の真横まで来て、ようやく柾を察知した風にその低身瘦そう軀くの人物は妙な挨あい拶さつをした。が、即刻柾への興味を失った様子で、柾より頭一つ分以上は下にある黒縁眼鏡の顔は伏せられる。

　その動きに、緩ゆるい三つ編みお下げが揺れた。

　両山臨のぞ美み。今年初めて柾と同クラスとなった少女だ。現在は違うが、学年初頭の出席番号順の席順で、柾と隣となり同士。その縁で、気さくに女子と話せない柾にとっては貴重な、多少でも言葉を交わす女子となっている。……とは言え、挨拶程度のこと。このまま何も言わず柾が教室を出ても問題ない。

　……が、柾は訊きかずにはいられなかった。

「両山、お前……今までどこにいたんだ？」

　彼女は、午前中から行方不明だったのだから。

　二限目は体育の授業中。体育は男女別のため柾は直接見ていないが、神隠しのように消えたと聞く。

　まさしく消息を絶った時のまま、体操服姿の臨のぞ美みは、柾まさきの問いに眉み間けんに皺しわを刻む。

「……寝てた」

「……は？」

「今日は陽ひ射ざしが心ここ地ち好よい日和ひよりで、体育の授業も面倒で。だから校庭脇わきの木の上で、寝てた」

　臨美は口元を隠しもせず、欠伸あくび。

「……まだ寝足りないが」

（いやイヤＹＥＡＨ!?　それはないだろ!?）

　思わず聖しよう介すけや蒼そ良らへする感じでツッコミそうになったのを、柾は辛かろうじて自制した。

　臨美の失しつ踪そうから、今は六時間近くて。その間寝続けていたなら、むしろ寝過ぎだろう。

（……本当に、噂うわさ通りの奴やつだよな……）

　柾と臨美の接点はあくまで今年度からのものだが、彼女の名は一年の頃ころから柾は知っている。臨美は、有名人なのだ。それは柾の自じ慢まんの恋人、七な紘づな──学年屈指の美少女である彼女と同等の知名度で。……方向性は真逆であるのだが。

（……学校一の変わり者少女か……）

「確かにその片へん鱗りんは感じられる……」

　迂う闊かつにも声をかけてしまったのを、柾は後悔してきていた。さらに気力が削そがれる前に教室を去ろうと、柾はそう決めるが……。

「──速はや水み柾。お先に」

　柾より先に、臨美が鞄かばん（柾と同じ学校推すい奨しよう品ひん）を取り教室を発たとうとしていた。警戒が杞き憂ゆうに終わり、柾は胸を撫なで下ろ……しかけるが。

「…………………………両もろ山やま」

　心底迷い、結局臨美を呼び止めていた自分を、柾は本当にお人ひと好よしだと呆あきれる。

「その格好で帰るのは、少しまずいだろ？」

　臨美は、体操服姿だ。上は半はん袖そでで下は短パン。手足は剝むき出しで、女子高生が出歩くには露ろ出しゆつ度どが高い感がある。──だから、上にジャージでも着るべきと、柾はそんな意味で言ったのだが。

「……それもそうか。では──着替えるか」

　臨美は、短パンを引き下ろした。

「────────────ぶふぉっ!?」

　余りにも突発的で、柾は視線をそらすことも忘れた。おかげで臨美の赤裸々な下半身が、目にしかと焼き付いてしまう。

（というか……黒……だと!?　しかも紐ひもパンの!?　学校に穿はいてくる代しろ物ものじゃないぞ!?）

　黒レースと雪の如ごとき肌の白さの対比。両目が釘くぎ付づけにされかけたのを、ぎりぎり引っぺがす柾。──が、目の端はしで臨美が、体操服の上着にも手をかけたのを捕ほ捉そく、反射的に向き直り叫ぶ。

「やめぇええええ！　上まで脱ぐなぁっ！　下ばかりかブラまで見せる気か、お前はっ!?」

　しかし臨のぞ美みは、柾まさきの剣幕に首を傾かしげる。

「……何言っている？　ブラなど見えはしない、絶対。私はそもそも着けてないから」

「……あ。そうなのか。なら安心……のわけあるかぁ！　余計に危険だそれはっ!?」

　一見、中学生にも見えそうな臨美の体たい軀く。胸もそれ相応のサイズに思える。けれど、体操服を内から押し上げる丘きゆう陵りようはないわけではなく。目を凝こらせば頂点に微細な突起も確認──

「するな俺ぇぇええええええっ!!」

　自らの頰ほおを自身の拳こぶしで殴なぐり、何とか柾は臨美から視線を外すことに成功した。

（俺は七な紘づな一筋。他の女は眼中になしだ！）

　ぜーはー自己暗示を繰くり返し、柾は臨美へ、未知の生物を見るときのような驚きよう異いを向ける。

「……お前、少しは男子の目を気にしろよっ。俺じゃなかったら、下へ手たすれば襲おそわれてるぞ!?」

　人目を気にせず眠るなど無防備で、また良く見れば可愛かわいい顔をしていることから、実は臨美は男子の間で七紘に次ぐ人気があったりする。──だからこそ、もう少し警戒心を持たないと勘かん違ちがいする輩やからが出るぞ、と柾は苦言を呈した。

「……。……！　あ、それもそうか。何だ。速水柾なら、見られてもいいかという気がしてな」

　柾の吹き出し、本日二度目。

「も、両もろ山やま!?　おま、どういう意味だっ!?」
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　柾まさきはさらに、数日前に蒼そ良らからも思わせぶりな台詞せりふを吐はかれたことを思い出してしまう。

（ま、まさかこれが俗に言うモテ期──）

「君はな、家で飼っている犬に実に似ている。だからあまり、視線が気にならないんだ。ちなみにその犬はブルドッグと土と佐さ犬けんの雑種なのだが」

　……見た目に反し繊せん細さいな、柾の心に雨が降る。

「──そういえば、その飼い犬の散歩コースにしていた神社が、先日何者かに破損された事件があってな。嘆かわしい」

「！　……そ、そうなのか……」

　何気なく振られた話題に、動揺を抑える柾。

　この近所で最近壊こわされた神社なんて他にない。──明めい重え神社。目め癒いえ神社とも呼ばれるそこは、柾には因いん縁ねん深い場所だった。

（というか、ぶっ壊したの俺だしな！）

　数日前の夕方、七な紘づなと恋人になる寸前。彼女の目前でやってのけたのだ。

　そのことがバレるかと戦々恐々しながら、柾は平静を装よそおって臨のぞ美みに相あい槌づちを打つ。

　柾が七紘と付き合うきっかけになったのが、その明重神社だった。だが、それへの感謝など感じられぬ苦々しさが柾の頰ほおをぴくぴくさせる。

　明重神社には、珍ちん妙みような御ご利り益やくがあった。ここで恋愛成じよう就じゆを願うと、願った者の想い人にのみ働くある超能力を授かるという。

　知らずにそれを賜たまわった柾は、後に七紘も同じ力を授かっており、しかもその対象が柾と判明したことから、実は両想いだったとも解わかって、めでたく彼女と恋人になったのであるが……。

（全っ然あの神社に感謝したくないのは、その超能力があれだからだよなっ！）

　柾は、その超能力が火種となった騒そう動どうを脳内再生し、脳内で吐き捨てる。……その上今も柾と七紘から消えずに残り。柾に到っては神への感謝を忘れた天てん罰ばつか、七紘の親友たる蒼良さえも力の対象とする始末で……。

（……それどころか、鷹たか宮みやも俺に対してその力持ってるような……？）

　それだけ不幸に見舞われた柾が、元凶に違いない明重神社を破は壊かいしたとしても、事情を教えれば誰だれも糾きゆう弾だんなどできない（と柾は信じたい）。

　そんな柾の追つい憶おく中も、臨美の話は続いていた。

「──何でも、本殿のあちこちに鋸のこぎりで切られた跡があったそうだ。全く、世も末だよ」

（……それは七紘がやったんだけど。……!?）

　柾が壊す前にそういうことがあったのだ。と、思い返したその時。柾は心臓が凍るのを感じた。

（あの後、七紘と俺は一いつ緒しよに帰ったけど……）

　七紘は、持ち込んだ鋸を持って帰ったか？

（お、憶おぼえてない。持って帰ってなかったら!?）

　あの鋸のこぎりは、今も明重神社のどこかにある。

（も、もしそうだったら！　神社に付けられた鋸の跡は見付けられてるんだっ、ヤバい!!）




　──七紘が犯人にされる。




（こ……こうしちゃいられない!!）

「悪い両もろ山やまっ、用事思い出したから俺行くよ！」

「……ん？　そうか、では私も帰るとするか」

　臨のぞ美みが言って教室を出る。柾まさきもそれに倣ならう形で廊下へ飛び出して──

「──って、ちょっと待ったぁぁああああ!?」

　猛ダッシュで柾は臨美を教室へ引き戻す。

「両山、おま、下！　何つー格好で外出る気だよ!?　着替えろっ。最初に言った通り!!」

　臨美は、未いまだ黒の紐ひもパン姿だった。柾は彼女を見ぬまま、改めて着替えを促す。……が。

「──あ。しまった」

　何を考えているのか、臨美が再び外へ向かう。

「言った傍そばから何なんだよお前はっっ!?」

　即刻に二回目の臨美の回収。息も絶え絶えに猛たける柾。

「……制服を更衣室に置いたままだ。そもそもあれがないと着替えられない」

「うし解わかったそれを取ってくることは許す！　ただその前に下に何か穿はけ!!」

「……下着をもう、穿いているが？」

「その上にだよこの露ろ出しゆつ狂きよう!!」

　学校一の変わり者少女、両山臨美。

　その片へん鱗りんどころか、真骨頂を柾は見た……。




「…………………………………………あれ？」

　気付けば柾は、深い藍あい色いろの夜空を仰あおいでいた。

「……東の方が白んできてるから、すぐに太陽が昇りそうではあるが。……違うそうじゃないっ」

　錯さく乱らん状態で柾は身を起こす。それで見渡せた周囲には、木材や瓦かわら……瓦が礫れきが散乱していた。

「明めい重え神社……だよな？　……てか、元？」

　木々に囲まれた境けい内だいを見回し、柾は呟つぶやく。

「……いや、これはまた見事に全ぜん壊かいして。……って、俺もここまではやってなかったぞ!?」

　自身の記き憶おくとの相違に戸惑うも、誰だれかに目もく撃げきされるとまずいと察し、柾は傍かたわらの茂みに潜もぐる。

「……な、何で？　昨日の記き憶おくが曖あい昧まいだ……」

（両もろ山やまを着替えさせた後。緊きん急きゆう事態ってことで剣道部は休んで。ここへ直行したんだけど？）

　以降が霞かすみ掛がかる。さらに七な紘づなの鋸のこぎり、持ってきたはずの学校の荷物、双方とも行方に憶おぼえがない。

「……それが一番まずいっ。七紘に冤えん罪ざい被かぶせるわけにはいかないし！　俺は今日も学校あるし！　てか他人がそれらを発見したらっ!!」

　進入禁止テープが飾る鳥居に、顔面蒼そう白はくの柾まさき。

　明めい重え神社は、まだ現場検証が済んでいないのか、一般人の参拝は禁じられていた。柾は昨日、忍び込んだのである。……もちろん不法侵入、証拠となり得るものは残してはならない。

　慌あわてて辺りに視線を走らせるが、柾の視界に映るのは瓦が礫れきばかり。学校の荷物が収まった鞄かばん、剣道具一式が入った袋、共に影も形もない。

「……まさか瓦礫の下に埋まってるとか!?　だとしたらどうしようもないぞ……！」

　仰ぎよう天てんし、柾は呻うめく。……が、思い直した。

「……いや、だからこそ誰だれかがすぐに発見することはないか？　掘り出す道具とか用意して、改めて探しに来るのもあり……かも？」

（……七紘の鋸も、ぱっと見て見当たらないし。としても、今日の学校で必要な道具は……？）

「……教科書類は諦あきらめざるを得ないとして……筆記用具やノートは、家に帰れば何とかなるか？　剣道具も、前に使ってたのが家に……」

　それに、と柾は自身を包む夏服制服を吟味。

（これも昨日から着っ放しだし。……今の季節、同じ服で二日間は……あり得ないよなぁ）

「……ここは一時撤てつ退たいして大だい丈じよう夫ぶか？　うん」

　柾は一いつ旦たん自宅への帰投を決定した。

　境けい内だいに誰もいない、近付いてもこないと確認し、激走。鳥居のイエローテープを飛び越える。緊張からかわずかに身体からだが強こわ張ばったが、着地。

　一般道への石段を下り、柾は体調を顧かえりみた。

（足取りはしっかりしてる。喉のどや頭が痛いわけでもないから、風か邪ぜを引いた気配もなし、と）

　七月に入ったが、夜はそこそこ冷える。その中で野宿可能な己の免めん疫えき力りよくに、柾は頭が下がる。

（これで今日も学校に行って、七紘に逢あえるし。……その時に鋸のことも聞いてみるか）

「持って帰ってたら、それの懸け念ねんは消えるし」

（というか、実際にここに来る前に聞いておくべきだったよなぁ。……もし俺の考え過ぎなら、明重神社に来る意味なかったことになるし）

「大体現場検証が始まってる以上、鋸がここに残ってたならとっくに見付かって、警察が七紘のところに来てただろうし。……そんなのないから、多分問題なかったんだろうなぁ……」

　石段を下り切った柾は、目の前の横断歩道を渡る。──物思いに耽ふけっていて、ここに信号がないことを柾まさきは失念していた。

　──要するにいつでも車が突っ込んでくる、その危険性があることを。

「ん？　──んのわっ!?」

　白のセダン。まだ薄うす暗ぐらい中無灯火のそれに、柾は知覚が遅れた。──全力疾しつ走そう、辛からくも躱かわす。

「っっっっ危ない、だろ……っ!?」

　横断歩道を渡り切り、柾はセダンを睨にらんだが……薄うす闇やみに搔かき消えた。ナンバーも見えない。

「──さすがに、腹立つ……！」

（考え事してたこっちも悪いけど！　人を轢ひきかけたんだ、安否の確認くらいしろよ！　俺が見えてないわけもないんだ……か、ら……!?）

　──瞬しゆん間かん。柾の思考が、停止する。

　突然、眼前に女性の後ろ姿が出現したからだ。ＯＬ風の、スーツ姿。瞬間移動的に、忽こつ然ぜんと。

（……い、いや、今のはむしろ……？）

　その発想に柾は一歩退く。が、それのせいで今度は、はっきり目に映してしまった。

　ウォーキング中か、スポーツウェア姿の男性。彼が柾に横からぶつかり──すり抜けた。

「……え？　……ええ!?　ええええ……!?」

　柾の膝ひざがガタガタと震ふるえた。思わずすぐ横のガードレールに手を突こうとして──それが何の感触もなく透過したため、柾は転ぶ。

「……!?　う……噓うそ、だろ……!?」

　ガードレールは今、柾と重なり存在していた。否いな、正しくは柾が重なって存在しているのか。

　柾は、唐とう突とつに思い知らされる。

（さっきの車、本当に俺が見えてなくて！）

　直後に現れたＯＬの後ろ姿。

（あれは、背中側から俺を通り抜けてきた!?）

　改めて見れば、うっすら向こうが透ける己の身体からだに、柾は蒼あおざめる。無意識に、明めい重え神社に目が向いた。──刹せつ那な、フラッシュバック。




　──夕闇の下。──柾の手が本殿の柱を触る。──途と端たんその柱はへし折れて。──本殿が傾かしぎ、揺れ。──それが柾の頭上へ覆おおい被かぶさり……。




（……これ、昨日の記き憶おく!?　途中から飛んでたやつか!?　……そうだ。本殿の周り探ってて、柱の一本が折れたら建物全体が俺へ倒れて──）

　思い出し。柾が一つの結論に辿たどり着く──




「ま、まさか俺……神社の倒とう壊かいに巻き込まれて……死んだのか!?　それで幽ゆう霊れいになったと!?　お、俺の身体からだはあの瓦が礫れきの下だとか……っ!?　う、うわああああああああああああああ!?」




　早朝の街に響ひびいた悲鳴は、まだ夢の中の人々には幸いなことに。……けれど柾まさきにとっては不幸にも。肉体ある人々に届くことなきものだった……。




　　　　×　　　　×　　　　×




　そして時間は現在へ戻る……。




（コンビニのドア、どうやって開ければ……？）

「あ、すり抜ければいいのか……」

　そして入ったコンビニも、商品を手に取れぬと悟りすぐに出る。──拍子、入れ違いに店に入ろうとした人に、柾は道を譲ゆずっていた。

「……そうか、そんな必要なかったか……」

（向こうは俺をすり抜けるし。……見えないし）

　気が滅め入いり柾は、コンビニ脇わきへ座り込む。

　陽ひはすっかり空へ昇り切り。コンビニの時計は登校時刻を示していた。……そんな時間まで街を彷ほう徨こうしていたのだと、柾は驚おどろく。

　街をさ迷う間に何人かと遭そう遇ぐうしたが、一人として柾が見える者、声が届く者はいなかった。

「──それに、俺っていつまで保もつんだろ？」

　今も見慣れぬ半透明な己の腕に、ぽつりと柾。成じよう仏ぶつ──そんな単語が柾の心の淵ふちに浮かぶ。

「……七な紘づなに、逢あいたいな……」

　自然と、願いが柾の口を突いて出た。

　愛いとしい恋人に逢いたい。──もう、最後かもしれないから。その姿を目に焼き付けたい……。

「……他の皆にも逢いたいな。鷹たか宮みやや聖しよう介すけ……」

（俺が死んだと解わかったら……皆、泣くかな？）

「七紘は、泣いちゃうだろうな……。鷹宮も、前に俺が首吊つろうとした時に泣いてたし……」

（聖介は……よく解らんが。まあ、あいつにはむしろ、笑って見送って欲しい、かな……？）

　先程入れ違いにコンビニに入っていった人物が出てくる。──柾と同じ制服の男子。

（そういや、このコンビニうちの学校の通学路にあるんだよな。……皆、来るかも）

　もう、七紘に蒼良、聖介が通っても良い時間になっていた。柾は三人の姿を探し求める──

「……ん？　ちょっと待て？」

　今さっき見た制服の男子、何か引っかかる。

　柾は彼を目で追う──必要もなかった。

　その生徒は、先程の位置で停止中。骨付きのフライドチキンを咥くわえ、手に鞄かばんと、剣道具用の袋。──柾まさきは、眉まゆを跳ね上げる。

（こんな奴やつ、剣道部にいたか？　左目に医い療りよう用眼帯？　太い眉まゆでガタイもいい。俺並み……!?）

　柾は、飛び上がる勢いで立ち上がった。

（解わからなかったのは眼帯のせいだ！）

　その人物は普ふ段だん、そんなもの着けていない。だがそこに目を瞑つぶれば、鬼おに瓦がわら風の容よう貌ぼうも阿あ吽うん像を思わせる体付きも、柾も良く知る人物を表す。




（────俺っ!?）




「ま、さか……ドッペルゲンガー!?　出会うと死ぬっていうあの!?　で、でもこの場合はどうなるんだ？　俺はもう……？　……っ!?」

　そこで柾は気付く。柾と同じ容姿の彼もまた、

（……俺を……見てる!?）

　誰だれの目にも映らぬはずの、今の柾を。

　二人の柾は互いに見詰め合い……。

「────！」

　眼帯の柾のある一点が、幽ゆう霊れいの柾の目を奪う。

　眼帯で見み難にくいが、眉み間けんに痣あざ。貫く既視感──




　ゴッ。（大鈴、直ちよく撃げき）

　ガッ。（大鈴、二度目の直撃）

　ドンッッ。（七な紘づなの鉄てつ拳けん、炸さく裂れつ）




　……最近、柾が額に受けたダメージだ。

　どれも高威力。痕あとが残っても不思議はない。

（つまりあれ──俺の肉体!?）

　思考が到った刹せつ那な、閃ひらめく記き憶おく……。




　──倒とう壊かいした明めい重え神社の本殿。──その残ざん骸がいを脇から見ている柾。




（そうだよ思い出した！　神社の本殿が倒れてきた時、俺は運良く避よけたんだ！　なら、俺の肉体はあの瓦礫の下にあるわけがなくて……！　で、でも何で勝手に動いてるんだよ!?　てか、じゃあ何で俺幽霊になってるんだ!?）

　恐らく、それを知るのは目の前の眼帯の柾まさき。最初こそ驚きよう愕がくで彩いろどられた彼の右目は、すぐに昏くらい炎を点ともした。責めるような眼光に、柾は動けない。

「……性しよう懲こりもなく。その子供染じみた心身は、きっと改めてやるべ。大人になるべさ、速はや水み柾」

（な、何だ？　何言ってるんだこいつ……!?）

　柾じぶんの顔をした、柾じぶんではない何かを前に。

　柾の背を、極ごつ寒かんの感触が滴したたり落ちた──




　挨あい拶さつを交わし合う高校生たちの朝の喧けん騒そうも、今の柾には些さ細さいなことだった。

　二年Ａ組。柾の学校の柾の教室。

　その、柾のもののはずの席に、柾の姿をした何かは悠然と腰かけていた。

　それを柾は、つかず離はなれず凝ぎよう視しする。

「……本当に、何なんだあいつは……？」

　あの後、再び歩き始めた柾モドキ（便宜上、マサキと呼称する）を思わず追った柾は、朝のＨＲホームルーム前の己のクラスへと辿たどり着いていた。

（……あの得え体たいの知れないのが、普通に登校をしてることには少なからず驚おどろいたが）

　もっとも、だからあれが無害な存在だとは、柾にはとても思えなかった。

（時折、俺を例の澱よどんだ瞳ひとみで睨にらんでくるし……）

　そこに柾は、怨えん讐しゆうの念を感じる。──しかし。

「何と言うか……何だ？」

　マサキは珍めずらしいものを見る風に、あちこちに視線を遣やっていた。心なしか、瞳が輝かがやいているようにも見える。たまに足を前後にぷらぷらとさせ、仕草が小動物を連想させるのが……。

「──不気味だっ！」

　柾に肉体があれば、さぶイボまみれだった。

「似ている有名人は？」の問いに、八割の者が「不ふ動どう明みよう王おう？」と答える柾である。その彼と、外見は同じマサキがそのような振る舞いをする光景は……実に神ラ々グのナ黄ロ昏ク。

　近ちか頃ごろ奇行が多かった柾に、多少慣れがあったクラスメイトたちもこれは度を越したらしい。教室には時限爆弾を前にしたかのような緊きん迫ぱく感かんが漂う。

（できればマあサいキつの雰ふん囲い気きに、気付かず流して欲しかったクラスメイトたちよ！　てかお前ら、そこに気付く癖くせに何で俺には気付かないっ!?）

　例によって、幽ゆう霊れいの柾を感知できる者は、同窓にも今のところいなかった。現状柾の横の臨のぞ美みなど、柾ばかりかマサキすら察知していないが如ごとく、自分の鞄かばんを漁あさり首を捻ひねっている。

「マあサいキつ、俺の肉体の癖に何であんなおかしいんだよ!?　まるで全然別人──……？」

（……待てよ。今俺の身体からだからは、多分魂たましいたる俺が抜けてるんだ。なら、その空いた分に──）




　──別の誰だれかが入って、動かしている？




（そうだ、そうとしか考えられない！　じゃあ俺は、何者かに肉体を取られたから幽ゆう霊れいに!?　ぜ、絶対に取り戻さないと！　というか、その誰かは何で俺の身体からだを……!?）

　柾まさきの思索がフル回転しかけて。がらりと教室の戸が開く音に止められた。二人並んでそこを潜くぐったのは、七な紘づなと蒼そ良ら……。

　吸い寄せられる如ごとくそちらを向いた柾は、

「七紘っ、鷹たか宮みや──うぴゅっ」

　幽霊でなかったら、多数の椅い子すや机まで巻き込んだだろう形でぶっ倒れた。

　毛先だけカールした、淡い色のロングヘア。お淑しとやかさ溢あふれる美び貌ぼうは、右目下の泣きぼくろによりチャーミングさを増す。細身ながら出るべき所は出たプロポーションで、特に胸はレースの豪奢なシュミーズ越しにもはち切れんほど自己主張している。──彼女こそ、容姿端たん麗れい、学業も優秀、家柄も超一級、完かん璧ぺきなる学校一のヒロインにして……柾の恋人、叶かの原はら七紘。

　颯さつ爽そうと流れる黒のポニーテール。元気爆発の気配を、端整な容貌からもしなやかな肢し体たいからも発散し……しかし、スポーティなブラが必要ないのではと思わせる無乳振りが少々涙を誘さそう。そんな少女が七紘の親友たる──そして色々な意味で柾の悩みどころである、鷹宮蒼良。

　揃そろい踏ぶみした彼女たちは──柾には下着しか身に着けていないように見えていた。

　これが、明めい重え神社が授ける御利益だった。

　好きな相手の服だけ透ける透視能力。しかも制御不能。一応、透視されるのは布一枚が限度なのだが……制服が夏服の今は、この有様で。

　柾と七紘は、お互いがお互いを効果の対象とするこの力を持っていると知っているため、それで気まずくならないよう気を使い合っている。七紘が夏の気温の中シュミーズまで着ているのも、胸に鞄かばんを抱き腰から下は蒼良の陰へ隠し、マサキに下着姿が最低限しか見えぬようにしているのもそのせいだ。だが……。

（ごめん七紘、本当の俺はこっちなんだ！）

　柾のいる角度からは七紘の下着姿は丸見えで。さらに真横からの視点になるため、鞄で圧迫されたわんだ彼女の横乳がばっちりと……。

「っっっっ申し訳ございません!!」

　近くの壁に頭ず蓋がいを叩たたき付けようとして、柾は見事に壁をすり抜けた。

「──って、そういう場合じゃない！」

　転がり出た廊下から教室へ戻る柾。

　七紘と蒼良が、まっすぐマサキへ歩んでいくのが見えた。柾は風の如ごとく二人の行く手を阻はばむ。

「七紘、鷹宮っ、待──」

　──するりと。七な紘づなも蒼そ良らも柾まさきを透過する。

（っ、七紘たちにも見えないのかよ……っ!!）

　関係深い七紘たちなら、今の自分にも気付くのではないかと。正直柾は期待していた。だがそれも、薄うす々うす予測していた通り裏切られて……。

「っっだからそんな場合じゃないんだよ！」

　ここで、初めて柾はマサキの前で仁に王おう立だちした。臨戦態勢でマサキを睨ねめる。

　正体も目的も不明のマサキだが、柾へ害意があるのは感じられた。それが柾と近しい者たちへも向けられないとは……限らない。

　けれど柾の懸け念ねんを余よ所そに、七紘たちはマサキの前へ立ってしまう。蒼良が極ごく薄うすの起伏が解わかるほど胸を張り、マサキを見下ろした。──柾からすれば、彼女らが己の真後ろにいることになる。

（も、もっと色々隠して貰もらえると助かるがっ）

　蒼良の動きを背中で感じ、七紘と大違いだと柾は呻うめく。──蒼良の服まで透ける事実は、柾のみ知ること。そこまで望むのは贅ぜい沢たくだったが。

「……何よ。速はや水み、もう来てるじゃない。どうしたのアンタ？　七紘と一いつ緒しよに登校しようって、待ち合わせてたんじゃないの？」

　憤いきどおる蒼良の後ろから、悲しそうな七紘。

　二人の様は、紛まごう方かたなき親友同士の姿。それなのに柾の胸はざわついた。




『──昨日話した透視能力得たって人間、実はアタシ自身て言ったら、どうする？』




『──ところでさ速水、今日は、カッコイイの穿はいてるねっ』




　先日、蒼良が柾にだけ囁ささやいた台詞せりふが甦よみがえる。

（……あれは、つまり。鷹宮も俺たちと同様の透視能力を持ってて、その対象が俺だと……）

　──親友の恋人のはずの柾を、蒼良も好きなのだと言っているように聞こえたのだが……。

（今の鷹宮に、そんなそぶり……ないよな？）

　あれが蒼良の本音だったのか、お得意の冗談だったのか、今も柾には判断できない。──と。

「──だから今は、もっと重要なことを見ろ！」

　柾は意識を、しかとマサキへ戻した。

「……あの、柾くん……。何でその、先に学校へ行っちゃったんですか？　用事でも……？」

　七紘は、親に捨てられた幼子のようで……。

（心が痛いっ。でもそいつは俺じゃなくて！）

　マサキは無言。七紘の眉まゆは下がり蒼良の眉は吊つり。──そこで、二人の眉は同時に寄った。

「……速はや水み、何その似合わない眼帯？」

「柾まさきくん、目がどうかしたんですか？」

　七な紘づなの繊せん手しゆが、マサキの眼帯へ伸ばされ──




　──バシィィッッ!!




「──触るんじゃないべさ、無礼者」

　マサキが七紘の手を払った音が、木こ霊だました。

　マサキの行為に、七紘ばかりか教室内の誰だれの理解も追い付けずにいる。……柾が七紘に夢中なのは（柾本人には大変遺い憾かんであるが）、学年中が知ることだ。その柾の姿をした者が七紘へとそんな真ま似ねをするとは、誰もが予想外で。

　──ただ一人、柾を除いて。

「──七紘に何しやがる!?」

　理性は一いつ瞬しゆんで蒸発。柾は握った拳こぶしをマサキの顔面へ叩たたき込む。──はずであったが。

「──しまっ、またっ!?」

　柾の鉄てつ拳けんはマサキを透過。柾自身もマサキを通り抜け、その背後の床へと這はいつくばう。

「野、郎にも触れられないのかよ……!?」

　即刻跳ね起きようとした柾は、ちょうどそこにいたクラスの女子を真下から見上げてしまう。

（──水、玉……!?）

「にょおおおお!?　ごめんなさいぃ！」

　柾はヤモリの如ごとくその足元を離はなれた。それで費やした時間で、事態はより悪く加速する。

「……ま、柾く──」

「うっさいべさ。動くんじゃないべ」

　ぐい、ずぼっ。

　マサキが手を、七紘の胸元の内へ突っ込んだ。

「ひ──ひゃああああああああああああ!?」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　七紘と柾の恐きよう慌こうが合奏。教室全体も時が凍る。

　七紘のシュミーズ内でマサキの手が蠢うごめくのを、柾の眼は確固と捉とらえた。量感溢あふれる七紘の双そう丘きゆうが、マサキの五指でぐにぐに形を変える……。

　もにゅ……ぐにゅむにゅぅ……ぎゅむぅ……。

「や、んあっ……！　ま、柾く……ひゃんっ!?」

　途切れ途切れに七紘が啼なく。たっぷり数十秒は這い回った後、マサキの手は引っこ抜かれた。

「……はぅ……」

「……こいつじゃないべさ？　ああもうぅ」

「な、七な紘づな!?　あ……お……くそぉうっ!!」

　膝ひざから崩れた七紘の前で、柾まさきはわたわたする。あうあう忘我状態の七紘へフォローをしたくても、柾の声は彼女へ届きはしないのだ。

（ていうか、子供染じみたのを改めるとかって、そういう意味で大人の階段を上らせるってことなのか!?　俺の身体からだを!?　勝手に七紘と!?　俺の不在中の肉体をそんなああああああっ!!）

　だが、柾の憤ふん怒ぬを代弁するように、ぶつぶつ言っているマサキの襟えりをふん摑づかむ手があった。

「ア──アンタ何トチ狂ってるのバカ!?　こ、公衆の面前で何てことして──」

（鷹たか宮みや！　そうだそいつにもっと言ってやれ！　何ならぶん殴なぐっても──）

　柾が蒼そ良らへ、届かぬとも声援を送る。最中、マサキが引かれるまま蒼良へと身を寄せて──

　──ぺろん、するっ。

　蒼良のスカート内へ、マサキの手が滑すべり込む。……さわさわその中を手探りする動き。

「──んきゃああああああああああああっ!?」

「うぎゃああああああああああああああっ!?」

　柾と蒼良の悲鳴が同調する。

「ＮＡＮＡＮＡＮＡＮＡＮＩしてんのよ!?」

　スカートを両手で固め、蒼良が後退した。

[image: ]

（た、鷹たか宮みやにまで乱れ撃うちなのかこの野郎!?）

「……ま、柾まさきくんっ…………!?」

「っっっっっっ!?」

　土ど砂しや降ぶりの雨音に似た声に向けば、瞳ひとみを決けつ壊かい寸前にまで潤うるませた七な紘づなが身み震ぶるいしていた。

「な、七紘！　マサキあれは違うっ！　俺が鷹宮へ不ふ埒らちな真ま似ねをしたわけじゃ……ごめんなさい!!」

　血が出そうなほど唇くちびるを嚙かんだ七紘へ、柾は腰をくの字に折る。──と同時。

「逃げるんじゃないべさ鷹宮蒼そ良ら。そんな態度なら……うん、素っ裸に剝むいて確かめるべ」

「！　!?　!!」

　ばばっ、と自身を搔かき抱いた蒼良の顔から、備びん長ちよう炭たんも超越する赤外線が放たれる。──七紘がスカートを握り締しめ、表情がひび割れた。

「野郎！　火に油を注ぎやがった!?」

　汗かん腺せんなきはずの今の柾の全身で、冷や汗が滝と化す感触が迸ほとばしる。

　珍めずらしくも蒼良の眉まゆが八の字を描く。七紘の口からは掠かすれた泣き声。柾はと言えば、顔が鬼おに瓦がわらからムンクの叫びへ変容していた。

「ＮＯ！　ンＮＯＯＯＯＯＯ!?　ＨＥＬＰ！　誰だれかＨＥＬＰ　ＭＥィィイイイイイイイイ!?」

　助けを求める柾の見る前で、マサキが蒼良へにじり寄る。蒼良はらしくない蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの様相で、膝ひざを笑わせていた。──七紘はついに大粒の涙を溢あふれさせ、身投げしそうな有様で。

（おお……教室中からこの修しゆ羅ら場ばからの脱出を検討する気配が伝わる……！）

「頼たのむから、俺を置いて行かないでくれっ！　そして誰でもいい、マサキあのおとこを止めてくれぇ!!」

　マサキの指が蒼良の襟えりを摘つまむ。凍結状態の蒼良は動かない。柾は無む駄だと解わかりつつもマサキへ腕を振り回し、救援要請を絶叫して──

「──はいはい、ちょっとごめんね柾」

　マサキへ、膝カックン。のけ反ったマサキの首へ背後から腕が巻き付いて、拘束。

「え？　ちょっ？　──何だべさ!?」

　突然差し伸べられた救済の手に、教室全体が呆ぼう然ぜんとするが、一番訳が解らないのはマサキのようだ。そんなマサキへ、彼を確保した西洋剣的な瘦そう軀くが、怜れい悧りな眼鏡を煌きらめかせる。

「柾。君数学得意だったね？　剣道部の予算が、計算間違ってるみたいでさ。直すの手伝って☆」

　にっこり笑って有無を言わせぬその少年は、剣道部の実質的主将も務める宇う月づき聖しよう介すけだ。

　マサキにさえ何も言わせず……というより、巧たくみに首を絞めて声を出させず、それが了承だとばかりにマサキを連れ去っていく。

「あ、叶かの原はらさん鷹宮さん、柾借りてくね～」

「……え？　あ、はい……」

「……はふぅ……」

　鳩はとが豆鉄砲を食らった顔の七な紘づなと、脱力し机に寄り掛かる蒼そ良ら。柾まさきはピンチを脱したと悟る。

（聖しよう介すけ、ありがとう。お前の空気の読めなさがここまで嬉うれしかったのは初めてだ！）

　友を見直す柾の隣となりで、蒼良を七紘が支えるというそうそう見られない光景が展開している。

　聖介に毒気を抜かれたか、七紘も蒼良も少しは冷静さを取り戻した様子だった。

「……い、今の柾くん、変でしたよね、蒼良？」

「……まあ、いつもの堅物キャラじゃなかったわね……。何だかだべだべ言ってたし……」

「ま、柾くんがあんなことするなんて、わたし信じられません。まるで別人です……！」

（そうだよ七紘！　マあサいキつは柾おれとは別の何者かで！　さっきのは俺がやったわけじゃないっ！）

「──う、でも、あいつは俺への害意であんなことやったんだろうし。七紘や鷹たか宮みやに酷ひどい思いさせたのは、間接的には俺にも責任が……？」

　いたたまれなくなり、柾はその場へと土ど下げ座ざする。──その結果、見逃した。

「……え？　……あれ??」

「……ん？　……!?」

　臨のぞ美みのちょうど隣となり、聖介の席に攫さらわれていくマサキ──その姿を見た七紘が幾いく度ども目を擦こすり。

　同じく蒼良が目を丸くして、直後に繰くり返ししば叩たたかせたのを──




　　　　×　　　　×　　　　×




　二限目、数学の授業が終了する。柾はそれを、本来自分が掛けるべき席へ座す、マサキの眼前に立って迎えた。

　授業中……今の数学のみならず一限目の英語でも、柾はマサキの前に立ち塞ふさがり続けた。その柾をマサキも睨にらみ、猫の喧けん嘩かの如ごとく鎬しのぎを削り合う。

（俺は壁だ。マこサいキつから彼女の操みさおを守る防壁！）

　柾は、自分の背中側を意識する。──そこ、即すなわちマサキの前方の席には、七紘が座っていた。

　本当なら、恋人と授業中も近くにいられる柾の楽園パラダイス。……けれど現状では、七紘を悪魔マサキへ肉迫させてしまう地獄インフエルノだと柾は感じる。

（だから授業中、絶対にここを離はなれることなどできないんだ！　七紘には何もさせん!!）

　もっとも、どれだけ意気込みがあろうとも、実際にマサキが仕掛けてきたら、柾では何ともできない。無力だと朝の一件が証明している。

（……所しよ詮せん気休めかよ……っ！）

　されど、気休めでも牽けん制せいになるのか、授業中マサキが七紘へ何かすることは、現在のところなかった。休み時間中も、朝の件のせいか七紘はマサキを避さけ、おかげで何かあることもなく。

（……七な紘づなの中では俺を避さけてるんだろうなと思うと、何だか切ないが。……それにしても）

　奮ふるい立ちつつマサキを観察し、柾まさきは首を捻ひねる。

（そもそもマこサいキつは何なんだ？）

　様子がおかしいとは思われているようだが、今も柾の中身が別人と悟る者はいない。そこを見れば、マサキは上う手まく柾へなりすましている。

（つまり、こいつは相当詳しく俺を知ってるんだよな。そして、俺の身体からだで七紘や鷹たか宮みやに──）





『や──優しくして下さい……』

　仰あお向むく七紘の露あらわな素肌は、少し震ふるえていた。

　その怯おびえさえ、マサキの瞳ひとみを奪う。七紘の目の端はしに浮いた涙。マサキのキスがそれを優しく掬すくうと、七紘の頰ほおが紅葉もみじのように色付いた。

『……い、痛く……しないで、下さい……』




『そ──そんなまじまじ、見ないでよ……』

　普ふ段だんとは異なった小さい声で、蒼そ良らは訴えた。

　胎児の如ごとく裸身を縮めシーツを握った蒼良は、いつもより遥はるかに脆もろく、儚はかなく見えて。マサキの腕は壊こわれ物を扱う如く、彼女を抱き締しめる。

『あ、明かりは消して。……恥ずかしいの……』






「でもマそサいキつは俺じゃないんだぁああっ!?」

　注：これら↑は柾の妄もう想そうです。

（こ、こいつはそんなこと目的としてる臭くさい！　何で俺を追い出した俺の肉体でそんな行為へと及ぼうとしてるのかは解わからないが！　そういうのは手順を踏ふんで！　そもそも俺じゃない輩やからが俺の肉体で勝手にすることじゃない……!!）

　そんなあくどいことを柾の肉体で企たくらむぐらいだ。柾とマサキには、それだけ深刻な関係があると考えられる。である以上、柾もマサキの正体に、心当たりなどありそうだが。

（人の肉体乗っ取れる人外の知り合いなんて、さすがにいない。……何にせよ、七紘たちのためにも肉体を取り戻すのが急務だ。だけど、どうすれば？　朝は触れても戻れなかったしなぁ）

　──その折、柾の後ろで椅い子すが鳴った。

　はっとして柾が視線を動かせば。

　……立ち上がった七紘の、純白のシュミーズ越しにも絶品な形が解る桃もも尻じりが目に焼き付いてくる。

「………………!?」

　肉体がないのに、男性の部分に猛たけりを感じる謎なぞ。柾は前まえ屈かがみになる。

（シ、シリアスさが吹っ飛んだ……！）

　七な紘づなはマサキを一いち瞥べつし、ぱたぱた蒼そ良らの所へ駆けて行った。……白桃お尻しりが左右に揺れる。

　柾まさきの屈かがむ角度が深くなった。が、思い到る。

（俺の肉体使ってるからには、もしやマこサいキつにも七紘のこんな姿が……!?）

　マサキの面おも差ざしからその答えは窺うかがえない。

　柾が独占欲的な感情に胸を灼やいている内に、七紘は蒼良と何か話し、教室を出る。──と。

「………………」

　マサキが起立。七紘と蒼良を追い、教室外へ。

「……!?　ま、待て……！」

　柾も直ただちに後を追う……のは無理で。理由は、察して下さい。

　情けない牛歩で柾が教室を出た時、七紘らが廊下から消えた。……女子トイレへ入ることで。

「……あ、お手洗いですか」

　気恥ずかしくなる柾。

（あそこに男は入れないし。つまりはマあサいキつも入れないし。少し安心……何ぃ!?）

　マサキは、女子トイレ前にて腕まくり。

「野郎、まさか女子トイレに突入を!?」

（そんな変態的行為、許すわけには！　……!?）

　だが、事態はさらに風雲急を告げる。マサキは予あらかじめ用意していたらしき、縄なわを取り出ししごく。

「そ、その縄で、ま、まさかぁっ!?」





『ああっ……やぁ……き、きつ、いです……っ』

　ブラとショーツ以外脱がされた七紘に、粗く編まれた縄が喰くい込む。七紘が痛ましく喘あえいだ。

　後ろ手に拘束するだけではない。縄は七紘の全身に絡からんでいた。乳房を上下から挟み、前方へ重量感を絞り出し。細い腰を緊きん縛ばくで強調する。

『ん！　……ん、あ？　……は、ぁっ……!?』

　七紘が玉の汗を散らす。が、その柔肌は蠱こ惑わくに火ほ照てってきていた。困惑を顔に映しながらも、七紘の声は切なさを帯びていく……。

　マサキはそんな七紘に昂たかぶった様子で、腰からさらに下へと流れていく縄を摑つかみ、引いた──






（やめれええ!?　警察へ通報が入るレベルだ！　しかもマサキあれは、中身は別だが肉体は俺で……！　このままではラノベ界でも数少ない、前科持ちの主人公に俺も名を連ねて……!!）

「……あれ？　今俺何かメタなことを……？」

　柾にもよく解わからない引っかかりがあったが、一刻を争う事態なので柾は気持ちを切り替える。──だが。

「……俺に何ができる……!?」

　何にも触れず、声さえ誰だれにも届かず。無力な現状を柾まさきは朝に思い知らされた。

　しかも今は、聖しよう介すけもどこかへ行ってしまっており、朝のような助けも期待できなくて。

「駄だ目めだっ、奴やつに横暴を許してしまう……！」

　柾は廊下を見回し打開策を探すが……ない。誰かが気付いてマサキを止めてくれないかとも願ったが、運悪く廊下に人はいなかった。

　教室へ舞い戻ってみても、策は思い付けずにいた。柾の焦しよう燥そうが膨ふくれ上がる。……と。

　寝息が聞こえた。そちらには、机に突っ伏し夢にたゆたう、臨のぞ美みの穏おだやかな寝顔。

（俺はこんなに焦あせっているのに…………ん？）

　その時、柾に降りてくるものがあった。

　──少し前にした推測。柾が抜けて意識も何もなくなった肉体に、別の誰かが入り動かしているのが、今の柾の身体からだの現状ではないかと。

　そして。今この場には肉体なき魂たましい的な柾と、睡眠中で意識も何もない臨美の身体がある。

（………………………………………………）

　柾の中でモラルだの罪悪感だのが──

（……緊きん急きゆう事態だから仕方ないよな!?）

　焦りと開き直りで、天てん秤びん上から吹っ飛んだ。

　柾の手が臨美へと伸ばされ──




　──バンッッ!!

「「「「…………は？」」」」

　椅い子すを蹴け倒たおし、机から跳ね起きた臨美。二年Ａ組生徒一同がぽかんとした。

　けれど臨美はクラスの混乱を眼中に入れず、手を握ったり開いたりした後、駆け出す。

「──行けるっっ!!」

　緩ゆるい三つ編みお下げを躍おどらせ、臨美──ではなく、その肉体に入った柾は教室を打って出た。廊下を蹴り付け、疾しつ駆く──

「──くっ……!?」

　……した気が、想像より走りづらくつんのめる。

　柾と臨美の身長差は、約三〇センチ。手足の長さにも差がある。──臨美は身長の割には脚が長いが、柾本来の脚と比べたらやはり短い。歩幅が狭く、柾の普ふ段だんの感覚では走れなかった。

（その上、スカートって脚に絡からむ……！）

「鷹たか宮みやはこれでも速く走れてたけどさ！」

　そのコツをぜひ伝授して欲しいと、たわけたことを考えつつも、柾は臨美の足を前に出す。

（果たして、間に合うか……!?）

　柾まさきの疑問の答えは、『紙一重』。

　マサキは、今にも女子トイレへ踏ふみ込みそうだった。──まだだが、余裕などない。

　眼鏡のせいか微妙に見づらい視界の中、柾は掃除当番の片付け忘れらしきモップを奇跡的に発見した。真の己の腕より短い細腕で、しかし力強くそれを──握り締しめる。

　後はもう、考えている暇ひまさえなかった。

　ようやく臨美まさきを察知したマサキが目を向けた瞬しゆん間かん、臨美まさきは彼を自らの間合いに、捕らえる。

「チェ・ス・トォォオオオオオオオオ!!」

　示じ現げん流りゆう風の雄お叫たけびながら、放たれたのは刺突つき。──それはともかくとして。

「──あ、あれ？」

　臨美まさきの想定よりもやや強く、鋭い。

　駆けてきた分のベクトルが、踏み込みの体重移動と共にモップの切っ先に乗って──発射。

　マサキが電車の人身事故のように、飛んだ。

（……思い返してみれば……）

　勝手の違いからの走り難にくさはあったものの、地面を蹴ける臨のぞ美みの脚力は決して弱くはなかった。

（いつも寝てたり、本読んでたりして先入観があったが……案外両もろ山やま、運動得意なのか……？）

　そんな思考が巡る臨美まさきの見送る中、マサキは近くの窓を突き破る。……追記、ここは二階。

　……重い音が階下で響ひびき、直後、ざわめき。

『──何だ今の音？　……人が倒れとる!?』

『って、速はや水み先輩!?　剣道部の先輩だよ!?』

『ねえ、何でこの人ガラスまみれなの……？』

『あ、二階のあの窓割れてるぞ！　多分あそこから落ちて……いや、突き落とされた感じか？』

『ちょっと待て！　速水先輩、無む茶ちや苦く茶ちや強いんだぞ!?　この人突き落とす!?　どんな化物!?』

『それよりこの人、保健室運ぶべきじゃ……？』

　一階は一年生の教室。広がる騒さわぎに臨美まさきは。

「…………………………」

　モップを男子トイレへ放り込んで、持ち得る速さを駆使してその場を撤てつ退たいした。




　　　　×　　　　×　　　　×




　マサキが破った窓は、新聞紙で塞ふさがれていた。

「……はああああああああ……」

　そこより吹き込む隙すき間ま風かぜで前髪を遊ばれる柾は、その風より余程強い溜ため息いきを吐つく。

　マサキは微傷で済んだ。二階という、比較的低い高所からの落下だったこと。さらにはマサキ……柾まさきの、鍛たん練れんを重ねた肉体が幸いした形だ。

　……とは言え、二階からの落下はマサキにも衝しよう撃げき的てきだった模様で、落下直後は意識があった彼も、保健室に着くと寝込んでしまったと聞く。

　以降、それはこの昼休みまで継続中。故ゆえに柾はマサキ対策に一息つけていた。

（……訂正。一息つく暇ひまなんてない！）

　割れた窓の隣となりのガラスに映る、今の己の眼鏡を掛けた童顔に、柾はプルプル震ふるえる。

（……両もろ山やまの身体からだから、出られないっっ!!）

「そもそも俺は、どうやって幽ゆう霊れい状態になったのか憶おぼえてなかったんだ！　だから、入れたら入れたで両こ山こから出る方法が解わからない……！　それでどうしてこんなことやったんだ俺は!?」

　やらねば柾の人生が、色々終わったが。

　柾は、これはまずいと、考え付く限りの臨のぞ美みの身体から出る方法を試してみたが……。

（でも、寝るのは元々寝過ぎの身体のせいか、上う手まくいかないし。座ざ禅ぜんで瞑めい想そうしても心が研とぎ澄すまされていくだけだし。……後は強引に気絶くらいしかないけど、両山の身体でそれは……）

　悩んでいると臨美まさきは、知恵熱が出た気がした。頭を冷やそうと、目前の窓を開く。──途と端たん。

　──ぶわっ……！

　予想より強い風が窓より吹き込んだ。それが本来は臨美のものである、今の柾のお下げ髪を揺らし、頰ほおを撫なで──スカートを翻す。

「──にゅおっ!?」

　シュバッ！　と臨美まさきはその前後を押し留とどめた。……伴い感じる視線。転じた視線の先で臨美まさきは、廊下の各所で一斉に目をそらす男子陣を見み出いだす。

（うおお……！　何か凄すごく嫌いやだ……!!）

　こんな時の女子の気持ちなど知る術すべもないが、同じ気持ちを抱いた如ごとく赤面し、鳥肌を立てた。

（俺、今後女子のスカートが捲めくれても、それに絶対目を向けないと誓う！）

　柾の紳士の誓約（実感編）へ、一つの項目が加わった。──その時だった。

　ダダッ、バッ、ガシッ、ギチッ！

「…………は？」

　臨美まさきの足が床から浮く。──両りよう脇わきを蒼そ良らと、女子にしては大柄なクラスメイトに抱えられて。

　他数人のクラスの女子が臨美まさきを囲み、真正面に七な紘づなが居た。持ち上げられた臨美まさきは位置的に彼女の胸元を透視し、シュミーズの襟えりぐりから覗のぞく魅み惑わくの胸の渓けい谷こくを見下ろす形に……。

（吸い込まれてしまいそう──ＹＯＯＯＯ!?）

　柾が臨美の瞳ひとみを閉ざす。──と。

「確保完了！　行くよ、みんなっ！」

「……え？」

　蒼そ良らの掛け声。誰だれかが両脚さえ抱え、臨のぞ美みの身体からだはえっほえっほと運ばれていく。

　両足とも地に着かぬ体勢。しかも性格上、女の子に手など出せない柾まさきはされるまましかなく。

「──な、何事!?」

　疑問を唱えることしか、できなかった。




　蛍光灯が投げる光も、それに浮かぶ壁も床も、立ち並ぶロッカーも白。ロッカー前に敷しかれた簀すの子このみがブルーの色を持つ。

　その空間の角へ投げ出された柾ＩＮ臨美は、数分前同様、クラスの女子たちに囲まれていた。

　その中心に立つ、蒼良が吠ほえる。

「──というわけで、今日こそ体育の授業、しかと受けてもらうわよ、両もろ山やま！」

（……ああ、そういうことなんだ……）

　いじめかとも疑った柾は、推理が外れ安あん堵どした。

　昨日の行方不明事件でも証明されているが、臨美は体育が嫌きらいでよくサボる。それこそ授業の出席日数がヤバくなるくらいに。

　結果、女子担当の体育教師がご立腹で。二年Ａ組女子一同に、臨美の体育への強制連行指令が下されたのだそうな。

「……ぶっちゃけ、アタシは朝から色々あったせいで、こんなことに使える余力はないの！　だから余り手間掛けさせないでね、両山っ？」

（……鷹たか宮みやも別にクラス委員でもないのに、変な雑務やる羽は目めになって大変だな……）

　……などと、思考の海で泳ぐ柾。そうやって逃とう避ひすべき理由が彼にはあった。

「蒼良、そろそろ水着へ着替えませんか？」

（逃避してたこと認識させないでくれ七な紘づなぁ！）

　白やら青やら縞しま々しまやら。更衣室中での下着の乱れ咲きに、柾は沸ふつ騰とう寸前である。

　そう、体育である以上、制服から着替えるわけで。今臨美まさきの周りは、そんな女子で満開中。

（しかも、水泳の授業が始まってるんだぞ!?　いやああああ!?　そこの方、ブラのホック外すのは待って！　ここに男がいます!!）

　……とは、口に出すわけにもいかず。今の柾の身体からだは臨美おんなのこなので、口にしても信しん憑ぴよう性せいはなく。……できることなど瞼まぶたを閉ざすくらいで……。

（そうだ見るな見るな拝見するな……）

　シュルッ……パサ……ジッ……プチッ。

（衣きぬ擦ずれも止やめていただきたい!?）

　胸の内で柾が悶もん絶ぜつした、その折。

「──両山さん」

　肩に触られた感触。臨美まさきは反射的に目を開く。

「──びょっ!?」

　一糸纏まとわぬ七な紘づなの、柔肌が視界を埋めた。

　とうに水着を着用ずみか、途中の下着姿か。いずれにせよ、柾まさきの透視の前にはないも同然で。

（──真っ白特大饅まん頭じゆう、てっぺんにラズベリー。美お味いしそうだなわーい。……って、待て待てぃ！　今俺はどこのネバーランドへ行く気だった!?）

　正気に返った臨美まさきは背後へ目を背そむけ──ようとしたが、七紘がその頰ほおに触れ、顔を戻させる。

（ぬおおおお!?　また見え、見えて……!?）

　寸前、臨美まさきの眼前に広げられた物があった。──濃のう紺こんの、ワンピース水着……。

（うちの学校指定の、女子用水着……？）

「両もろ山やまさんも、早く着替えないと駄だ目めですよ」

　──臨美まさきは、石化した。

（え？　い、嫌いやだああっ!?　女そ子ん用な水も着の、男として着たくない！　今俺の肉体は両山おんなだけど！　それに、両山は嫁入り前の娘さんだぞ!?　彼女の服を脱がせ……着替えさせる？　……俺が？　無理ぃ！　それも七紘の前でなんて……!?）

　柾は臨のぞ美みの首をぶんぶん横に振らす。それに七紘は頰ほおに手を当て、困った顔に。

「……わがまま言わないで下さい。先生だって怒おこっちゃいますよ？」

「そ、そんなこと言われても……」

「それにわたしも蒼そ良らと同じで、正直いっぱいいっぱいなんです。お願いですから観念して下さい」

「う……」

　朝の一件が思い出され、臨美まさきも言葉に詰まる。言い分通り気落ち気味の七紘に、胸が騒さわいだ。

（……水着に着替えるかはともかくとして……）

「あ、あのさ。なづ……叶かの原はら」

「？　はい？」

　見過ごせず柾は、臨美の顔のまま語りかける。

「朝のお、速はや水みのあれは……きっと、その──」

　七紘の表情が曇くもる。伏せられた瞳ひとみは臨美まさきからは見えず。失敗したかと臨美まさきは悔くやむ。……が。

「──両山さんにまで心配かけてたんですね。正直落ち込んではいますけど……大だい丈じよう夫ぶです」

「………………え？」

　意外な一言に臨美まさきは疑問符を浮かべる。七紘は少しの無理を含みながらも、微笑した。

「あれにはきっと、理由があるはずですから。本当の柾くんはあんなことする人じゃないって、わたしは信じてます。……本当は悩みもしたんですけどね。わたし、柾くんに嫌きらわれたのかもって。だから、柾くんは蒼良を……って。でも、そうだとしても彼があんなことをするなんて、おかしいですから。何か、あると思うんです。──だから、平気ではないですけど……柾くんを信じないと。……恋人、ですから」

　ぐうの音も出ない臨美まさき。揺るぎなき七な紘づなからの信しん頼らいに、胸が苦しくなる。

（凄すごいな。……俺には勿もつ体たいないくらいの彼女だ）

　柾まさきは自問する。仮に立場が逆だったとして、自分はここまで七紘を信じられるか……。

　飢えに似た圧迫感。臨美まさきは七紘から目を外せない。──するとふと、臨美まさきと七紘の瞳ひとみが交差した。……なぜか、七紘の頰ほおに朱が散る……。

「……百ゆ合りか？　アンタら……？」

　蒼そ良らの引き攣つった声が、二人を引き離はなす。

「た、鷹たか宮みや!?　おかしなこと──おぅっ!?」

　蒼良も下着か水着姿らしく。彼女の服も一枚だけ透視する柾は……推おして知るべし。

　ＫＯされた臨美まさきの横で、七紘が弁解する。

「ち、違うんです！　両もろ山やまさん、今日は雰ふん囲い気きが……どうしてか柾くんに似てるなって……！」

『いや、それは失礼でしょ!?』

　Ａ組ばかりか、体育は二クラス合同のためこの場にいた、二年Ｂ組からも七紘へ総ツッコミ。

　確かに客観的に見て、「某ぼう企業の生体兵器です」と紹介されても違和感がない柾と似ているなど、女の子である臨のぞ美みには悪口にしかなり得ない。この場合、七紘を責める他の女子が正しいはずだ。……その実、臨美の中で柾が慄おののく。

（七紘っ、その鋭さは……複雑だ……！）

　その上唯一、蒼良は七紘の言葉に興味を示す。

「……うーん。確かに今日の両山は、雰囲気が違うかも？　アンタ、変なモノ食べた？」

　蒼良の質問に、女子全員の目が臨美に集中。その内部で、柾は冷や汗だくだ。

（ま、まずい！　確かにあまり両山みたいに振るまってなかった！　ま、まさかこの程度で中身が柾おれとバレるとか!?　い、今からでも両山を真ま似ねなければ！　こんな時、彼女なら……!?）

「……し、心配するな、鷹宮……蒼良！　何か寝足りなくて……テンションが変なだけだっ！」

　……もう少しマシなでっち上げはなかったのかと、言ってから柾自身思った。……が。

「──そうなんだ、納得」

　蒼良が頷うなずき、他の女子も一同納得顔へ。

（…………納得された!?）

　普ふ段だん臨美が、女子の間でどのように思われているのか、柾が心配になった。そこで。

「全くさ、今日速はや水みが変だし。その上両山までおかしかったら、アタシも途方に暮れるわよ」

「……そういえば柾くん、保健室で安静にしていると聞きましたけど、わたしたちと入れ違いに、教室に戻ってきてましたよね」

（────マあサいキつが、目を覚ましたっ!?）

　蒼良と七紘の会話が柾の不安を煽あおる。

「……何か、唐から揚あげとか焼き鳥とか、油っこいものばっか抱えてたわよね。胸焼けしそうよ」

「柾まさきくん、いつもはあんなものは食べてませんでしたよね？　やっぱりあれは……」

　その後の話は臨美まさきには届かない。

　蒼そ良らは当然、七な紘づなもああは言っていたが朝の件にしこりがある模様で、寝込むマサキの様子もちらりと見に行く程度であった。柾はそんな彼女らに疎外感を感じつつ、下へ手たに近付かれてまたマサキがちょっかいを掛けてきても困ると我が慢まんしていたのだが……。

（いや、それよりっ。奴やつは女子トイレに特攻を企くわだてる相手だぞ!?　このタイミングで戻って、今からの水泳の授業……見逃すはずがない!!）





　腋わきから七紘のスクール水着内へと滑すべり込んだマサキの手が、濃のう紺こんの布と柔乳の間で蟲むしの如ごとく蠢うごめいた。その手はテラテラとサンオイルで照り、七紘の乳房へぬめりを塗り込めていく。

　マサキも、七紘も、熱病に罹かかったような視線を絡からませ合い、荒く情熱的な呼吸まで合わせる。

『あ……ふぅんっ……。お、お日様じゃなくて……柾くんに、はぁ、火傷やけどしそうですぅ……♥』






（そんな真ま似ねさせるかああ!?　で、でも二限目の後みたいに、野郎が行動し始めてから現場へ赴おもむくんじゃ、今度こそ間に合わないかも……！）

　──柾にも解わかっていた。最適な対応策。それはマサキが来るだろう現場での待ち伏せだと。

（──つまり俺自身も、プールでの水泳の授業に参加すること。……し、しかし……）

　目の前の濃紺の布に、臨美まさきは硬直。

（……い、嫌いやだ！　だ、だけど……）

　柾は、今朝のマサキの一件を思い出す。……あの時の七紘の涙に濡ぬれた顔を。

（鷹たか宮みやも怯おびえてた。あれはもう、見たくない！）

　臨美まさきは、むしるように水着を引っ摑つかんだ。

「着替えればいいんだろっ、着替えれば！」

「……え？　はい、そうですけど……？」

「…………え？」

　顔を上げると、きょとんとした七紘が臨美まさきを見ていた。──頰ほおが自然と熱を帯び……。

「…………………………あの、鷹宮、蒼良」

　臨のぞ美みの振りのまま、蒼良へ柾は呼び掛ける。

「……何か、恥ずかしい。彼女を離はなれた所へ」

「──了解。この百ゆ合り娘は見張ってるわ」

「だから蒼良！　誤解ですってば!!」

（ごめん七紘。何か、気恥ずかしくて……）

　百合の冤えん罪ざいをますます被かぶせてしまった恋人へ、柾は内心で謝罪を送信した。




「──で、ここからが大変だ……」

　手にした水着を引き伸ばし、臨美まさきは唾つばを飲む。

（ほ、本気で着替えなきゃならないっ。すまん、両もろ山やま！　なるべく見ないようにするから……）

　瞼まぶたを閉じ、柾まさきは感覚だけで臨のぞ美みを脱がせる。

（ブ、ブラウスなんてカッターシャツとそうは変わらないっ。布地が滑なめらかな気もするけど、女の子の肌は男より繊せん細さいだから？　と意識するな！　……ス、スカートは、腰のファスナーを──いやああ!?　するっと落ちたぁ!?）

　心の内での大混乱を必死で表に出ぬようにし、臨美まさきはどうにかこうにか制服を脱ぎ切る。

「……ふう、これで後はパンツだけ──」

　ばふっっ……！　と臨美まさきの顔面が茹ゆでダコ化。

（ＰＡＮＴＳキタァァアア!?　マ、マジで!?）

　今までのものとはわけが違う。臨美の絶対的に女の子な部分を守る最後の砦とりでを、外すのだ。

（心臓がバクバク言って!?　ち、違うんだ！　必要なことだから、俺も仕方なく……!!）

　これ以上ないほど鼓動を加速させ、柾は臨美のショーツに彼女の指を掛ける。

（……え？　噓うそ？　なぜ下ろせない!?　何で引っ掛かる!?　ま、まさかそんな呪のろい──!?）

「って、ひ、紐ひもパン？　そ、そか紐解かないと」

　──そして。最後の一枚は外された。

「……！　何だこの心こころ許もとなさっ!?」

　男が全裸になるのとは大きく異なる感覚。

（落ち着かないっ。身体からだじゃなく心がひんやりする！　い、一刻も早く何かを着たい!!）

　怯おびえに似た感情に急せかされて、臨美まさきは水着を持ち上げる。厚さはそれほどない布に、心強さを感じた。臨美まさきは一息にそれを纏まとおうとして──

「──あ、あれ？　な、何か上がらな……？」

　両脚はすんなり水着に通せたが、お尻しりの辺りからなかなか水着が上へと引き上げられない。

（こ、これ、どうなって？　女性用はやっぱり男のと勝手が違うっ。……く、おお……!?）

　試行錯さく誤ごし、じりじり水着を引き上げた臨美まさきは、ついに肩掛け部分を肩に引っ掛けた。……着替え終了。一安心して臨美まさきは眼を開ける──

　────ぷるんっ。

「…………………………………………げふっ」

　臨美おのれの胸部で丸出しの物体に、心で吐と血けつする。

（な──何で収まってないんですかぁああ!?）

　大きさ自体はやはり小振り。が、張りと形の良さは七な紘づなにも負けていないタマネギ型のそれは、実に触れてみたくなる魅み力りよくに……。

（溢あふれてるのは認めるがーっ！）

　臨美まさきは改めて乳房を水着へと収めようとして──そもそも胸元に布がないことに気付く。

（うええええ!?　何でないの!?　学校の水着でトップレスなんて、聞いたことないぞ!?）

　柾まさきの魂たましい爆裂寸前。なぜと半泣きになって──

「……両もろ山やま、アンタ……前後ろ逆」

　学校指定の水着の背は、結構広く開いていた。

「………………ぅおう……」

　普ふ段だんとは反対に蒼そ良らにツッコまれた臨美まさきは、この身体からだになって初めて、別の羞しゆう恥ちで赤面した。




　眩まばゆい陽ひ射ざしが水面で弾はじけ、躍おどる。

　七な紘づなたちとプールに行った日に負けぬ日和ひよりで、ウォータースライダーも流水ゾーンもない学校のプールでも、水に入れることを嬉うれしく感じる。

　ただ、柾はそれどころではなかった。

（マサキやつがいつ来るか、解わからない……）

　気配をいち早く感知すべく、更衣室と繫つながるプールの出入口、プール周辺を囲うフェンスの外側にまで気を張り巡らせているのもそうだし。

（……周りが水着の女子ばかりで……！）

　地味な学校指定水着と言え、むき出し生脚に加え、普ふ段だんより胸、腰、お尻しりを意識させる格好の少女らに囲まれていることも大きい。

（肌色に見える二名が特にＡＫＡＮ！　し……）

　そして、ボディブロー的に利きいてくる一点。

「……水着が、キツい……」

（……サイズがあってないのか、これ？　何か、部分部分が締しめ付けられる……っ）

　何とかならないかと、臨美まさきが胸元やお尻周辺の布地を引っ張っている、と。

「……………………両山！」

　ズカズカ蒼良が近付いてきた。

　胸部の平野に二つの桜桃色の突起。鳩尾みぞおちからおへそへとなだらかなラインを視線が滑かつ降こうしていくと、下腹部をさらに越えた所に──

（Ａ→ＸＹＺ!?　ＧＵＯＯＯＯＯＯ!?）

　手遅れ気味ながら、柾は臨のぞ美みの目線を明後日あさつてへ向けた。……が、今回はそれで良かったか？

　──むんずっ。

「（ぎゃああああああああああああああ!?）」

　声無き悲鳴を上げる臨のぞ美みの胸、愛らしきそれを裂かん如ごとく爪つめを立て、蒼良が握り込む。

「た、鷹たか宮みや、蒼良!?　何して……!?」

「……おっきく、なってるわ……」

　まなじりを吊つり上げる臨美まさきへ、虚うつろに蒼そ良ら。

「──四月の身体測定ではアタシとほぼ違いがなかったのに！　いつの間に育ったのよ!?」

（そうなの!?）

　目前の蒼良の胸は、『乳房』の単語の使用すら躊躇ためらわせる代しろ物ものだ。頂点のみ、と言っていい。

（四月時点ではこれと同レベルで、今は……）

　──サイズ自体は未いまだ平均値以下なのだろうが、それでもそこには確かな丘きゆう陵りようが存在する。三ヶ月足らずでこの成長は……ＧＲＥＡＴ。

（そうか！　水着のキツいのもそれで！　多分この水着、去年から使ってる物で……胸や、腰もか？　が急に発育した分、キツくなったんだ！　も、両もろ山やま、今第二次性徴？　……うあ）

　知って柾まさきは後ろめたくなる。──と。

　──もっみんっ。

「ぅひゃっ!?」

　臨美まさきがビクンッ、と跳ねた。蒼良が鷲わし摑づかみにしていた胸を、掬すくうように揉もみ上げたからだ。

　もっみんっ。もっみんっ。もっみんっ。

「ふわっ、ちょっ、鷹たか宮みや!?」

　臨美まさきの声にも無反応、壊こわれた感じに臨のぞ美みの胸を、十指を巧みに使って捏こね上げ続ける蒼良。

「……何でアタシには成長期来ないのよ？」

　……否いな、壊れていた。

「ちょ、待、や、やめ……！」

　もみもみもみもみもみもみもみもみ……。

「ぃやっ、はっ、だ、だから揉むのやめ……！　そんな大きいわけでもないんだから──」

「アタシに言わせれば充分大きいわよ！　比較してみなさいよコレと！」

　蒼良が臨美まさきの手を、自分の胸へ押し付ける。

「（ふんぎゃああああああああああああ!!）」

　臨美まさきの声にならぬ悲鳴、二発目。

　摑めるほどもない蒼良の乳房は、しかし触れば心ここ地ち好よい反発を臨美まさきの指へと伝え。しかも掌てのひらにはつんと尖とがった感触も当たり。──臨美じぶんの双そう丘きゆうを揉まれ、蒼良の胸を触らされ。何だか波長が異なったドキドキが臨美まさきの心臓を高鳴らせ……。

（な、何か今、俺は想定外のところで大人への階段を駆け上がって～～～！）

　──ボゴンッ！

　七な紘づながビート板で、蒼良を殴おう打だした。

「わたしにあんな疑惑をかけて！　蒼良こそ何してるんですかっ！」

　しかしさすがに蒼良は、その程度ではビクともしなかった。──それに。

　この話題に七な紘づなが絡からむのは、最悪だった。

「……………………………………許せない」

「え、ちょ、いやああああああああああ!?」

　……今度は七紘が餌え食じきになった。

　おかげで解放された臨美まさきは、七紘を助けたく思うものの腰が抜けている。

　そして他の女子たちは、七紘の胸には蒼そ良らと同じ思いがあるらしく、傍観の構え。

（な、七紘……。…………!?）

　プールサイドにカオスな饗きよう宴えんが展開して──その刹せつ那な。臨美まさきはその人物の登場に、固まる。

「──あ……う……」「へ？」「あ……え？」

　前髪が片目を隠し、有名少年妖怪的だが美人。

　ただ──体格は巨大だった。本来の柾まさきと比較しても、一回り大きいジャージ姿。

　この学校の女体育教師。特徴的な外見から、人呼んで〝女サイクロプス〟。

　その名相応の剛腕が、七紘と蒼良へ──




（しばらくお待ち下さい）




　女サイクロプス、もとい護ご國こく城じようレナ教師は、節度を守る生徒には怖い存在ではない。現に、体育のボイコットを臨のぞ美み（の振りをした柾）が謝罪すれば、快くそれを受け入れる度量がある。

　反面、節度なき者には厳格。騒さわぎを起こした七紘と蒼良は、今もプールサイドで正座中だ。

（七紘たちのトラウマが、できる限り軽いものであることを願ってやまない……）

　蒼そう白はくでガタガタ震ふるえる二人のため、臨美まさきは祈る。

　七紘たちを尻しり目めに、水泳授業は進行していた。

「──ふんっっ！」

　気合の息吹一つ、護國城の右腕が唸うなり。数すう瞬しゆんの後、プールにバラバラ白黒の雨が降る。

（高校生にもなって碁ご石いし拾いとは……）

　臨美まさきは子供っぽいと思いつつ、腕の一振りでプール全体に均等に碁石を散らせるような御方に意見はできぬと、指示に従いプールへ浸つかる。

　笛の音と同時、水中へ沈んだ。

　水中独特の水音の中、無数の気泡が視界の端はしから端へと流れる。その間かん隙げきから白黒一つずつの碁石を捉とらえ、臨美まさきは細指で摘つまみ上げた。

（両こ山この肉体の操作も、大分慣れてきたな……）

　マサキに対抗するには喜ばしいことだが……それだけ長時間臨美の身体からだを借りていることに、柾は少なからず不安を覚える。

（まさかずっと出られないってことは……？）

　ゾッとする想像を、柾まさきは心の底へ沈めた。己をもごまかすように、再び碁ご石いしを探す。

（それにしても……）

　柾は臨のぞ美みの目で、陽光さえ通すクリアな水底を眺める。──そう、視界はクリアだ。臨美まさきは今、水泳の授業中。眼鏡はないのに。

（両もろ山やま、伊だ達て眼鏡だったのか。普通、女の子は眼鏡掛けるの嫌いやがると思ってたんだが。あえてかける娘もいるもんなのかね……？）

　取り留めもなく考えていると、息が続かなくなってきた。臨美まさきは水面上へ顔を出す。……が、迂う闊かつにもそちらは七な紘づなと蒼そ良らがいる方向だった。

　ぎゅおんと首を大おお捻ひねりし掛け──けれど、それを見付けて臨美まさきは静止する。

（──来やがった！）

　七紘たちの背後のフェンスの向こう側。乱立する木の陰に、柾が嫌なほど良く知る顔があった。

　──マサキ。午前中に窓を突き破った影えい響きようか、袖そでやらが裂けた制服がみすぼらしい。が。

　クリアさを増す臨美まさきの眼は、狂気を垣かい間ま見た。

（『精力、爆・熱！　Ｔ─ＲＥＸドリンク』!?）

　それを一気飲みし、マサキは七紘たちの方へ。

（ついに、本気でヤろうってか!?　いや、ああも激強そうな精力剤……ま、まさか、今プールにいる女子、二クラス総勢三〇人強を一人で!?）





『ははっ、うい奴やつらだべ！　来ぉい、まとめて可愛かわいがってやるべさ!!』

『ああん、マサキ様ぁ～!!』

　マサキに我先にと、少女の群れが押し寄せた。その桃色の吐と息いきがマサキの耳をくすぐり、その肌を滑すべる汗が、マサキのそれと混じり合う。

『はははは、まだまだ、何発でもイケるべ!!』

『マサキ様スゴ過ぎですぅ～!!』






（止めないと何としてもぉ!!）

　何やら浮き輪にシュノーケル、ビーチボールも携たずさえるマサキ。どんなプレイに使う気か？

　だが運悪く、臨美まさきとマサキの目が合う。臨美まさきに捕ほ捉そくされたと察したマサキは、駆け出した。

　その足音がさすがに届いたか、蒼良が後ろを向き始めた。七紘もそれにつられる。

　臨美まさきにはまずい展開だった。マサキの格好は既すでに半裸に近い。それで女子の水泳授業へ突貫。……マサキの真の目的は置いておいても、柾の風評も七紘の心証も、下げるには充分過ぎる。マサキが女子の誰だれかに見付かれば、即アウトだ。

　今、蒼良が背後のマサキを映す。──寸前。
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　──チュインッ!!

「あべっ!?」

　黒い、流星。マサキの額を撃うち抜き。巨体が人形の如ごとく後方の茂みまで弾はじかれた。

「……あれ？　何もいない……？」

「……後ろがどうかしたんですか、蒼良？」

「ううん。アタシの気のせいみたい」

　マサキは茂みに隠され、蒼良たちは気付かず。臨美まさきは伸ばした腕を下ろし、安あん堵どする。

　古流武術に『指弾』なる技がある。指で小石等を飛ばし、敵を奇き襲しゆうする技だ。指の力と侮あなどるなかれ。達人は、木の実で樫かしの板を貫通できる。

「……起き上がってきても、弾はまだ一発ある」

　白の碁ご石いしを、先の黒の碁石に続く指弾として残心しつつ、臨美まさきはふと、気がかりを覚えた。

「……俺の身体からだ、死んでないよな？」

　達人が石の硬さの物で指弾を撃てば、人の頭の骨くらい軽く砕く。

　起き上がってくると困るが、こないのも心配。臨美まさきの胸中で、相反する感情が交差し合った。




　その後もマサキの襲しゆう撃げきは続いたので、幸い柾の肉体の生命に別状はなかったようだ。

　臨美まさきはあの後、さらに拾った碁石を水着の内へ隠し持ち（そんな所に隠したことはその内懺ざん悔げしたい）、マサキが現れる度たびそれにて迎げい撃げきした。地道な努力の結果、授業後半の今も、マサキの襲しゆう来らいは臨美まさき以外の誰だれにも気付かれていない。

　そしてプールは今、本日の予定の内容を全すべて終え、自由時間となっていた。

　自由である以上、プールに浸つかっておらずとも良い。臨美まさきはプールサイドへ上がっていた。

「……少し、疲れた……」

　繰くり返されたマサキの襲撃。さらに、護ご國こく城じようを前に授業を真ま面じ目めに受けぬわけにもいかず。そのコンボで柾まさきの精神も臨のぞ美みの肉体も消耗していた。

（……マやサろキうの企たくらみはいつまで続くんだよ？）

　水泳の授業において……ではなく、奴やつの目もく論ろみ、その全容にて。

　マサキはプールでの襲撃を全て阻そ止しされても、多分諦あきらめない。不ふ埒らちな所業を続けると思われた。

（それを、こちらも継続して防衛し続けないといけないんだよな。このままじゃ……）

　その前に、今日この後も問題だ。学校にいる間はいいが、放課後もマサキの強襲は続く確率が高い。帰宅後の七な紘づなや蒼そ良らを、マサキが奇襲する可能性もある。が、それを彼女らの周囲で二四時間警戒……というのは現実的ではないし、臨美の身体からだをそこまで酷こく使しするのも憚はばかられた。

（……守っているだけじゃ、いずれ破は綻たんするか。マあサいキつを捕まえるなりなんなりしないと……）

　思えば、マサキが寝込んでいた時こそが好機だったと悟り、臨美まさきは歯は嚙がみする。──と。

「──あ。両もろ山やまさん」

　ちゃぷちゃぷ水音と共に、耳に心ここ地ち好よい声。

（──七紘？）

　思案から引き上げられた臨美まさきは、辺りに彼女の姿を探す。──が、見当たらない。

「……あれ？」

　臨美まさきの目には、七紘の優美な姿は映らない。幻げん聴ちようを疑いつつ再度近辺を見回すも、目を引くのは流れゆくビート板くらいで──

（………………前にもこんなことが──!?）

　甦よみがえる記き憶おくに、臨美まさきは水へ飛び込んだ。

　七紘は、カナヅチである。かなり重度の。前にレジャープールに行った時は、浮き輪ありで足の着くプールで溺おぼれ掛けた。

（だからこの学校のプールで溺れることも……あり得る！　仮に……浮き輪代わりにビート板使ってたとしても!!）

　案の定、ビート板真下の水中に肌色の影を臨美まさきは見付ける。レジャープールでもそうしたように、その影を抱え上げ──

「──うえ、げほっ！」

　半泣きの七紘が水の上へ顔を出した。必死の顔付きで臨美まさきへと体重を預けてくる。

「──あ、あれ？　……って、ヤバ……!?」

　以降は、レジャープールの時の再現にならず。──七な紘づなは、身長も体重も高校生女子の平均を逸いつ脱だつしていない。けれど臨のぞ美みと比べれば、双方とも上回る。レジャープールで柾まさき本来の体格では受け止められた七紘。しかし今の臨美まさきの身体からだでは疲労が重なっていたこともあり……。

（──ひっくり返る!?）

　湿った衝しよう撃げき。絡からみ付く水の腕。それでも七紘が沈まぬよう支えたのは、柾の愛の為なせる業わざか。

　運良く誰だれかが異常を察し、七紘を抱え上げた。まずは一難去り。次いで柾は水中独特の浮遊感を御しつつ、臨美の体勢を直そうとして──

「「……………………」」

　マサキと、お見合いした。

「「──ガポッッ!?」」

　臨美まさきはもちろん、マサキもこの対面は予想外だったか、二人同時に肺の空気を全すべて吐はき出す。

（ぐっ、まず！　それにマこサいキつ、いつの間に!?）

　疑問はある……が、それを今検証する余裕は、酸素的にも柾の未来的にもない。一秒でも早くマサキを片すべく、血液中に残る酸素を総動員する臨美まさき。マサキへ、組み付く。

　今の体格はマサキが上。だが精神的な衝しよう撃げきもマサキの方が上だったらしい。その隙すきを臨美まさきは突く。マサキを水中戦でプール壁かべ際ぎわへ押し込むと、水底に膝ひざを突いたマサキの背を、ブリッジの形に反らせる。さらにその頭部へ跨またがって、臨美おのれの両膝で頭それを挟み込んで固定した。

「……ぷはっ!!」

　そこでようやく水面に顔を出すと、息継ぎも忘れプールの縁を摑つかむ。そこを支点に、マサキが浮かび上がれぬよう重心を落とした。

（──そうだ！　七紘は!?）

　急いで肩越しに恋人の安否を確認する。七紘は蒼そ良らにしがみ付いて嗚お咽えつしていた。

「……アンタ、助けに来た両もろ山やままで巻き込んで溺おぼれかけるなんて、どこまでドジなのよ……。それに、水に浮く特訓の成果はどうしたの？」

「いきなりは無理ですよぅ。もう嫌いやですぅ……」

　七紘を宥なだめる蒼良から視線を外す臨美まさき。その透視めには裸の二人が抱き合って見えるから。水を弾はじく肌が重なっている様は扇せん情じよう的てき過ぎる……というのもあるが、最たるはむしろマこサちキらだ。

「……何か、トランクス一丁だし……」

　制服は、臨美まさきとの交戦でバラけたらしい。

（こいつが女子に見付かれば、俺の人生は破滅。速すみやかに、こいつをプール外へ叩たたき出さないと。……他の誰だれにも見付からないように……！）

　今日一番の難題に臨美まさきは鬱うつになる。──と。

「……けほ、あの、両山さん……」

「…………!?」

　七な紘づなの、呼び掛け。よりしっかりマサキを水に沈め、臨美まさきは彼女へと向く。

　七紘は蒼そ良らとビート板を支えに、怖こわ々ごわ臨美まさきの傍そばまで来ていた。臨美まさきがいる所は、やや水深があるためだろう。おかげで七紘も蒼良も、胸より上まで水に浸つかっているので、実に柾まさきも助かる。

「……すみません。助けに来ていただいたのに……」

「ああ、いや、気にすることは、ない。溺おぼれた者がああいう風になるのは、仕方ないしなっ」

　未いまだ成功しているか不明な臨のぞ美みの真ま似ねで柾は返答。……無愛想な感じだが、それが精一杯だ。

（悪い七紘。でも今は少し離はなれてて欲しい！）

　近付かれると、マサキが見付かるかもと気が気ではない。多少嫌いやな思いをさせてしまうが、今は離れて欲しいと柾は懇こん願がんし、願う。──が。

「……七紘、やっぱり警戒されてるわよ。尾を引いてるわねー、更衣室でのあれ」

「うぐ。……あの、本当にあれは誤解ですから！」

「え、あ、いえ……」

（って、鷹たか宮みやぁああああああ!?）

　離れてもらう機会が、蒼良のフォローで消えた。

「ま、安心なさい。あの時は冗談で言ったけど、このコそのケはないから。両もろ山やまだって知ってるでしょ？　七紘が速はや水みと付き合い始めたの」

　蒼良のからかいじみた言葉に、七紘が照れたように頰ほおを染めた。目を伏せ俯うつむく。……が。

「──でも、それで安心してたらダメよ？　朝みたいなことはまたあるかもしれないし。……油断してるとウ・ワ・キ★　されるかも」

「……蒼良でも怒おこりますよ？　柾まさきくんはそんな人じゃありません。朝のあれは、事情が違うんです。……さっきも話したでしょう？」

「はいはい。……でもホントに気を付けなさいよ？　気を抜いてると、本気で誰だれかに盗とられるかもしれないわよ──速水」

　苦笑しながら言う蒼良。が、角度的に七紘には見えなかったようだが、臨美まさきは捉とらえる。

　──蒼良の目は、笑っていなかった。そこに宿る光は、彼女が柾へ透視能力を告白した時のそれに似て……どこか、畏い怖ふを覚える。

　何か言うべきか否いなか、柾が迷った、瞬しゆん間かん。

　──むんぎゅっ。

「──ぴぎゃあっ!?」

「!?」「!?」

　臨美まさき、悲鳴。七紘と蒼良、ビクつく。

「も……両山……？」

「なななな何でもない、本当！」

　蒼そ良らへ返すも、噓うそだった。

　マサキが、臨美まさきのお尻しりを力一杯摑つかんでいる。それに加え、やわやわ捏こね回している。

（お、俺の身体からだ使って、両もろ山やまに何してる!?）

　……冷静に考えれば。息が深刻に危機迫ったマサキが、どうにか頭を臨美まさきの膝ひざから外そうとし、しかし酸欠で朦もう朧ろう状態のため変な所を摑んでしまった、というのが真相だろうが。……冷静でおれるはずもない柾まさきに解わかれと言っても無理な話で。

（お、俺の身体で、俺の魂たましいの入った両山と大人になる行為を!?　倒とう錯さく的てきすぎるぞ!?）

「……両山さん？　どうしたんですか？」

　顔色が赤、蒼あおと素早く切り替わる臨美まさきへ、自身の専売特許を取られた七な紘づなが首を傾かしげる。

（な、七紘には、絶対気付いて欲しくない……！）

　柾の肉体が臨のぞ美みのお尻を触っているのも。

　マサキの責めに、柾の精神が悶もだえているのも。

　臨美まさきは煙けむに巻こうと虚言を紡つむぐ──

「いや、本当に大したことじゃ──にゃっ!?」

　──ビビクンッ！

「……も、両山さん……？」

「ア、アンタ一体……？」

　七紘と蒼良に、臨美まさきは今度は返答もできない。

（ここここんの野郎っっっっ！）

　マサキが臨美まさきの水着のお尻の部分を摑んで、思い切り食い込ませてきた。臨美まさきから見えないが、恐らくＴバックに近い状態だ。……これも足あ搔がく内、偶然そうなっただけであろうが……。

「──にゃふっ!?」

　問題は、マサキが未いまだ水着を引き絞ってきていることで。臨美まさきの身は小刻みに痙けい攣れんし──

（！　ヤバい！　しまった!?）

　臨美まさきの膝から力が抜けた。頭の拘束が緩ゆるんだのを感じ、マサキが身を起こそうと力を込める。

　──が、間一髪。柾は臨美の脚で、マサキの頭を挟み直すことに成功した。ほっと一息……。

「────ひぁ……っ!?」

　──の間もなく、洒落しやれで済まない感覚が来た。

（!?!?!?!?　って、おいこらぁ……っ!?）

　マサキの頭は、臨美まさきの脚でも太ふと股もも──それもかなり付け根の付近に挟まれていた。そのせいで、マサキの顔面が臨美の……その、最大に女性な箇所に密着して。その状態でマサキは、もう真剣に絶息しそうなのだろう、引っ切りなしに頭を抜こうと首を振り、少しでも水面へ近付くべく顔を上へと蠢うごめかしているわけで……。

（まままま待て、落ち着け！　考えてもみろ、これはあくまで柾おれの身体からだが臨お美れへと行っていることだ。己で己にやっている。……うん、問題ない。──ことあるかぁ!!）

　自分で自分に柾まさきがツッコんだ、瞬しゆん間かん。

　マサキが口をパクパク開閉させた。

「うひぃやっ!?」

（っ!?　な、何か……これは……うくっ!!）

　尾び骶てい骨こつの辺りから、むずむず背筋を這はい登る何か……。臨美まさきの中に焦しよう燥そう感かんが燻くすぶる。

（いや、これ、本気で、まず……っ!?）

「──ちょ、両もろ山やま、大だい丈じよう夫ぶ？」

「尋常じゃない顔してますよ!?」

　──臨美まさきの心臓が止まり掛けた。

　蒼そ良らと七な紘づなが、臨美まさきのすぐ背後で心配そうに立っていた。普通ではない臨美まさきの様子に、気になって近付いてきたのだろうが──ＭＡＺＵＩ。

（この距きよ離り……いくら何でも!!）

　マサキがバレる。──つい臨美まさきは水中の彼に目を遣やった。七紘も蒼良も促されそちらを見る。

（だ、駄だ目めだ、見付かる……!?）

　──じ……わぁ……。

　……臨美まさきの周囲の水が、鮮紅色に染まった。

「「──ぅんにゃああああああああああ!?」」

　七紘と蒼良が、水を切って後退する。

「何ナニ!?　何事っ!?」

「……ス、スプラッタなのは……きゅう……」

（え？　いや、これは……？）

　臨美まさきも訳が解わからず、混乱する。血……のようだが、体感的に臨美じぶんの血ではなく。ならば……。

「……って、うぇええええええええええ!?」

　マサキのものしか、あり得なかった。要するに、柾本来の身体が出血しているわけで。

（ど──どうしたぁああああああ!?）

　看過できず、臨美まさきは大急ぎで水底のマサキの許もとへ。脱力したマサキの、顔の周りが最も朱あかい。そこを引っ摑つかみ眼前へと持ってきて──

「「………………」」

　臨美まさきとマサキの、目が合った。土気色な顔色のマサキの鼻から、赤色が噴煙の如ごとく放出中。──どうも血圧が上がり過ぎて鼻血が出ただけらしく、臨美まさきも胸を撫なで下ろせたが……マサキの右眼は未いまだ爛らん々らんと輝かがやき、そこが何か不気味で。

（……この状況でも眼帯してるんだな、こいつ）

　不意に臨美まさきが思い浮かべた、瞬しゆん間かん。

　マサキの両手が臨美まさきの頭部をぐっと摑つかみ──

　──近付く顔。唇くちびるに温ぬくもり。




（……………………………………キ、ス？）




　臨美まさきの脳が停止フリーズ。──その空白に口こう唇しんが押し開かれ。舌に絡からむ柔らかさ。強く、吸われる。

（──────!?　っっっっっっ!?）

　マサキの舌が臨のぞ美みの歯並びをなぞり。真空になるほど吸われた口内で、臨美まさきとマサキの唾だ液えきが混じり合う。無意識にも首を捻ひねってマサキの唇から逃れようとする臨美まさきだが、対するマサキは嚙かみ付く如ごとくキスの荒々しさを増し、逃さない。

　──臨美まさきの手が、ぎゅうっと拳こぶしに握られる。

　……推測だが。マサキに不ふ埒らちな思いはなく。

　限界を超えた呼吸困難に最も手近な空気──臨美まさきの肺の中のそれを吸おうとしたのだろう。ただ、柾まさきに理解は望むべくもなく。──そして。

「ッッッッッッッッ!!」

　臨美の拳が、もう限界というように放たれた。──マサキの、ど真ん中を貫く。

「……!?　え、ええっ!?」

　柾が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　そう、臨美なのだ。マサキを殴なぐったのは。

　柾はと言えば、その拳の勢いに乗せられ外へ──空へと打ち出される。

　かつて体験したこともない浮遊感。三階建ての校舎を下に見る高さに、柾はいた。

（ぬおおおおっ！　おお落ち……!?）

　が、柾は落下することなく空中に浮く。──今まで試しもしなかったが、幽ゆう霊れい状態なら空中浮遊くらいできても不思議はない。同時にそれは、臨美から抜けたと柾に強く思い知らせる。

「で、でもなぜ……？」

　柾は眼下に臨美を探した。──即、見付かる。数すう瞬しゆん前まえに柾もいた位置に。……拳を天へ向けた姿勢。脇わきのプールサイドまで散った飛沫しぶきの残ざん滓しの大きさが、放った一いち撃げきの威力を物語る。

「も、両もろ山やまさんっっ!?」

「も、両山、一体どうしたの!?」

　臨美に、七な紘づなと蒼そ良らが駆け寄った。

　二人の声に我に返った様子の臨美は、息荒く辺りを見、まばたき。額に手を当てる。

「…………叶かの原はら七紘、鷹たか宮みや蒼良。……その……付かぬことなのだが……なぜ私はここにいる？」

　柾の許もとにも何とか届いたその声。籠こもる困惑に、七紘たちが瞳ひとみをパチクリさせた。

「私は先刻まで寝てて……今目覚めたのだが？」

「「「ええええ!?」」」

　七な紘づな、蒼そ良ら、そして柾まさきの驚きよう愕がくの三重奏。

「い、いや、でも確かにそれなら……！」

　柾は、眠って意識がない臨のぞ美みだから、肉体に入って動かせるのではと考えたのである。それが合っていたのなら、今まで臨美が眠っていたから柾が身体からだを動かせていて、目覚めたから柾は身体から追い出された。──筋は通る。

（……いや待て。そういや両もろ山やまが目覚めた理由は……？　……マあサいキつとの……キ──）

　思い出して柾は目を剝むいた。

「キキキキス!?　マやサろキうとっ!?　待てあの時俺は両山べつじんの身体だったんだからノーカン──って、おお俺の身体は両山とキスして!?　じゃ、じゃあやっぱりあれは俺の初めての──!?」

（こ、こんな大人の階段の上り方！　七紘ともまだなのにぃぃいいいいいい!!）

　空中でグルングルン身み悶もだえする柾。地上には自分の唇くちびるに触れて疑問符を浮かべる臨美と、事情など知る由よしもない七紘がいて、柾の心中は二人への張り裂けそうな罪悪感で溢あふれて──

「──あ、あれ？」

　マサキがいない。

　先程の件で、ますます柾が選定する危険人物ランキングをぶっちぎるあれを見失った。──柾は大おお慌あわてで周辺を睥へい睨げいし……。

「──いたぁ！　……って、おいいいい!?」

　マサキがいたのは女子更衣室の建物、その外の壁だった。そこの最上部、採光用曇くもりガラス。割れたそこから、内部へ侵入を試みていた。

「中に入って、ナニする気だぁああああ!?」

　柾が、文字通り飛んでいく。

　マサキは一見満身創そう痍いだが、動きには精彩があった。遠からず侵入に成功するのは確実で。

「やめろ！　この……!?」

　柾はマサキを引っ張り出そうとして……その腕が、マサキをすり抜けた。

（──しまった！　そうだよ!!）

　幽ゆう霊れい状態の柾は、何にも触れない。だから、マサキの行動を妨害できない。

　マサキは上半身を割れた窓へと突っ込んだ。──そこへ間が悪いことに授業終了のチャイム。

（──七紘たちが更衣室に帰ってくる!?）

　このままだと、女子更衣室の中で七紘たちとマサキが鉢合わせる。マサキがなおも何かする気なら、彼女たちが危険。……ただその前に、マサキは濡ぬれ鼠ねずみのトランクス一丁、鼻血付き。痴ち漢かんそのもののこの姿、女子には見せられない。

　そうしている内に、女子たちが近付く気配。柾は猫が柱を引っ搔かくようにマサキの脚へ手を伸ばし続けるが、かすりもしない。

　女子更衣室のドアノブを、誰だれかが握った音。

　柾まさきが怨おん霊りようの形相で絶叫する。

「だ、誰か……誰でもいいからマあサいキつを止めてくれ！　そして俺の初キスの仇かたきを取ってぇ!!」




「……んーと──合がつ点てん承知！　でいいかな？」




「………………え？」

　返ってくるとは思っていなかった、受じゆ諾だく。

　細くも力強い腕がマサキを窓から引き剝はがす。

　直後、更衣室内で女生徒の悲鳴。

「……うわっ！　何なの、窓割れてるわよ!?　……ん？　これ、野球ボール？」

「……あ、鷹たか宮みやさん？　えーとさ。男子の方で野球やってたんだけど、ボールが飛び込んじゃって。……取ってくれない？」

「……何よ、驚おどろくわね。はい、返すわよ。……ボール取ったら、速くどっか行ってよね。覗のぞきとかしたら……殺すわよ？」

「……うん、それは解わかってる。……けど」

　蒼そ良らから壁越しに投げ返された球を、聖介はダイレクトキャッチ。柾を見て、汗を一筋。

「柾……だよね？　じゃあ、あっちは……？」

　間違いなく自分へ喋しやべり掛けている聖しよう介すけに、柾は声も出せないでいた。──と。

「…………ぅぐっ……!?」

　マサキがふらふらと立ち上がった。運悪く、投げ出された時に頭でも打ったらしい。側頭部に触れ、頭を振る。拍子に眼帯がずれて──

「……！　うあ……っ!?」

　マサキの周囲の空間が、歪ゆがんだ。

「な……!?」

「…………!?」

　柾が目を丸くし、聖介が何度もまばたき。

　──まるで、一昔前の３Ｄ映像のように。

　マサキに重なる形で人影が滲にじみ出る。

　──臨のぞ美みよりなお、細く小さい肢し体たい。

　それを包む、巫み女こ装しよう束ぞくに似た異国情じよう緒ちよの衣。

　顔は俯うつむかれて良く見えないが──

　花もかくやに鮮やかな薔ば薇ら色いろの髪が、二つに分けて結い上げられて、空中で渦巻いた。

　その姿が、柾まさきの記き憶おくの引き出しをことことと鳴らす。──三度目の、フラッシュバック。




　──明めい重え神社本殿の倒とう壊かいを避さけた柾。──誰だれかの気配を背に感じ、振り向く。──目に飛び込む、逢おう魔まが時ときに映える薔ば薇ら色いろの髪。──その陰で珊さん瑚ご色いろの唇くちびるが薄うすく開き。




　──『天てん罰ばつだべさ』




「……柾、あれ、何だい？」

「……そんなの、俺が聞きたい!!」

　周りの大気が重い。今はないはずの心臓が口から飛び出そうな緊きん張ちよう感かんに、柾は震ふるえる。

「何だよ、あれ……？」

　零こぼれた声は、柾自身驚おどろくほどかすれていて。

「まだ、終わりじゃないのかよ……!?」

　なおも続く脅きよう威いに怯おびえるように、流れ来た雲に太陽が隠された──
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　アーケード商店街の人波を縫ぬって。速はや水み柾まさきは剣道着を纏まとう鉄巨人の如ごとき体格を進しん撃げきさせる。

「ここ、まで、来れば……！」

　潜せん伏ぷくには不向きのはずの身体からだを限界まで縮め、柾は商店の物陰で息を止める。

「──ま、柾くん……」

　──遠えん慮りよがちな声が響ひびく。目を遣やれば、柾にはシュミーズ姿に見える、彼の恋人叶かの原はら七な紘づな。右目下の泣きぼくろが魅み力りよく的てきな美び貌ぼうの中、瞳ひとみが見下ろしているのは柾と固く繫つながれた繊せん手しゆ。

「……あ。そ、その……」

　何とはなしに二人の手は離はなれる。それを残念そうにお互いとも見詰めて……。

「──う、うう……。急ぐだべぇ……」

　柾の背中で呻うめき声。片腕でおんぶできるほどに小柄な、巫み女こ装しよう束ぞく風の衣装を着た少女が、ＫＯ寸前の如き有様で目を回していた。

「……！　時間がない。急ごう、七紘」

「は、はいっ。そうしないと皆が……！」

　緊きん迫ぱく感かん溢あふれる様で二人が言葉を交わす。柾が背の少女を確認する間に、七紘は物陰から周囲を窺うかがった。……まるで何かに追われているかのように。──と。

　──ぶわぁっ！

　アーケード街を一気に吹き抜けた強風。そこら中の商店ののぼりを揺らし、暖簾のれんを翻ひるがえして、柾には見えない七紘の制服のスカートごと、彼女のシュミーズの裾すそまで捲まくり上げて──




　──ぷりんっ、と。──絶品な丸みの稜りよう線せん。──桃のような瑞みず々みずしさに溢れたヒップライン。




　──肌色の!!




「──いやああああああああああああああ!?」

　柾が今まで聞いたことがないほどの七紘の絶叫。この世の終わりの如き顔でお尻しりを押さえた彼女が、柾を鬼気迫る表情で睨にらむ。

「みみみみ見ましたか柾くん!?」

「みみみみ見てないです本当だ!!」

　冷や汗だらだらで返事をする柾。……と。

「こちらで奴やつらの声がしたぁああああ!!」

　ずどどどどっ、と地を蹴けり柾たちへ向かってくる──制服警官！

「ヤバい見付かった！　走るぞ七な紘づな!!」

「ええっ!?　そんな、穿いてないんですよ!?」

　泣きそうな七紘の手を握り、柾まさきはすまなさそうにしながらも走り出す。

「──ど、どうしてこうなったべ……？」

　柾の背の少女が、苦しげに薔ば薇ら色いろの髪の頭を傾かしげた──




　　　　×　　　　×　　　　×




　その答えは、これから語られる──




　雲が午後の陽ひ射ざしを遮さえぎったのは、数秒だった。

　己の通う高校のプール脇わき、女子更衣室前にて。柾は友人、宇う月づき聖しよう介すけと共に再び目を見張る。

「……柾。本当にあれ、何だい？」

「だからっ、俺が訊ききたいくらいなんだよ！」

　怜れい悧りな眼鏡の奥で瞳ひとみを揺らす聖介。柾は咆ほう哮こう。

　点々と木々が並ぶ芝しば生ふの上、ゴリラ的体たい軀くが半裸でふらふらしていた。海の苔りを貼はった風な眉まゆの下、白い眼帯が花か崗こう岩がんの如ごとき顔を飾る。──それは、聖介の横で宙に浮かぶ半はん袖そで制服姿の柾と、眼帯と服装以外は瓜うり二ふたつの外見だった。

「こっちの幽霊柾が僕の知ってる本物で。……あっちはそれが抜けた肉体……と？」

「そうだよっ。それで中に別の奴やつが入ってる！」

　半透明の指を柾が突き付けると、本来は柾のものである肉体から３Ｄ画像じみた影が浮かんだ。

　──小学校高学年くらいの細く小柄な肢し体たい。

　巫み女こ装しよう束ぞくに似ながらも、異国情じよう緒ちよを帯びる衣。

　ツインテールの縦ロールという見た目も大おお仰ぎような髪は、色さえ花もかくやな薔薇色で──

「……女の子だよね、あれ……？」

「……俺にもそう見えるが……？」

　高校生男子二人が物言いたげに顔を合わせた。




　──全すべては、柾が明めい重え神社なる社やしろにて、恋の神かみ頼だのみをしたことから始まった。

　成績優秀。家柄超一級。容姿も端たん麗れいの学校一のヒロイン、叶かの原はら七紘。彼女と恋仲になりたい。柾の願いに、神は奇抜に応こたえた。──透視能力。七紘の服のみ一枚透かす。それを授ける形で。

　純な柾は、好きな少女の赤裸々な姿を覗のぞくのをよしとせず。己が理性の限界へと挑むこととなり、果てに原因の神社をぶちキレて破は壊かいした。

　……後に、七紘も同じ神社で柾への恋愛成じよう就じゆを願っていて。対象が柾である点が違うだけの同じ力を授かっていたことが解わかり。結局両想いだった二人が恋人になるオチがあったのだが。

　……話はそこで終わらなかった──




「肉体奪だつ還かんしないと、七な紘づなたちもヤバいんだ！」

　なったばかりの恋人のため、義務感に燃える柾まさき。──気付いたのは今朝、なぜか明めい重え神社で覚かく醒せいしてからだった。……自分が幽霊になっていると。

（最初は俺死んだのかって、愕がく然ぜんとしたが！）

　実情は、もっと複雑だった。──柾は、再度赴おもむいた明重神社で遭そう遇ぐうした何者かに、肉体を奪われてしまっていたのだ。

（しかもそいつは、奪った俺の肉体で七紘や他の女子たちと、お、大人の階段を上ろうとっ！）

　それを阻はばむべく、クラスメイトの少女、両もろ山やま臨のぞ美みの身を借りて柾は奮ふん闘とうし。その後、聖しよう介すけという援軍を得て今に至る。

「聖介、何とか俺の身体からだ捕まえられないか!?」

　柾の懇こん願がん。幽ゆう霊れい状態の柾は、実体あるものには触れない。……つまり自分の肉体にも。そのための友人への依い頼らいだった。──それに聖介は。

「普段なら、無理。僕と君じゃ体格が違い過ぎ。……でも今は、あっちも調子悪そうだし……？」

　柾より一回り小さい、西洋剣的瘦そう軀くを身構えて聖介は唸うなる。

　──動きが鈍い柾の肉体。その目前に浮かぶ少女の影と、少々ずれて動作が連動している。

「……柾の身体奪ってたのが、あの女の子？　それが半ば抜けたから、ああなってるのかな？」

「──てことは……もしかして今なら、俺肉体に戻れる!?　……聖介っ！」

「……無む茶ちやな要求してくれるね。重労働だよ？」

「……悪い。肉体に戻ったら、埋め合わせる」

「楽しみにしておくよ。じゃ、とっとと片付けますか。──行くよ、柾」

　聖介の合図に、柾は己の肉体へ飛ひ翔しよう。はっと少女が顔を上げた。──幼くも輝かがやく美び貌ぼう。……ただ、その三分の一も隠すほどの、武ぶ骨こつな眼帯が左目を覆おおっていた。それが拘こう束そく具ぐにも見えて。

『う……くっ……』

　ノイズ雑じりの少女の声は、意外に愛らしい。が、少女が動かす柾の肉体は荒々しかった。

『──邪じや魔まだべさっ！』

　振るわれた柾の肉体の腕が、魂たましいの柾へ当たり……激しい火花を散らし弾はじき飛ばす。が。

　──合間を縫ぬい、聖介の水面蹴げりが柾の肉体の足を刈った。派手に転倒する柾の身体。

「聖介っ。今、さっきまでとは違う感触だった！　やっぱり、上う手まくやれば身体に戻れるかも!?」

「……なら、あの女の子を完全に君の身体から出すべきかな？　ダメージを与えると出てくるみたいだ。ごめん柾、少し君の身体傷付ける」

　断って、聖介は倒れた柾の身体を踏ふみ付け。柾の肉体は、転がって辛かろうじてそれを躱かわす。

「──余り乱暴なことはしてくれるなよ!?」

「だから元々君と僕は体格違い過ぎるの。躊ちゆう躇ちよしてたら僕が怪け我がするんだから、我が慢まんして！」

　捕ほ縛ばくもダメージを入れることも、体格で有利不利が決まる荒事だ。柾まさきより小さい聖しよう介すけでは、気を使っていては目的を果たせないのだ。

　柾の肉体は、女子更衣室の建物を背に窮きゆう鼠その様相。柾と聖介が間合いを測る。──が。

「──何やってんのよ、アンタらっ!?」

「『…………ぅえ？』」「──うぶゅっ」

　柾の身体からだの背後、女子更衣室の扉が開いた。飛び出すポニーテールの少女。──鷹たか宮みや蒼そ良ら。七な紘づなの親友で、柾にも因いん縁ねん浅からぬ相手だった。彼女を中心に女子たちが直前の水泳授業のまま、スク水姿でモップやデッキブラシを握っている。

「宇う月づきっ、何騒さわいでるの!?　まさか本気で覗のぞきを考えてるわけ!?　とっととこの場を離はなれないと、その意志ありと見なして叩たたき、こ、ろ……？」

　蒼良がその細身を、停止させた。

　──蒼良たちと今、最も近い柾の肉体。現在トランクス一丁。……そうなれば当然──

「「「「「──き、きゃあああああああ!?」」」」」

　少女たちの悲鳴。……幽ゆう霊れいの柾や、柾の肉体より滲にじむ少女が見えていたら、彼女たちの反応も変わっていただろうが。残念にもそれらは、柾本人と彼の肉体に憑ひよう依い中の少女以外ではなぜだか聖介にしか見えず。

「こ──のっ、変態がぁああああああああ!!」

　蒼良のモップがゴルフスイングの如ごとき軌跡を描き──柾の肉体の、男性的急所にめり込んだ。

『──おふぅっ!?』

　痛みも連動しているらしい少女の影が、絶息。

　しかも続けて、股こ間かんを押さえ倒れた柾の肉体を、蒼良以外の女子たちもモップ等で乱打する。

「あ、あれは逝いったかも……!?　……柾？」

　訝いぶかしげに聖介。焦あせらねばならぬはずの肉体の本来の持ち主は。……ぶっ倒れていた。

「た、鷹宮っ……!?　アホ……ッ！」

　地に伏し頰ほおを赤熱化させた柾には、蒼良が一糸さえ纏っていないように見えていた。彼女がモップを振り回す度たび、絶壁な胸はさておいて上向きの形良いお尻しりがぷりぷりと揺れて……。

（に、肉体ないのに股間がエキサイトぉ……）

　──蒼良の服も一枚透かす透視能力。柾と蒼良の浅からぬ因縁の代表だった。

　このことは柾本人以外誰だれも知らない。戸惑う聖介に、柾は曖あい昧まいに濁にごす。……が、そうする内に、女子たちの暴行は苛か烈れつさを増していき──

「──えっ!?　ちょ、皆待って！」

　蒼良の困惑の声が、女子たちの手を制止した。

　──蛹さなぎから蝶ちようが羽化するかのように。柾まさきの肉体から、薔ば薇ら色いろの髪の少女が抜け出てくる。しかも……。

「えっ!?　速はや水みから……女の子ぉっ!?」

　蒼そ良らの素すっ頓とん狂きような叫び。──今度は、当事者たちと聖しよう介すけにしか見えないわけではなかった。

　柾の体内から浮き出てくる少女は、抜け出た部位から確かな実体をその身に生じさせていく。

　目を白黒させる蒼良たちへ、聖介が叫んだ。

「鷹たか宮みやさん、皆、離はなれてっ！　信じ難がたいだろうけど、柾の身体を奪ってたタチ悪い何かだから!!」

　柾の肉体と聖介を交互に見て、蒼良は──

「七紘も言ってたけど。……コイツ、やっぱりホントに速水じゃなかったわけ!?」

「「……は？」」

（七紘もあれが俺じゃないって気付い……!?）





「──許さんべさこんの馬ば鹿か共ぉおおおおっ!!」






　──大だい音おん声じよう。伏した柾の肉体の上、薔薇色の髪の少女が右目に怒いかりを灯ともし、周りを睥へい睨げいする。

「──八や百お万よろずの神の末席に加わり、一三〇余年。天あめの眼まなこ比ひ売めの命みこと、こんな屈くつ辱じよく初めてだべっ!!」

[image: ]

「あめ……まなこ？　……何だって？」

　早口で言われた少女の言葉に、柾まさきが首を捻ひねる。

　少女は実体のまま、今の柾と同様宙へ浮かび上がった。一メートル、二メートルと上昇する少女を、柾も聖しよう介すけも蒼そ良らたちも見上げ──

「「「「「「「「………………縞しまパン？」」」」」」」」

　その場の全員の発言に、浮遊する少女は凍結。まちのない、スカート状の袴はかまを押さえる。

「こ……み……ふ、ふにゃああああああああ!?」

　先程と別感情での少女の大だい音おん声じよう。顔を耳まで真っ赤にした彼女は、右目に涙さえ浮かべ……。

「──!?」「柾っ、何あれ!?」

　少女のその目が、金色に光る。──比ひ喩ゆではなく、明確に発光していく。

「ぜ、全員、全員っ。天てん罰ばつだべさぁああああ!!」

　少女の絶叫と同時、その目の光が爆発した。女子更衣室周辺ばかりかもっと広範囲、もしかすれば学校全体がその光に包まれる。

「柾っ、くぅっ……!?」

「な、何よこれぇ!?　いやああああああ!?」

　聖介と蒼良の悲鳴。──かすかに七な紘づなの声も聞いた気がした後。柾の瞳ひとみは輝かがやく闇やみに閉ざされ。……どこかへ、引き寄せられる感覚……。

「──あ、あれ……これ……だべさ…………？」




　──ＷＨＩＴＥ　ＯＵＴ──




「……っ!?　聖介っ。鷹たか宮みや！　──七紘!!」

　一いつ瞬しゆんの気絶の後。柾は急ぎ身を起こした──

　──ずぼっ。

「!?　何だ、真っ暗──」「ひょわああああ!?」

　愛らしい悲鳴。滑なめらかな感触が顔に当たった刹せつ那な、柾の頭を衝しよう撃げきが襲おそった。再転倒する。

「……い、一体、何……？」

　転んだまま上を見る柾。──そこに、薔ば薇ら色いろの髪の少女が浮いていた。眼帯を除く顔の全すべてを灼しやく熱ねつ色いろにして。……袴を握り締しめ。

「──肉体に戻った途と端たん、身体からだ奪ってた女の子の袴へ頭突っ込むなんて。……侮あなどれないね、柾」

　響ひびいた聖介の声。反射的に柾はそちらを見て。

「──え？　み、皆どうした!?」

　蒼良に率いられていた女子たち。全員が地に伏し動かない。……ばかりか。

「な、何だ？　灰色……？」

　その色が、コンクリート的なものに変わっている。──ふと、強い風が吹いて。何かの拍子に更衣室の上に乗っていたらしき野球の硬球が、うち一人へと落下して……まさにコンクリートに激突した如ごとく、跳ね上がった。

「──い、石!?　せ、石化して……!?」

「良く見て柾まさき。石になってるの、服だけだから。……僕ら以外は、気絶してるみたいだけど」

　少し離はなれた所から、仰あお向むけの聖しよう介すけ。見れば、確かに彼も蒼そ良らたちも、生身は生身のままで。

「……速はや水み。アンタはそんな……小学校高学年くらいのコの袴はかまに頭突っ込むなんて……」

　女子更衣室の外壁に身を預けて、蒼良。意識ある彼女の言葉に、柾は覚かく醒せい直後の全容を把は握あく。

（──この娘の袴に頭を!?　ど、土ど下げ座ざを……って、待て？　こいつ俺の身体からだを奪ってたんだぞ？　ああ？　そんなのに謝るなんて──）

「…………………………速水？」

「──大変、申し訳ございません……」

　蒼良の極ごつ寒かんの眼に、柾は少女へ向けて額を地に擦こすり付けた。

「……って、あれ!?　俺肉体に戻ってる！」

　自分を見てくる蒼良の目に、柾はやっとそれに気付いた。肉体の重みも全身に感じられる。

「今光った時、君の魂たましいが肉体に吸い込まれるのが見えたよ。多分、咄とつ嗟さに肉体という安心感のある場所に逃げ込んだんだろうね……」

　どこか安あん堵どした様子で言う聖介。

「……ねえ。それでこれどういう事態？　いい加減説明してくれると嬉うれしいんだけど？」

　蒼良が、柾と聖介を睨にらみながら言ってきた。

「──そうだまずい鷹たか宮みや逃げろっ。この小さいのはお前らの身体が目当てなんだ!!」

「──どこからそんな発想が出るべさ!?」

　柾の後頭部を、眼帯の少女がはたく。

「何いけしゃあしゃあと!?　鷹宮、朝、お前のスカートに手が突っ込まれた件！　こいつが俺の肉体を乗っ取ってやったんだ！　こいつは他にも色々企たくらんで！　七な紘づなも狙ねらわれてる、連れて逃げてやってくれ!!　……って、七紘は……？」

　周辺には柾のクラス＋お隣となりのクラスの女子がほぼ全員いるが、一部姿がない少女たちもいて。七紘はそちらに含まれていた。

「……騒さわぎを聞いて出てきた時、何人かはもう水着脱ぎかけてたから。そのコたちは着替えを優先して更衣室に残ったの。……七紘はそっちだったから、まだ更衣室の中じゃない？」

　蒼良が柾へ説明するが。

「──!?　ば、鷹宮──」

「──叶かの原はら七紘!?　あの女に今度こそ……！」

　それが聞こえたらしい眼帯の少女が、更衣室へと駆け出そうとする。柾は跳ね上がってその行く手を塞ふさぎ──ぱきっ。ぱらぱらぱら……。

（……視界が広がった？　それに、開放感？）

　その開放感の出所へ、柾まさきは視線を下げる。

　────[image: おす]

「──ふぅぉぉおおおおおおおおおおおお!?」

　音速で柾は、完全開放状態だった己の股こ間かんを隠す。……ものの、時すでに遅く。眼帯少女はしかとそれを目もく撃げきしてしまったようで……。

「──ぴ、ぴぃああああああああああああ!?」

　──火が点ついたように泣き出した。

　……柾は気付いていなかったが、彼の肉体がつけていた眼帯もトランクスも石になっていたらしい。元が薄うすいそれらは、石化しても強度は低く、動いた結果割れて剝はく落らくしたようだった。

「……柾。そんなの子供に見せるのは……」

　溜ため息いき深く聖しよう介すけ。──蒼そ良らもまた硬直していた。

「あ……あう、その、な、わざとじゃ……？」

　やや前まえ屈かがみで、柾は少女へと弁明を飛ばすが。

「ぴ、ひ、ぃやああああああああああああ!!」

　尻しり餅もちをつき、少女が恐きよう慌こうにもがいた。……と。

「──鷹たか宮みや蒼良？　一体何だ今の光は？」

　女子更衣室の扉が開き、緩ゆるい三つ編みお下げを揺らして低身瘦そう軀くの、全裸の少女が出てくる。

「──────────────ぶふぉっ!?」

　柾の目をそらす動きは、一秒ばかり遅かった。

「──柾？　どうしたの一体？」

　角度的に聖介には見えなかったようだが、柾は少女の何から何まで目撃してしまう。

「……おや、速はや水み柾？　何をしている、君は？」

「……も、両もろ山やま……ふ、服はどうし……!?」

　心臓を暴れさせ柾は呻うめく。──両山臨のぞ美み。柾のクラスメイトであり、学校一の変人と名高い少女だ。その証あかしの如ごとく、柾への羞しゆう恥ち心しんが薄うすい。

（そ、その上、さっきまで俺が身体を借りて……!?　し、しかもその時に……！）




　柾の肉体の両手が臨美まさきの頭部をぐっと摑つかみ。

　──近付く顔。唇くちびるに温ぬくもり。




（おおおお!?　俺のファーストキス──!!）

　脳裏を焼く柾。……もっとも臨美はそのことを憶おぼえていないようで、平然と柾へ言ってくる。

「服は、着ている途中でなぜか石になってな？　そのままでは動き難にくくて、壊こわして脱いだ」

（それは解わかったが、なぜ全裸で出てくる!?）

「──も、両もろ山やまさんっ。全裸で外に出ちゃ駄だ目めですよ！　せめてタオルを巻いて下さいっ！」

　柾まさきの心の叫びをフォローするかのように、もう一人少女が更衣室を飛び出してくる。──毛先だけカールした淡色のロングヘア。そして、柾の目にはシュミーズしか着ていないように見える胸元では、圧倒的存在感がフリーダムに弾はずんでいる。

　柾の恋人、七な紘づな。──彼女へ、臨のぞ美みが一言。

「叶かの原はら七紘。君は、彼の格好を気にするべきだ」

「……え？」

　臨美の示す先へ、その視線を向けた七紘は。

　右の泣きぼくろ、その上の瞳ひとみを限界まで開き。

「…………柾……くん？　………………はぅ」

「七紘!?　おおうううううううううううう!!」

　服が石化した聖しよう介すけたちや号泣する少女を尻しり目めに、柾の剝むき出しのケツを見て頽くずおれた。




「ひぅっ……うぐっ……あうぅ……！」

「……真に、申し訳ございません……！」

　眼帯の少女へ、柾は二度目の土ど下げ座ざをした。

　少女は七紘の豊かな胸にすがり、鼻を啜すする。……制服の夏服姿の七紘は、未いまだ首筋まで紅であった。そんな彼女の服を一枚透視する柾は、その下のシュミーズが見えているわけだが……。

（しょ、少女の頭で胸がたわんで……!?）

　場違いな考えに、柾は土下座を深くする。

　服を石化する眼光が放たれた時、七紘は何も着ていなかったそうだ。未着用の衣類は石化を免れたそうで、七紘の服が無事なのはそんなわけだ。……なお柾は、服でないためか石にならずに済んだタオルを搔かき集め、腰に幾いく重えにも巻いている（一枚では、七紘に見えるからだ）。

「──と、ともかくとして……。柾くん、身体からだに戻れて良かったですね」

「あ、あ、うん。ありがと……」

　──先刻蒼良が言った通り。七紘は眼帯少女が憑ひよう依い中の柾（の肉体）は、本物の柾でないと気付いていた。理由は多々あるそうだが、最大の根拠は……その間の柾の肉体の服は、透けて見えなかったそうなのだ。

（七紘の透視は、俺にしか働かないからな……）

　中身が違うと、柾だと認識されなかったらしい。

　おかげで事情を伝える苦労が少なくて済んだ柾だった。……臨美の身体に入っていたことや、その間に起こったことは一いつ切さい合がつ財さい伏せたが。

　そうしつつ、柾まさきと七な紘づなは眼帯少女を見み遣やる。

「……あのさ。結局お前、何なんだ？」

　自分の肉体を奪い、七紘たちに不ふ埒らちなことを目もく論ろむ相手。──と、柾は少女を思っていたが。

（……本当にそんな奴やつなら、その、俺のあれを見て、ここまで怖がらないと思う……）

　違和感に柾は、一から確かめることにした。

「──お前、どうしてプールに来たんだ？」

「……そちたちを追ってきたべ。……それに、暑いから水浴びしたくなったんだべさ」

（そういやこいつ、最初プールに来た時、浮き輪やビーチボール抱えてたっけ。……今思えば、水遊びに来たようにしか見えないな……）

「……でもあの時お前、精力剤飲んでたよな？　何でプールで遊ぶのにあんな物要るんだよ？」

「二階から転落したりして、疲れてたんだべ。あれ飲むと元気が出ると、聞いたべさ」

「……お前の目的は？　七紘たち追い回して、服に手を入れたり。──何のために？」

　──途と端たんに少女がキレた風に立ち上がった。

「昨晩も言ったべさ!?　そちたちがまなこの大事な物を盗とったから、取り返すためまなこは!!」

「……そういや俺、昨日お前に会ってるのか？　でもな、俺昨日の記き憶おく、飛んでて。……悪いが憶おぼえてない──」

「──はえ？　そういえば魂たましいを肉体から出すと、そんな副作用が……。っ！　だから神社からも勝手に出たんだべな!?　結界から出るな言うたのに！　子供染じみた、言うこと聞かん奴だと思ったら……！」

　まなこというらしい少女に、柾は眉まゆを寄せる。

「……子供とか、大人になれとか言ってたの、そういう意味で？　けど、お前みたいな小さいのに子供扱いされる謂いわれは──」

「これでもまなこは、そちたちよりずっと長く生きてるべっ。速はや水み柾は、手て癖くせも口も悪い子供だべな、本当に！」

　まなこの吐はき捨てに、柾の仏ぶつ頂ちよう面づらが深くなる。

「とてもお前は年上には見えないぞ？　それに、さっきから俺を盗人ぬすつとみたいに。お前から何かを盗んだ覚えは、俺にはないぞっ？」

「そんなわけないべさ！　速水柾、叶かの原はら七紘っ、そちたちが神社に来て、あれはなくなったべ!?　そちたち以外あり得んべさ、神社も壊こわしたし!!」

　神社を壊した。──柾と七紘が固まる。

「……お、お前、明めい重え神社の関係者……？」

「──というかさ、柾」

　そこで、今まで会話に加わらないでいた聖しよう介すけが声を上げた。柾、七紘、まなこが彼を向く。

「聖介、大だい丈じよう夫ぶなのか？　……鷹たか宮みや、両もろ山やまも？」

　柾まさきの見る先で、変わらず仰あお向むけの聖しよう介すけ、壁にもたれる蒼そ良ら、そして体育座りの臨のぞ美みが並ぶ。

「動けない以外は、ね。柾みたいに石化した服砕くと、破片で怪け我がしそうだし。……だから、鷹たか宮みやさんも動かない方がいいよ？」

「……言われなくても解わかってるわよ。あーあ」

　聖介に相あい槌づちを打つ蒼良。彼女は水着姿で手足は剝むき出し。動こうと思えば動けるのだろうが、それで石化した水着が砕けた場合、負傷の危険があった。じっとしているのはそのためで。──ちなみに、石化した水着は衣類と認識されないのか、柾の目は彼女のそれを透かさなかった。

「──それより、速はや水み柾たちが明めい重え神社を破は壊かいしたと？　なぜそんな嘆かわしいことをっ？」

　蒼良の隣となりで臨美が半眼になる。……彼女は、バスタオルを羽織っただけのあられもない姿だ。

（そ、その格好で体育座りは！　そ、それに、身体からだ借りてた間の件で……直視できないっ！）

　苦悩の柾。──ちなみに、臨美はどうしてか眼鏡を掛けていなかった。

「……両もろ山やまさん。柾も叶かの原はらさんも、理由もなくそんなことしないよ。その辺は後で訊きくとして……その娘、天あめの眼まなこ比ひ売めの命みことって名乗ってたよね？　それ確か、明重神社の神様の名前だよ」

　──聖介の情報に、柾と七な紘づながまなこを凝ぎよう視し。

「その通りだべっ。まなこは明めい重え神社の──」

「──お前が諸悪の根源かぁああああああ!?」

　まなこの両肩を摑つかみ、ガクガク揺さぶる柾。

「は、はううううううううううううううっ!?」

「ま、柾くんっ、落ち着いて下さい！」

「止めないでくれ七紘！　こいつが本当に明重神社の神なら、こいつのせいで俺たちは!!　何で恋の神かみ頼だのみで、好きな相手の服を透視する力を寄越すんだよ!?　変だろ!?　おかげで俺は、七紘の下着姿や裸を見る罪悪感で大変だった！　その上七紘にも俺の服を透視する力を与えて！　俺たちがそれでどれだけ苦労したか……!!」

「……あ……あの、柾くん……」

　なぜか赤面状態の七紘が、柾の腕を引いた。

「──なるほど、そんなことがあったわけだね？」

「──それなら、怒いかりに任せて明重神社を破壊したのも解らなくはないな」

　──一いつ瞬しゆんでこれまでの事情を把は握あくしたらしい聖介＆臨美の生温かい眼まな差ざしに、柾は倒れた。

　柾より解放されたまなこを七紘が支えるが、彼女も思うところがある風にまなこを見詰めた。

「……ええと。まなこ……様？　神社を壊したことは弁明できないですし……ごめんなさい」

「ふむ？　そちは速水柾よりましなようだべな。素直に謝るなら、それは許さないことはないべ。……大半壊したのは速水柾だし」

「そこに到る経緯を、お前は俺らに謝罪しろ！」

　睨にらみ合う柾とまなこ。七紘は二人を抑える。

「……まなこ様はわたしたちが何かを盗んだと思って、取り返すためにここに来たんですよね？　柾まさきくんの身体からだを取ったのも、探し物のため……？」

「そうだべ。速はや水み柾の許もとになかったから、そちか、そちに近しい鷹たか宮みや蒼そ良らが持ってると思ったべさ。そちたちに近付き易やすいよう、お仕置きも兼ねて速水柾の肉体から魂たましいを抜いて、借りたんだべ。けど魂の速水柾は、出るなと言った神社の結界から勝手に出て、反省の色もないべさ！」

　まなこの言い分に、柾はふと思う。

（……もしかして。こいつにとって俺の肉体を奪ったことは、悪戯いたずらした子供を押し入れに閉じ込めるのと同じ感覚だったのか……？）

「──って、神社に結界？　あっさり出られたが……何かあったのか、あそこ？」

「……速水柾が気付かず出られた？　……神社の結界まで弱体化してるべさ!?　まなこの力が弱くなってるべ！　大変なことになる前に早くまなこのご神体返すべ!!」

「「……ご神体？」」

　柾と七な紘づながお互いを見て、首を横に振り合う。

「……俺たち、ご神体になんて心当たりがないぞ？　そんな大層な道具──」

「そんな仰ぎよう々ぎようしい物じゃないべっ。まなこのは鈴！　掌てのひらくらいの大きさの鈴だべさっ！」

「──ふ、ふえっ!?」

「……七紘？　どうした──？」

「じ、神社が壊こわれた日、柾くん……竹刀しないを抜く拍子に荷物を零こぼしてましたから……。柾くんが気絶している間に、それを片付けたんですけど。……それらしい鈴も柾くんの物と思って……」

「──え!?　鞄かばんに仕舞った……のか!?」

　頷うなずく七紘。柾へどや顔を向けるまなこ。

「やっぱり盗とっておったべ！　なあっ！」

「ふ、不可抗力だ。大体俺の荷物に間違われるって、その鈴かなりボロいだろ!?　ご神体ならもっと豪華なのを……」

「──失礼なこと言わずに早く返すべさぁ!!」

　ポカポカ叩たたいてくるまなこに、柾は一度黙もくし。

「……不可抗力とは言え、ご神体を持ち出したのは事実だった。──悪かった」

「ご、ごめんなさい……」

　小さくなった七紘を庇かばうように肩に手をやり、柾はまなこへ頭を下げた。

「──なら、こいつの探し物は俺の鞄にあるな。そんな鈴出した憶おぼえはないし。確か教室に──」

「──だから、速水柾の鞄にはなかったべ」

　まなこの言に、柾は眉まゆ根ねを寄せる。

「まなこは速水柾の肉体を借りて、まず速水柾の家を調べに行ったべさ。鞄はもちろん、家中漁あさったべ。それでなかったから、叶かの原はら七な紘づなたちの方も探すことにしたべさっ」

「……待て。じゃあ俺たちも、鈴の行方解わからないぞ？」

　柾まさきは七紘や、一応蒼そ良らにも確認の目線を送るが、二人とも知らない様子で。

「──ま、まなこのご神体失なくしたんだべか!?」

「ま、待て！　今、思い出すから……」

　柾は記き憶おくを高速で検索。……が、出てこない。

「ぜ、絶対そちたちの近くにあるのは確かなんだべっ。さっきの石化の眼は、使おうとしたら想像より大きな力を発揮して……それを無理に抑え込んだから、こんな変な風になったんだべさ。ご神体が近くにあると、まなこの力は増大するんだべ。だから……」

「ご神体が近くにあるのに、それを気付かずに能力を使ったから、自分でも制御できないほどに能力が強くなって、暴走したと？」

　頷うなずくまなこ。柾は思案する。

「……他に何か、手がかりになることは？」

「ご神体が近くにあると、瞳力が目覚めることがあるべ。そちたちに授けた透視とか、他には予知とか霊視とか、そんな力──」

　霊れい視しと言われて連想される人物が、この場に一人いた。柾が聖しよう介すけを見るのにつられ、少女たちの視線も彼へと集まる。

「──まさか、聖介が盗とったのか!?」

「僕は持ってないよ!?　何その濡ぬれ衣ぎぬ!?　ま、まあ確かに、今日いきなり幽ゆう霊れいが見えるようになったけど。自分でも何でか解わからなくて……」

「……天あめの眼まなこ比ひ売めの命みこと」

　まなこを呼ぶ臨のぞ美み。柾の聖介への尋問が中止。

「もしかしてそのご神体が近くにあると、視力が回復したりすることは……ないか？」

「そりゃあるべさ。まなこは目の神様だべ？」

「……だとすると、ご神体はもしや……？」




　教室へと往復してきた臨美が持ってきたのは、蛇へびがぐるりと巻き付いた、掌てのひら大の鈴だった。

「──ああああっ!!」

　ダッシュで近寄り手に取るまなこ。安あん堵どの顔。

「こ、これだべっ。よかっ……！」

「……ボロくはないけど、そんな干え支との置物的な鈴……ご神体と思われなくても仕方ないぞ？」

「うっさいべ。盗人ぬすつと猛たけ々だけしいべさ」

　鈴へ頰ほおを寄せるまなこ。柾は理解ができない。

「……両もろ山やま？　何でお前が持って……？」

「簡単なことだ。天あめの眼まなこ比ひ売めの命みことが速はや水み柾まさきの肉体を奪ったのは、昨日の放課後なのだろう？」

「……そうだけど？」

「昨日、私と速水柾は、鞄を取り違えている」

「…………え？」

「昨日帰る間ま際ぎわに色々あっただろう？　それで間違えてしまったようでな？　私も気付いたのは今朝、学校に来てからだったが。私たちの鞄かばん似てるから。……返す機会もなくて、な？」

（か、鞄が諸悪の根源かぁああああああっ!?）

　余りのことに柾はぐったりする。

「……なあ、両もろ山やまが眼鏡かけてないのは……？」

「ああ、視力が回復して。眼鏡が合わないんだ」

（……そうか。両山の身体からだに入ってる時、眼鏡なくても、視界がクリアだったのはそれで）

「……何だ。僕の席両山さんの隣となりだから。それで幽ゆう霊れいとか見える力に目覚めたのか……」

　聖しよう介すけの独白。ふと柾は気になりまなこに囁ささやく。

「──なあ、お前天てん罰ばつとして、俺に透視能力を寄越したことあるか？」

「何だべ、それ？　透視能力を与えても、それが天罰になるわけないべ？」

（じゃあ鷹たか宮みやの服が透けるのは、ご神体のせいで目覚めた能力なのか!?）

　ますます脱力して、柾は地に膝ひざを突く。

（な、七な紘づなとの恋愛成じよう就じゆを願ったら、彼女の服を透視するようになって。七紘と恋人になったと思ったら、幽霊になって。七紘たちを守るために両山の身体を借りたら、ファーストキス失って。……もう、これで勘かん弁べんしてくれよ……!?）

「……ねえ、まなこ様？　ご神体も見付かったし、僕らの服の石化解いていただけると嬉うれしいけど」

　聖介の要望に、まなこが唇くちびるを尖とがらせる。

「……そちたちはまなこの……パンツ見たべ。もう少しそのままでもいいと思うべさ」

「や、それは謝るけど。僕はともかく鷹宮さんたちは同性でしょ？　そこまで怒おこることないと思うんだ。代わりに柾を石化していいから」

「聖介!?　さっき濡ぬれ衣ぎぬ着せたの怒おこってる!?」

「……そういえば。先程教室に行く時見たが、学校中の人がこの状態のようだぞ？　ほとんどは無関係の人間だし、戻すべきと私は思うが？」

　臨のぞ美みにも言われ、まなこは「んー」と考える。

「仕方ないべさ。じゃあ、石化解くべ。その後改めて速はや水み柾を石にするべさ」

「──何でそうなる!?」

　柾の非難は黙もく殺さつし、まなこが鈴を掲げ──

「…………は、はれ？　──！」

　──途と端たん、雷に打たれたようにまなこが痙けい攣れんした。その幼げな肢し体たいがぐらりと傾かしぐ。

「「「「「…………は？」」」」」

　人間五人が呆ぼう然ぜんとする前で、神まなこは倒れた。

「……ちょ、一体どうした!?」

　一番近くにいた柾まさきが、まなこを抱え起こす。彼女は熱病に罹かかったような様子だ。柾は思わず彼女の額に触れ。──瞬しゆん間かん。

『何だよこれ何だよこれ何だよこれ何だよこれ』

『つらい苦しいつらい苦しいつらい苦しい』

『ふざけんなふざけんなふざけんなふざけんな』

「────柾くんっ!?」「……っっ!?」

　七な紘づなの悲痛な声に、柾は引っ張り戻された。

「……!!　……今の……？」

　柾は、今感じたものを反はん芻すうする。押し潰つぶされそうな、身を焼かれそうな──ストレス。

　──それで思い出したこと、一つ。

「お、おい、お前……まなこ！」

「き、気安く呼び捨てにするんじゃないべ……」

　絶え絶えながらも憎にくまれ口を叩たたくまなこ。柾はひとまずそれは置いておき、彼女へ訊きく。

「お前の与える瞳力って、ストレスで消えるよな!?　お前、そういうのが苦手なのか!?」

「ま、まなこに限らんと、神はそうだべ。神は人の、感謝をエネルギーにするべさ。ストレスは感謝の逆、負の感情を増大させるから……」

「……あ、あの、どういうことですか？」

　不理解を滲にじませる七紘へ、柾は唇くちびるを嚙かむ。

「……七紘は知らなかったか。こいつの与える瞳力、ストレスで消せるんだ。神様全般がそういうの苦手だかららしいけど。──今、こいつにはそういうストレスが無む茶ちや苦く茶ちや流れ込んでるみたいで。でも、どこから……？」

「速はや水み柾、それじゃないかっ？」

　臨のぞ美みが差したのは、ご神体の鈴。どす黒い光を放ち脈動している……。

「……さっき……石化解こうとしたら……巻き込まれた連中から逆流してきたべ……。くぅ」

「お、おい、ちょ、これ……どうするんだ!?　皆の石化もまだ、解けてないし……」

「く、喰くらった負の感情……相そう殺さいしないとどうにもならないべ……。じ、神社に……」

「明めい重え神社に行けばどうにかなるのか!?　よ、よし、なら行くぞ。石化もどうにかしてくる。待ってろよ聖しよう介すけ、鷹たか宮みや──」

　……………………。

「「「「……あれ？」」」」

　そこで四人は気付く。普ふ段だんはうるさいくらいよく喋しやべる彼女が、今はやけに静かで……。

「……って、鷹たか宮みや!?」「蒼そ良らっ!?」

　蒼良が、苦しげに胸を押さえていた。

「た、鷹宮、痛いのか!?　それとも……」

「──あ、う……し、しこってぇ……！」

「…………は？　……なんのこっちゃ？」

「──!?　い、今の忘れなさい、絶対!!」

　なぜか柾まさきに聞かれたことに、凄すさまじい焦あせりを見せる蒼良。顔まで烈れつ火かの如ごとく赤い。──それに、臨のぞ美みが気付いたような顔をした。

「何だ、胸の先端がしこって立ってきたのか？　石化した水着と擦こすれていただろうし、そうなるのも仕方ないかもしれないが。……しかし石と擦れたら、むしろ痛過ぎるのでは──」

「──両もろ山やまアンタは今すぐ黙だまれぇ!!」

　蒼良の雄お叫たけびに、柾は茹ゆで上がる。

「擦れてるのとは違うのよ！　もっと何か内側から来る感じで……悪かったわねアホーッ!!」

　ヤケクソな蒼良に、柾は土ど下げ座ざする。……と。

「あ、あれ!?　皆の石化が進んでませんか!?　何人かは、肩の辺りまで石になってますよ!?」

　周囲の女子たちを見回して七な紘づなが悲鳴を上げ。それにまなこがすまなさそうに言った。

「さっき解こうとした時に、石化の制御に失敗して……却かえって進行するようにしたみたいだべ。……鷹宮蒼良のも、その影えい響きようだべさ。人の身体からだを硬化させる作用が、敏感な、比較的硬くなり易い部分を、そうなるように促して……」

「何よその設定ぃ!?」

　怒ど声せいを放つ蒼良。柾はさらに赤面し。……と。

「ま……柾っ。僕も……駄だ目めかもしんない……」

　弱々しい聖しよう介すけの声。蒼そう白はくの彼に柾は駆け寄る。

「聖介!?　何でお前まで……？」

「……男にもあるでしょ、そういう箇所。……しかもさっきからの鷹宮さんの言動が、そんな一部分を凶暴化させて、余計に……!!」

「「「「…………………………？」」」」

　女性陣が、解わからないといったように首を傾かしげる。

「……聖介も、男なんだな。思春期の……」

「そ、その上……石化した下着が拘こう束そく具ぐみたいになってて……はうっ!?」

　跳ね上がった聖介が、ガクリと気絶。どうも拘束具化した下着のせいで、その中の凶暴化中の部分がアカン風になってしまったらしい。

「しょ、聖介!?　早く石化を解かないと、色々ヤバいだろ、これっ!?」

「ア、アタシも他ひ人と事ごとじゃないしっ。～～！」

　身み悶もだえする蒼そ良ら。親友の様相に七な紘づなも焦あせり顔。

「──早くまなこを神社に……。行けば、何とか……!!」

　まなこの声に、動ける一同が顔を合わせた。

「──では、私たちで天あめの眼まなこ比ひ売めの命みことを明めい重え神社へ運ぶしかないだろう。行こう、二人とも」

　臨のぞ美みが、率先して言い出した。それに柾まさきも、まなこを己の背に背負う。

「……行くしか、ないな。俺たちが何とか──」

「あ、一応。石化は学内にしか及んでないべさ？」

「……………………ちょっと待て両もろ山やまぁ!!」

　躊ちゆう躇ちよ無く校門へ向かう臨美を、柾が引き戻す。

「何だ速はや水み柾？　急がないと──」

「お前は自分の格好を顧かえりみろよ！　バスタオルだけで、人がたくさんいる街を歩く気か!?」

「速水柾もタオルだけだ。ならいいかと──」

「思うなぁああ!?　てか俺も、この格好で街を歩く度胸はないからな!?　……って、待て？　とすると明重神社に行けるのって……？」

　柾と臨美の目が、背後を向く──

「……え？　わたし一人……ですかっ!?」

　ただ一人制服姿の七紘が、驚きよう愕がくの色を浮かべた。
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「……よかったよ。まこないこつが持ち込んでた俺の荷物の中に、剣道着があって……」

「ほ、本当に。一人は心細かったですから……」

　袴はかま姿でまなこをおんぶした柾は、七紘と共に明重神社への道を急いでいた。

「……で、でも、両山さんだけに学校に残ってもらって、本当によかったんでしょうかっ？」

「仕方ないよ。あんな状態の鷹たか宮みやや聖しよう介すけだけ、みんな意識失ってる学校に残しとくわけにはいかないし。……それにどっちみち、あの格好の両山を連れて歩くことはできない」

　そんなわけで明重神社には、柾と七紘で向かうことになったが。二人は、微妙に頰ほおを染めて。

「な、七紘と歩くの、久し振りの気がする……」

「そ、そうですね。わたしも何だか……」

　照れた様子で肩を並べる二人。……正確にはまなこも共にいるのだが、彼女はグロッキーで意識もあるか解わかったものではなく。

（こ、こんな時でなかったら、手を繫つなぎたいっ）

　柾はちらりと七紘を見た。七紘は制服の夏服を着ているはずだが、やはり柾はそれを透視してしまい、純白のシュミーズ姿の彼女を見る。

（そ、そりゃブラとショーツだけより露ろ出しゆつ度どは低いけどっ。改めて見るとシュミーズもエッチなんだよ！　生地は肌が透けそうな薄うすさだし、丈たけもアウターのスカートより短いしっ！　それに今の七な紘づな、普ふ段だんより色っぽい感じがして……!?）

　七紘は何やら、伏し目がちで吐と息いきが熱っぽい。歩くのも若じやつ干かん、いつもより遅めの気がした。

「あ……七紘、もしかして体調悪いのか？」

　今日は、七紘にとっても様々なことがあった。柾まさきでさえそれなりに疲労が溜たまっているのだ。七紘が柾より参っていても、不思議ではない。

「調子悪いなら、明めい重え神社には俺一人で行く。七紘はどこかで休んでくれててもいいぞ？」

「──ふえ!?　お、置いてかないで下さい!!」

　……なぜか、すがるような目で見られた。

「わたし、大だい丈じよう夫ぶですからっ。こ、こんな所に一人置き去りは、嫌いやです!!」

「あ、ああ。七紘がそう言うなら……？」

　訝いぶかしみつつも頷うなずく柾の耳元で、まなこが囁ささやく。

「か、叶かの原はら七紘を置いていくのは駄だ目めだべ……。二人でやってもらわねばならぬことが……」

「まなこ？　え？　そうなのか？」

　どうもまなこを回復させるには、柾と七紘の二人で明重神社に行くことが重要らしい。

「……仕方ないか。七紘、無理はするなよ？」

「は、はいっ。大丈夫ですからわたしは！」

　声だけははきはきと言う七紘。ちらちらと柾の挙動を観察するように見てきて……。

（あ。ひょっとしてあれが理由か!?）

　思い到って、柾はわずかに内うち股またになる。

　今柾は、トランクスの代わりにタオルを褌ふんどし状に腰に巻いていた。即すなわち、トランクスよりどうしても露出面積が上がるわけで。

（な、七紘にはそれが見えてるわけで！　様子もおかしくなるよそりゃっ！）

「……ご、ごめん、七紘」

「……はい？」

　突然謝られて目を瞬またたかせる七紘。柾は気分を変えるように首を振り──ふと察する。

「……何か、見られてるな。俺たち……」

「あ……そ、そうですね……」

　七紘が、頼たよるように柾へ身を寄せた。

　場所は商店街に差し掛かる。学校の最寄駅の付近。ここと駅を越えれば、すぐに明重神社だ。

　この駅前のアーケード商店街は、時代遅れな雰ふん囲い気きに似合わずなかなか活気があった。各おの々おのの店舗の努力の賜たま物ものだろう。……ただ、そこを行き交う人々の目が、柾たちに突き刺さる。

「……そりゃあ、目立つよな。剣道着の男が、巫み女こ服の女の子背負ってりゃ……」

　その上、その少女が薔ば薇ら色いろのツインテールの縦ロールであれば。柾まさきは顔を歪ゆがめる。

「……七な紘づな。人の目が気になるようなら、少し離はなれて歩いてくれてもいいぞ？」

　何やら人の視線に怯おびえている感じの七紘に、柾は慮おもんぱかるように言った──

「……！　駄だ目めですこのまま一いつ緒しよにいます！　わ、わたしの方はお気遣いなく……！」

　むにょん。むにゅにゅん。

「みゅおっ!?」

　七紘が、柾に身を寄せてきた。触れる柔らかな重量感に、柾は危うくまなこを落とし掛ける。

（何これ!?　つき立ての餅もち!?　駄目だ精神を安定させろ堪たん能のうしたらいかんレジャープールの時とかに耐えた記き憶おくを思い出せ！　……駄目だ、むしろあの時の興奮が甦よみがえってヤバい!!）

「────あ」

　七紘が息を吞のむ気配が、柾の葛かつ藤とうを止めた。

「ま、柾くん。……あそこ……」

　七紘が目で示した方向、制服警官が自転車を押して歩いていた。柾も、顔が強こわ張ばる。

　時間はまだ、午後三時台。高校の授業終了にはやや早い。この時刻に高校生が出歩いていても不自然と言うほどではないだろうが、今の柾らのように目立ちまくっている場合は──

「……やばいな。声かけられるかも」

　柾は舌打ちする。──まだ授業があるはずの時間帯に学校外を出歩いている負い目。それは緊きん急きゆう事態だから仕方ないとしても、質問された時どう返せばいいか。……学校中が石化の危機に陥おちいっており、それを防ごうとしている──

（……駄目だ。信じてもらえるわけがない──）

「……まなこも急ぐべきって言ってたし。あれで時間を掛けられない。七紘、やり過ごそう」

　幸い、向こうはまだ柾たちに気付いていない様子だった。柾は七紘の手を引き、店と店の間の、隙すき間まの如ごとき路地へ滑すべり込む。……息を、殺した。

　警官は各店舗に挨あい拶さつしながら、柾たちに接近してくる。ついに柾たちの隣となりの店に来て──

「こんにちはー。お加減どうですか？」

「ああ、おかげ様で──」

「～～！　早く、行ってくれよ……！」

　世間話を始めた警官と店主に、柾は毒づく。

「……う……うぅ……」

「く、まなこが……。悪い七紘、もっと奥まで行ってくれ。まなこの呻うめきに気付かれる……」

「は、はい、解わかりました──っ!?」

　──七紘の声が、一いつ瞬しゆん跳ね上がりかけた。

「ちょ、七紘っ？　どうした、一体？　余り声出すと見付かるから──」

「ス、スカートがっ、引っ掛かって……！」

　酷ひどく焦あせった様子の七な紘づなに柾まさきが向けば、錆さびた自転車に必死に手を遣やる七紘。柾には見えないが、そこにスカートの裾すそが引っ掛かったらしい。

「目を凝こらせば輪りん郭かくは解わかるし、手伝うこと──」

「じ、自分で何とかしますっ。柾くんは絶対にこっち見ないで下さい！」

「……う、うん……？」

（いや、ま、そりゃ、恥ずかしいよな……？）

　しこりを感じるも、柾は警官への警戒を再開。相手は柾たちに気付かず路地を過ぎ、隣となりの店へ。

（少なくとも、通り過ぎてはくれたか……）

　後は警官がより離はなれるのを待って、路地から出ればいい。──柾はひとまず安あん堵どした。七紘にも焦らなくてもいいと伝えるべく、振り向く。

「七紘、とりあえず大だい丈じよう夫ぶそう──」

「──ひぇ？　……み、見ないで下さいっ!!」

　────ビリッ……！

「!?　ちょ、なづ──」

「──女性の悲鳴!?　何だっ!?」

　路地裏へ商店街から差し込む光、それが陰かげる。柾が振り返れば、路地の入口に警官の姿。……そしてまずいことに、先の七紘の悲鳴の反動で、彼女のスカートが自転車に引っかかっていた所から破れているらしく……。

（……これどう考えても俺がまずい!?）

「──貴様、そこを動くなぁっ！」

　警官が自転車を置いて路地へ突入してくる。

「しまっ──どうすれば……!?」

　入口は突とつ撃げきしてくる警官に塞ふさがれ、奥に行くにもそちらでは七紘が硬直していて。柾に七紘を押しのけることなどできるはずもなく、かといって警官に攻撃を仕かけるのも──

「──い、やああああああああああっっ!!」

「「……へ？」」

　柾と警官の間抜けな顔目掛け──七紘が手近な自転車をぶん投げた。柾は咄とつ嗟さにしゃがんで回かい避ひするが、警官には直撃した。クリティカルヒット。路地の外まで吹き飛ぶ。

「な、七紘ぁ!?　な、何てこと……！」

「──え？　あ、わ、わたし……!?」

　今いま更さら自分のやったことに気付いたのか、七紘が慄おののいた。膝ひざを震ふるわせる七紘の姿に、柾は唇くちびるを嚙かみ締しめ彼女の手を引く。

「……お、いっ。こら待て……！」

　何か言っている警官を無視して。柾まさきは七な紘づな、まなこと共に路地から出ると、駆け出した──




「……く、どこに行った、あの三人……!?」

　警官が辺りを見回しつつ、足早に通り過ぎていく。──それを柾は、先程の路地から見送った。

「……良し。やっぱり最初に遭そう遇ぐうした場所を、もう一度調べには来ない……」

　心理的間かん隙げきを突いて警官を巻いた柾は、一度息を吐はいて自分の後ろの七紘とまなこを見る。──七紘は俯うつむき、壁に身を預けていた。

「……七紘。本当に何か、変だぞ……？」

　七紘がビクリとした。涙目で柾を見上げる。

「余り話したくない様子だから、今まで訊ききはしなかったけど──さすがにさっきのは……」

「……ご、ごめんなさい……」

「……もしかして俺……何かしたかな？」

　柾は、意を決し七紘へ訊いた。……今の七紘からは、柾を拒絶する気配を感じる（と思えば頼たよられる感じもあるが）。彼女に嫌きらわれる失敗をしたかと、柾も焦しよう燥そう感かんが芽生え始めていた。

（……つーか、両もろ山やまの身体からだに入ってた件とか、両山とのキスとか、心当たりが多い……！）

　柾の視線に七紘が目を泳がせ。──と。

「……叶かの原はら七紘？　なぜ……穿はいてないべ？」

　──七紘の横でしゃがんでいたまなこの、声。

「穿いてない？　……スカートちゃんと──」

　意味不明の言葉に柾は七紘の腰の辺りを見。

（って、シュミーズの腰の横にスリットが!?　……あ、シュミーズ自体のじゃない。スカートの破れた部分から覗のぞいた所が、透視で透けてるのか。──あんま見るのもよくないっ。何か、腰の凄すごく深い部分まで見えてるから──っ!?）

　柾は気付く。腰の深い部分まで見えているのに、見えなければならない布地が見当たらない。

　七紘も柾の視線の動きに、気付かれたことに気付いたようで、顔が溶岩の色へ燃え上がる。

「待っ……何でパン……着けてな……!?」

「じ、実は皆の服が石になった時、わたし本当は下着だけは着けててっ。い、石になったことに驚おどろいて、壊こわしちゃったんです……！」

　半泣きの七紘に、柾は脳天が噴火した。

（そ、そりゃ様子もおかしくなるよ！　パンツなしでスカートなんだから！　って、下着姿ということはもしやブラも!?　そういえば今日は何か弾み方がフリーダムで！　そそそそうか、そんな状態のところに男が駆けてきたら、それが警官でも反射的に攻撃するよな!!）

「そ、それなら無理してついてこなくてもっ！」

「で、でも他にやれる人がいないなら……！　柾まさきくん一人に負担を掛けたくなかったですし！」

　切せつ羽ぱ詰つまった顔を見合わせる柾と七な紘づな。

「と、とにかく言い争ってる場合じゃないな。ここまで来た以上、学校に戻るより明めい重え神社に行った方が早い。そこまで行って対策を──」

　考えよう。──言い掛けた柾は、目を細める。

「……あれ？　七紘、シュミーズの肩かた紐ひもが──」

　柾の目が映したそれは、片方の色がくすんでおり。

「えっ？　な、何──」

　七紘が思わず自身の肩に触れると──

　……ぱきっ。ぱらぱら……。

「──のぉおおおおおおおおおおおおおお!?」

「──ひゃああああああああああああああ!?」

　七紘のシュミーズの肩紐が、折れて分ぶん離りした。支えを失った方の胸元の布が、ずり下がり──

「ま、柾くん!?　み、見えました!?」

　自分では確認できない七紘が叫び尋ねる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　胸の上半分くらいしか──」

　沸ふつ騰とうする柾の脳。だが、背筋が冷える。

「今七紘のシュミーズの肩紐、石化してたぞ!?　俺たちにも影えい響きようが出てきたんじゃないのか!?」

「……多分、そうだべ。……で、でも……」

　柾の確認に、まなこは弱々しくも返答する。

「ふ、服と言うのは、人が外的要因から身体からだを防護するために纏まとう物。つまりある種の結界とも言えるべさ。だ、だから少なくとも、服が全部石化するまでは、生身は石化しないはずだべ」

「……どうしよう。全然ありがたくない……」

（生身が石になるのは困るけど！　衣服が石になるのも困るんだよぉ!!）

「せ、石化を進めないためには、ストレスを感じないようにするのが良いべさ。まなこの石化は、対象がストレスを感じると……進行が早まるべ」

「今の七紘にストレス感じるなは、無理だろ!?」

　顔色が点滅する七紘に、苦悩の柾。──と。

「──忘れていた。犯人は現場に戻るという！」

　力の籠こもる声と共に、路地の入口に影。──柾とその影……警官の目が合った。

「いおったな謎なぞの剣道着男──」

「ひやああああああああああああああっ!?」

　……既視感を覚える柾まさきの上を過ぎた植木鉢が、警官に会心の一いち撃げき。

「くおおおおっ！　またかぁ!?」

　大至急まなこを背負い直した柾は、再び自分の所業に慄おののく七な紘づなを引っ張り駆け出した。




「待ちおれ貴様らぁ！」

「くそ、今度は復活が早かった！」

　鼻血を流し追ってくる警官に、柾は歯ぎしり。

　アーケードを突き進みながら、柾はこのままではまずいことを自覚していた。

（あっちの方が──速い！）

　柾はまなこをおぶった状態。いかに身体能力が高い柾でも、職業柄身体からだを鍛きたえているだろう警官相手では分が悪かった。……そして。

（俺でこれだ。七紘はとても、逃げ切れない）

　身体能力もさることながら、今の七紘は激しく動くわけにはいかない。……そうすれば、片方の肩かた紐ひもが失われたシュミーズはよりずれてしまうし、そうでなくてもスカートが翻ひるがえったら……。

（おおおお！　俺が何とかしてやらないと!!）

　脳をフル回転で策を練る柾。……が。

　……ぱきぴき。……ぱらら……。

（また、何やら嫌いやな音が……？）

　肩越しに柾が七紘を見れば……シュミーズの裾すそが下から石になり、徐々に剝はく離りしていて──

（そ、それより上に行ったら!?　み、見るのはＡＫＡＮＺＯＯＯＯＯＯＯＯ!!）

　柾は慌あわてて正面を向いた。が、七紘も状況を察したのだろう。ますます顔が高熱を放ち──

　ばりっ。ごとんっ。

　……大きめの物が落ちる音がした。柾の目は、七紘が通り過ぎた後に落ちる、湾わん曲きよくした薄うすい石板を捉とらえる。

「……!?　何だこれは？」

　警官も気になったのか、立ち止まってそれを拾い上げる。まじまじ眺めて──

「おリ一尸Ｔのス九ッノの尸プノ!?」

　言葉にならぬ絶叫と同時、七紘が凄せい絶ぜつな後ろ蹴げりを放った。石板を顔に近付けていた結果、察知が遅れた警官は顎あご先さきにそれをもろに喰くらう。

「七紘!?　──と、とにかく今の内だ行こう！」

「──だ、駄だ目めです！　あれ取り返さないとっ」

「よく解わからないけど無理だ諦あきらめてくれ！　ここで捕まったら元も子もない!!」

「そ、そんなぁ!!」

　なぜか駄だ々だをこねる七な紘づなを諫いさめつつ、柾まさきたちは商店街を突破した。




　アーケードを抜けて仰あおいだ空に、柾は絶句。

「──暗っ!?　さっきまで晴れてたのに!?」

　即座に雨滴が落ちそうな曇どん天てんに、渋面の柾。

「……っ。ま、柾くん。少し、待って下さ……」

　息荒く訴える七紘に、柾ははっと足を緩ゆるめた。

「ご、ごめん七紘。少し歩こう」

　ついでにまなこも背負い直し、柾は駅入口前のロータリーへ進む。

（……のんびりしてると、またあの警官が追い付いてくるかもしれないけど……）

　七紘に無理をさせるのも違うと柾は思う。

　七紘は胸元を押さえていた。その辺りは先程シュミーズの布地がずれていたので、柾もあまり見ないようにしていたのだが……。

「──な、七紘っ、触ってる辺りのシュミーズ、石になってるぞ!?」

「……っ。そんな、この状態で……！」

　柾の指摘に、七紘は歯を食い縛しばるように返す。

「……？　七紘、どうしたんだ──」

　苦渋の七紘に、柾が怪け訝げんな顔をした。──と。

「──まだ遠くには行ってないはずだがっ!?」

「──しつこいなあの警官!?」

　アーケード出口に、また警官。ロータリーの車が障害物になって柾たちを隠してくれているが、いつ気付かれるか解わかりはしない。

「行くしかない。急いで駅の反対側へ抜けよう」

「……は……はい……っ」

　明めい重え神社の方へ抜けるには、地上を走る線路の下を潜くぐるトンネルか、歩道橋的な駅の構内を通るか。柾たちは、駅構内を抜ける方が近い。柾は、駅入口へと走った。七紘が続く。──が、七紘は走らずもたもた歩くだけで。先に駅入口に飛び込んだ柾は、足を止める。

「な、七紘!?　どうしたんだよ……？」

　警官に悟られぬよう、小声で呼び掛ける柾に、七紘は瞳ひとみを潤うるませプルプル首を振った。

「は、走るのはまずいんですっ。……だって」

　脆ぜい弱じやくな七紘の声。柾は奥歯を鳴らした。

「と、とにかく頑張れっ、頑張って!!」

　柾の応援にも、七紘の動きは鈍い。……彼女に何か起こっている。柾に膨ふくれ上がる焦あせり。

「七紘、何が、どうして……？」

　途方に暮れて柾まさきは、学校に残したみんなを思った。

（聖しよう介すけ……両もろ山やま……鷹たかみ──）

　……蒼そ良らを思い出しかけて、柾まさきに閃ひらめき──

『人の身体からだを硬化させる作用が、敏感な、比較的硬くなり易やすい部分をそうなるように促して』

　……七な紘づなは自らの胸を押さえている。それはそこが決して揺れぬよう、石化したシュミーズと擦れないよう、支えている感じに見えて……。

「ま、まさか、胸の先せん端たんがしこ……!?　それが擦こすれるのを防ぐために、走らないのか!?　衣服が全部石化するまで、生身は平気だって……!?」

「……だから、石にはならんべ。生身のレベルで硬くしこるだけで」

　……柾とまなこの対話に七紘が震ふるえる。

「……は、はっきり言わないで下さいぃっっ!!」

　七紘が赤色巨星の如ごとき顔色を手で覆おおい、耐え切れないとばかりに駆け出した。が、その反動が胸を弾はずませて。──ビクンッ！　と痙けい攣れんした七紘が真正面からこけた。

「って、ＮＯＯＯＯ!?　ま、まずい……!!」

　穿いていない七紘がスカートでそれは、大変すぎる。柾は高速で駆け寄った。

「!?　へ、平気ですっ。怪け我がはしてません！」

　近寄る柾に、なぜか七紘は戦せん慄りつの様子で跳ね起き正面を向く。……ともあれ言葉通り、傷はないようなので柾も安心する。……ぴきんっ。

（……何かが割れるような音が──）

　つい柾が音の方へ目をやると。石化した七紘のシュミーズの胸元。網あみ目めのように走るひび。

（……二個のマスクメロンのような──!?）

　そのマスクメロンの外側が、網目に沿うように乖かい離りして。中に詰まっていた真っ白な果肉がぷるるんと零こぼれ落ち……。

「……………………………………ぶひゅっ!?」

「……ま、柾く──!?　ひゃああああっ!!」

　七紘が電光石火で胸を搔かき抱いた。──転倒の衝しよう撃げきで、シュミーズの胸元は砕けて剝はがれた。柾の両目は解き放たれたメロンサイズをしかと拝み。しかも石化シュミーズの拘こう束そくを解かれたそれは、宇宙的な弾み方をして……!!

（ぎ、ぎりぎり頂点を見る前に目はそらしたが）

「……ヤバい……！　鼻血が……!!」

　滴したたる鮮血で地面を点々と染める柾。まなこを背から落とさなかったのは奇跡だった。

「……あう……あう……」

　忘我状態の七紘。気まずさ以上の空気が二人の間に流れるが──状況は待ってくれなかった。

「見～付～け～た～ぞ～～～～～～っ!?」
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　がっしゅがっしゅがっしゅがっしゅ！

「……え？　おおおおおおっ!?」

　あの警官が来た。──しかも、自転車で。

「はは！　この機動力からは逃げられまい!?」

「くっ。七な紘づな、こっちだ！」

「え、あ……？」

　七紘の手を取り柾まさきは、今度こそ駅構内へ入る。入ってすぐの上り階段を、駆け上がった。

「階段を自転車では上れないだろ！　自転車を乗り捨ててくれればまだ──」

　──即、柾は自分の考えが甘かったと悟る。

「甘い甘い甘い甘い甘い甘い甘い甘い甘い!!」

　がっしゅんがっしゅんがっしゅんがっ!!

「…………ぅえ？」

　柾たちの横を、自転車の警官が抜き去った。階段を上り切った所でドリフトして向き直り、途上の柾たちを見下ろす。

「ふっふっふ。逃・が・さ・ん・ぞっ!!」

「く……そっ」「あ……あう……」

　猛もう獣じゆうの気迫の警官に、柾も七紘も気け圧おされる。

「さあ、楽しい楽しい職質タイムだ。見た感じ高校生だが、先程からの攻防を見るに何か事件の香りがする。少年は格好が剣道着とおかしいし、ぐったりとした年とし端はもいかない少女を連れもしている。……何もないわけでは、ないな？」

　警官の質問に柾まさきは黙もくした。……信じてもらえるはずもない話なので答えようもない。警官と柾の間に緊きん張ちよう感かんが交差する。

（どうする？　このままじゃ……）

　刻一刻と時間は過ぎていく。時間が過ぎて、学校の皆の石化が進行すれば、手遅れの事態になるかもしれない。柾は打開策を探す。

（……駅を出て、トンネルの方から明めい重え神社に向かうか？　……駄だ目めだ。この警官には途中で追い付かれるか。……強引に突破する？　それこそ無理だ。七な紘づなとまなこに無理はさせられない……。ああくそ、こんなことなら最初から素直に相対した方が良かった──）

「……黙秘権か？　だが公務執行妨害は現行犯だぞ？　──それに、これは凶器にならなくもないしな。ちゃんと答えてもらうぞ──」

　言って警官が取り出したのは──

「あ。──ああああああああああああああっ!?」

　アーケードで七紘が落とした石板だった。

「……しかし、これは何だ？　石でできているが、酷ひどく薄うすくて。それに微妙……というか絶妙な湾わん曲きよく具合で……」

　ためつすがめつ、警官が石板を眺める。撫なで回したり、匂においを嗅かいでみたりもして。……と。

「……な、七紘？」

　柾の隣となりで……見る見る七紘の全身が焰ほむらと化す。胸を搔かき抱いていた手が、固く拳こぶしを握り。今日は常に潤うるみ気味だった瞳ひとみが、さらに大粒の涙さえ零こぼさんばかりに……。──そして。

　……………………………………ぷっつん。

　──柾は、七紘の何かが切れる音を聞いた。

「ロさメ、トカ一ウ一て一ノ口コのしロコこ一いいシいにエ敬～～～～～～～～!!」

「……ん？」「──びょっ!?」

　混こん沌とんの悲鳴を上げた七紘が警官に突っ込むのを見送って──柾は、全すべてを理解する。

（お尻しり──ヒップ──臀でん部ぶ──!?）

　階段を駆け上る七紘の後ろ姿。シュミーズの背中側、その腰から下の布が……皆無。

（あああああの石板──────────!?）

　布のように薄く、そして七紘のお尻のような絶妙な曲線を描く。それはまさしく……。

（シュミーズの──お尻の部分っっ!?）

「い──やああああああああああああっ!!」

　絶叫と共に警官にぶつかっていった七紘が、流れるように石板を握る腕を取り──

「────は？」「…………っ!!」

　全身で振り返るような動き。その過程でやや落としたお尻しりを、警官の腰へと密着。そのままお尻を上昇させ。上体を前方に折っていき──

　──警官が、宙を舞った。

　柔道と言うよりは、合気道か古流柔術に近い投げ技で、七な紘づなのような非力な女の子でも大の男を投げ飛ばせる。そんな感じのもの。

　奇くしくも柾まさきの横に落下した警官は、その地点で一度バウンドした後、階段を転がって落ちた。

（そりゃあ、なあ……？）

　知らなかったとはいえ、少し前まで女の子のお尻に直じかに触れていた物を、眺めたり撫なでたり、匂においを嗅かいだりまでしたのなら……。

「ぶん投げられても、仕方ない。……しかし」

　本能的にやったのか、それとも護身術として何か習っていたのかは解わからないが。

「──見事な、投げだった……」

（……今後、七紘を怒おこらせないようにしよう）

　心に誓う柾。──と。

「……は？　──ひゃえっ!?」

　──七紘が、警官を投げた体勢からバランスを崩した。階段の一番上から、足が滑すべる──

「なづ……っ!?」

　柾の見上げる中、七紘の身体からだが宙で前方へと回転。しっかりと両足を閉じて一番危険な箇所は防衛しているものの、彼女が半回転した折。

　──ぷりんっ。

（……ＨＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＰ!?）

　……柾には見えぬため、スカートがどうなっているかは解らないが。その下のシュミーズは、奇しくもその箇所が失われており。──丸見えになったそこはちょうど今柾の真上に来て。

（大き過ぎず小さ過ぎず味わい深い形は極ごく上じようのフルーツを思わせて真に美う味まそうだが俺の理性を吹き飛ばす存在感はダイナマイトォ──!?）

　──比ひ喩ゆではなく。柾にとっては気化爆弾にも匹敵する破は壊かい力りよくを秘めたその桃型物体は。

「ＺＹＸＷＶＵＴＳＲＱＰＯＮＭＬＫＪＩ!?」

（む、胸よりも弾力重視のぷりぷり感が──乙）

　柾の顔面へと、狙ねらい過たず着弾した。

　──紙一重でまなこを隣となりへ下ろしていたのを。

　……自分でもグッジョブだと思いながら、柾は七紘のお尻の下した敷じきになった。
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「……っ！　冷たっ!!」

　とうとう降り出した雨を搔かい潜くぐり、ようやく柾まさきたちは明めい重え神社の鳥居を抜けた。

「って、ええええええええええええええ!?」

　そこにあった光景は、柾の想像を超えていた。

「が、瓦が礫れきもないっ!?」

　鳥居の向こうは、木々が囲む更さら地ちが広がっていた。建物の痕こん跡せきは、木片一つ残っていない。

「ま、まあ、どうせ全ぜん壊かいした本殿じゃ雨宿りもできなかっただろうけど……」

　柾たちはとりあえず、境けい内だいで最も大きい木の下に入り雨宿りすることにした。

「……ここは、地形的に重機は持ち込めないだろうから、今日だけで全部運び出せるわけない」

（てことは瓦礫の山は、本当の意味でどこかへ消えたんだろうか？　……あり得そうだ）

「これも、まなこが弱ってるのと関係あるかも」

　柾は、木にもたれて座るまなこを盗み見る。──本当は、すぐにまなこを回復させる手立てを試したかったのだが。

「……いつ、目を覚ますんだか……」

　まなこは、警官を振り切った時にはもう意識がなかった。以降、どれだけ呼び掛けても、雨を浴びてさえも目覚めることはなかった。

「……予あらかじめ、回復の手段を訊きいとくべきだった。こうしてる間にも……聖しよう介すけ、鷹たか宮みや……」

　二人は、そしてクラスメイトや隣となりのクラスの女子たちも、動けない状態だった。臨のぞ美みだけでは、彼ら全員を屋内に運ぶことはできぬはず。彼らは今、この雨に濡ぬれているかもしれない。

（──それに……）

　柾は、もう少しだけ視線を動かした。まなこの傍かたわらで……七な紘づなが膝ひざを突いている。呼びかけようか数すう瞬しゆん迷って、結局柾は機会を逸した。

　あの後。柾と七紘は一度も言葉を交わさず、まともに相手を見ることすらなく、明重神社へ来てしまった。……まあ、七紘の最終兵器的なヒップをかぶりつきで拝見した挙げ句、本当にそこに齧かぶり付いてしまったようなものなのだ。そこで七紘と何事もなかったように接することができるほど柾は無神経ではないし、七紘の方も言わずもがなだ。

　柾と七紘は、付き合い出してまだ、半月すら経たっていないのだ。元来純情なこの二人、何もなければ進展は亀かめの歩みより遅かったはずの分、色々すっ飛ばしてやってしまった感じのことには、ケリの着け方が解わからないようだった。……結果、距きよ離り感かんを測り合うしかなく。──と。

「……あ」「──あっ」

　柾が見ている内に、まなこの額を拭ぬぐっていた七紘もその視線に気付き、二人の目が合う──

　──しゅごおおおおおおおおおお……!!

　浴びた雨を蒸発させんほどに、は言い過ぎだが、二人揃そろって真しん紅くになった。……が。

「──は？」「──え？」

「「はええええええええええええええええ!?」」

　お互いを見た柾まさきと七な紘づながますます熱暴走し、同時に回れ右した。

「な、七紘!?」「ま、柾くんっ!?」

「「──何で全裸で……!!」」

　しばし雨音だけが響ひびき……。

「「……え？」」

　二人一いつ緒しよに疑問の声を上げた。

「……七紘？　俺、剣道着もその下も、脱いでないけど……」

「わ、わたしも制服も、その下も脱いだりは」

　けれど二人には、お互いが真っ裸に見える。

（そうだよ！　七紘の本当に豊かなおっぱい。ＩＣＢＭの如ごとき形状の中に理性を木こっ端ぱ微み塵じんにするような──って、先せん端たんは見てないからぁ!?）

　邪じや念ねんを追い払った後、柾は嫌いやな予感がして己の剣道着を穴さえ開けるつもりで見た。

「……普ふ段だん通り、だよな？　違うことと言えば濡ぬれてることくらいで……っ!?」

　──ある仮定が柾の脳裏を過よぎる。

（み、水に濡れた布は、乾いてるより透け易やすい）

「も、もしかしてこの透視能力って、水に濡れてる布だと二枚以上でも透かせるのか!?」

「ええええっ!?」

　柾と七紘の驚きよう愕がくが連弾する。──確かめようもないが、それくらいしか考えられなかった。……今まで衣類が水浸しになることなど、水着を着ている時くらいしかなかった。そして水着は濡れていようが乾いていようが一枚しか着用しない物なので、解わからずにいたのも仕方ない。

（だ、だけどここでそんなのありかよぉ……）

　柾の嘆きに呼応するかのように、雨脚が強まる。柾も七紘も余計に相手を見られなくなり、声も掛けづらく、重々しい雰ふん囲い気きが満ちる。……が。

「──くしゅんっ」

　柾の背に届いた、可愛かわいいくしゃみ。

「な、七紘？　……寒いのか？」

「……は、はい。……少し」

　躊躇ためらいがちに、七紘が返事をした。

「……あー。そりゃそうか……？」

　七紘は、雨に濡れてそのままなのだ。体温が奪われてもしょうがない。夏とは言え、寒くないはずがないのだ。

（でも、どうするか……？）

　男として何か羽織る物でも渡したい柾まさきだが、今柾の許もとにある衣類は、濡ぬれた物ばかり。それを七な紘づなに渡して羽織ってもらっても、却かえって状況は悪化するだろう。

（ああもう、何で何もないんだよ──）

「──はくしゅんっっ……！」

　そうしている内に、柾までくしゃみが出た。

「……駄だ目めだこりゃ」

　……と、くすくすと小さな笑い声。

「……七紘？」

「ご、ごめんなさい。何だかおかしくて」

「……相変わらず君の笑いどころって、俺には読めないよ」

　苦笑する柾。だがそれはすぐに、『苦』の字などないものに変わっていった──

「──はくしゅんっ」「──くしゅんっ」

　二人ほぼ同時にくしゃみ。直後の笑いは、柾も七紘もさっきまでより少し大きくなった。

「「──くしゅんっ」」

　──今度は二人全く同時。音も完全に重なり、またまた大きくなる笑い声。

「──いや、しかし、本当に寒くなってきた。風か邪ぜ引きそうだぞ、これ？」

「そうですね。……あ、あの柾くん。ちょっと……目を瞑つぶってて貰もらえますか？」

「……ん？　うん……？」

　言われて柾は瞼まぶたを閉じた。……かすかな、土を踏ふみ締しめる音──

「────柾くん……」

　七紘が囁ささやく声は、ほとんど耳元で聞こえた。

「なづ……!?」

　──きゅっ……。

　柾が目を開く直前に、温ぬくもりが正面から密着してくる──

「……ちょ、え、七紘っ!?」

　──目を開けば柾は、真っ向から七紘に抱き付かれていた。七紘が柾の肩に顔を埋うずめ、囁く。

「ふ、二人で抱き合えば、暖かくなりますし。……そ、それにこれだけ近ければ、お互いの、恥ずかしい所も……見えませんからっ」

「ま、まあそうだけど……！」

　柾の胸板には、ノーブラの上シュミーズの胸の布もなくなったため、ブラウスにしか包まれていない七紘の豊乳が押し付けられており。

（し、しかも俺の剣道着の胸元いつの間にやらはだけちゃってるからっ!?）

　柾まさきの胸板と七な紘づなの乳房は、間にブラウスの布一枚しか挟まず触れ合っているわけで。

（ブラウスは、水着より薄うすいんだよ!?　何だか柔らかさばかりか温度まで伝わって!?）

「んっ……！　ま、柾くん。身じろぎされると……ちょっと、困ります……」

（はうううううううううううううううう!?）

　柾は、石化していないのに動けなくなった。

　耳の至近距きよ離りで響ひびく七紘の吐と息いきは熱っぽく。柾の心臓は一気に加速していく。……が。

（……ん？　あれ？）

　柾は、昂たかぶる自分の心臓以外の鼓動を感じた。下へ手たすれば柾よりも激しいその心音は、柾の内より聞こえてくるものではなく──

「……はぁ……はっ……は……」

　七紘の呼吸に合わせて、彼女の体内から届く。

　……どくんっ……どくん……とくん……。

　七紘の、生命の音。聞いているうちに柾は、心が落ち着いていくのを感じた。

（……そういえば。赤ん坊をあやす時、心臓の音を聞かせるといいって聞いたことがある）

「……柾くんの、心臓の音が聞こえます……」

　突然の七紘の言葉。彼女の裸を見たよりも胸を触った時よりも、柾の心臓が大きく跳ねる。

「……鼓動が、大きくなりました。ドキドキと言ってます……」

「……七紘の心臓も、凄すごくドキドキ言ってるぞ」

「はい。破裂しちゃいそうです」

　七紘の声に微笑ほほえみが混ざる。それが愛いとしくて、柾は彼女の背に腕を回した。

「……七紘」

「？　……はい？」

「その……ごめんな」

　いつもよりずっと素直な気持ちで、柾は言う。

「……俺、何かいつも、七紘に恥ずかしい想いさせてる。明めい重え神社で初めて神かみ頼だのみしてから、ずっとそうだ。制服透視して、水着透視して。今だってもう……っっ！」

　七紘につらい思いをさせるのが申し訳なくて、柾はひたすらに謝罪の念を飛ばす。──が。

「……それならわたしの方こそ、柾くんの足あし手で纏まといになってばかりです。初めてプールに一いつ緒しよに行った時もそうですし、今日だってわたしがいなかったら、もっと早くここに着いてました」

　──ごめんなさい。言外で呟つぶやいた七紘に、柾は大きく首を振った。

「──違うっ、それは違う、絶対に！」

　柾は、断言した。

「俺は、七紘が一緒だから頑張れるっ。七紘を想うから必死になれるんだ！　七紘を足手纏いだなんて、一度も思ったことはない！　今後も、思うことはない、絶対、確実に！　だからっ」

　柾まさきは、テレから一いつ瞬しゆん口ごもるが、言葉を放つ。

「──これからも、一いつ緒しよにいてくれると嬉うれしい。……それから」

　柾は躊ちゆう躇ちよしつつも、七な紘づなに隠し事したくないと口を開く。

「……今日俺、七紘が知ったら凄すごく怒おこる……俺のこと幻げん滅めつするような真ま似ね、したんだ。でも、きちんと謝りたいから言う。それは──」

　──その柾の唇くちびるを、七紘が指で触れ、止めた。

「……両山さんのことですよね？　解わかってます」

　柾は、完かん膚ぷなきまでに言葉を失った。

「な、なづ……気付いて……!?」

「──女の子は、男の子が思ってるより鋭いんですよ」

　悪戯いたずらっぽく言って、ただ、少しだけ怒おこったように七紘は続ける。

「……本当はお腹なかの中が煮えたぎりそうです。だけど、わたしたちのためだったんですよね？　それじゃあ……怒りづらいじゃないですかっ」

　七紘が拗すねたように言った。

「……もう二度と、駄だ目めです。誓ってくれるのなら、今回だけは許してあげます」

「……本当に、申し訳ありませんでした」

　何か、完敗した心持ちで柾は言った。

「……あの、それから。さっき、駅では──」

　七紘が触れてきた出来事に、かぶりつきしたものを思い出してしまい柾は高熱化する。

「──責任、取るからな！」

　七紘が言葉を続けるより早く、柾は叫んだ。

「一生、大事にします！　俺が嫁にもらいます！　だから、その、何と言うか……!!」

「……………………………………ふにゃあ」

　……柾の腕の中で、七紘が蕩とろけたように顔を綻ほころばせた。

「……え……あ……七紘？」

「ご、強引、ですよ……」

　七紘がますます強く柾の肩へ顔を埋うずめる。

「……気にしないでって言うつもりだったのに。さ、先にそんなこと言われたら……」

　七紘が柾の背に回した腕に力が籠こもる。

「ほ、本当の本当に、責任取ってくれますね？」

「も、もちろんだとも！」

「……わたし、柾くんが思ってるより、嫉しつ妬と心しん強いですよ？　地雷女かも、しれませんよ？」

「そんな地雷だったら、爆死してもいいかな？」

「……っ！　ま、柾くん。だったら、証拠を、見せて欲しいです……」

「……どうすればいい？」

　……七な紘づなが、柾まさきの耳へだけそれを告げた。

「～～！　わ、解わかりましたっ！」

　柾が、それを為なすために少し七紘と身を離はなす。──七紘の潤うるんだ瞳ひとみ。これ以上ないほど赤い顔が、柾の視界を埋め尽くす。

「……ひ、一つだけ、教えておきますね──」

　声を震ふるわせながら、七紘が瞼まぶたを閉じる。

「わたし、柾くんに見られたり、触られたり。それは確かに恥ずかしいですけど……」

　柾は喉のどを鳴らし、ゆっくりと七紘に顔を接近させていく……。

「嫌いやでは、ないんです。柾くん以外は、絶対に駄だ目めですけど──」

　七紘の顔が、もう本当に目の前にある。そこでやっと柾も瞳を閉じて──

「──柾くんになら、もっと見て、触れてもらいたいって、そうも、思うんです……！」




　柾と七紘の、唇くちびるが触れ合った──




　────キンッ。

「「…………へ？」」

[image: ]

　澄すんだ水すい晶しようのような音が響ひびき──

「復っっっっ活っっっっだべ────!!」

　大だい音おん声じよう。反射的にそちらを向いた柾まさきと七な紘づなは、炎の如ごときオーラに包まれたまなこを見る。彼女の手の中の、ご神体の鈴。天へと掲げられ──途と端たん、まなこの左目を隠す眼帯が解ほどけた。そこから覗のぞいた彼女の左目には……。

「──え!?」

　空洞があった。眼球も何もない。──が。

「は、え……？」

　ご神体の鈴から、光る玉。飛び出したそれがまなこの左の眼がん窩かに収まり……銀色の瞳ひとみと化す。

「──さあ、いくべさぁぁああああああ!!」

「え、お、おい!?」「ひゃああああ!?」

　その目から眩まばゆい、本当に眩い光が放たれて。




　──ＷＨＩＴＥ　ＯＵＴ──




「「…………………………」」

　柾と七紘は、呆ぼう然ぜんと神社の境けい内だいを眺めた。

「やったー。やったべさー！」

　ぴょんぴょん跳ねてはしゃぐまなこの前には──在りし日の明重神社が完璧に甦っていた。

　……いつの間にやら雨も上がり、夕暮れにはいささか早い空に虹にじが掛かっている。

「お……おい、まなこ？　大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ん？」

　ご機き嫌げんな様子でくるりと振り向いたまなこ。──左目は再び眼帯で覆おおわれて、その下は窺うかがい知れない。

「おお速はや水み柾、叶かの原はら七紘もっ。良くやったべ！　きちんと学校の方も戻しておいたべさっ！」

「そうか！　……って、いやそうじゃなくて」

　柾は、七紘と共に困惑を顔中に浮かべる。

「お前……何で復活してるんだ？　何か、俺と七紘でやらなきゃいけなかったんじゃ……？」

「あ、大丈夫だべ。もう済んだべさ」

「「…………は？」」

　柾、七紘、揃そろって目を白黒。

「まなこは言ったべさ。ご神体に逆流した負の感情を相そう殺さいしないとならないと。そのためには、逆流した負の感情に負けないくらいの、まなこへの感謝の念を注いでもらわねばならなかったべさ。だから──」

　まなこは花のような笑顔で言った。

「明めい重え神社が──まなこがきっかけで結ばれた恋人たちに、その感謝の証あかしとして、ここで神前結婚をしてもらう必要があったべさぁっ!!」

「「────んびゅっ」」

　柾まさきと七な紘づなは、仲良く一いつ緒しよにぶっ倒れた。

「な──なんじゃそりゃああああああああ!?」

「し……しんぜんけっこん……」

　怒ど号ごうを上げる柾と、真っ白な七紘。

（つ、つまりさっきまでの俺と七紘のやり取りが、まなこには神前結婚式として認識されたわけだよな!?　あ、あれ？　俺何を言ってた!?）

　↑答：物もの凄すごく恥ずかしいことを。……まなこはにやにや柾と七紘を見み遣やる。

「いやー、久し振りにいいもの見せてもらったべ。何とも情熱的だったべさ」

「ぐ、ぐおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

「は、はううううううううううううっ……!?」

　茹ゆでられるタコの様相で、真っ赤に悶もだえる二名。……と。

「……あれ？　ちょっと待て。まなこ、お前、いつから起きてた？」

　柾の詰きつ問もんに、まなこがぴたりと止まった。

「あー、うん。い、いつからだったべ～？」

　明後日あさつての方を向きとぼけるまなこ。

（……うん、これは間違いなく──）

「──お前、最初から起きてたな？」

　柾の確認に震ふるえ始めたまなこ。明らかにそれが答えだった。

「──お前、俺たちをハメたな？」

「……だ、だって、そちたちは奥手だから……そうでもせんと神前結婚なんて……」

「……ハメたんですね？」

　柾と七紘に挟まれて、まなこは沈ちん黙もくした。

「──七紘。誤解なきように言っとく。さっき俺が言った言葉には、噓うそ偽いつわりはない」

「柾くん。わたしも、噓偽りない気持ちを言いました」

「そ、そうなんだべな～。な、なら問題はないべ。まなこは、愛のキューピッドみたいなものだべさ～！」

「「──でも」」

　柾も、七紘も、鬼の形相でまなこを見る。

「「人を騙だまして、しかも覗のぞき見までしてたことは、許せん（許せません）」」

「ちょ──待つべその悪わる気ぎはぎゃああああ!?」

　──暗雲が通り過ぎたその空は、どこまでも行けそうなほどに高く澄すみ渡っていた……。




　　　　×　　　　×　　　　×




「──今日も暑かったなー」

「本当に、暑かったですね」

　焼け付くような夏日を躱かわして日陰を通り、柾まさきと七な紘づなは並んで下校の途に就いていた。

　──まなこが学校中の人を石化させた日から、数日が過ぎている。……あの後、全すべてを終えて学校へと戻った柾たちは、まなこが言った通り皆の石化が解けていたことを確認した。どうも石化を解く時まなこが何かやったようで、学校の人たちは聖しよう介すけたち一部を除いて、石化の前後のことは何一つ憶おぼえてはいなかった。

　また、全ぜん壊かいしていたはずの明めい重え神社が、少し目を離はなした隙すきに元通りに再建されていたことは、町内でも怪奇現象と騒さわがれているが、おかげで元は誰だれが壊こわしたのかはうやむやになり、怯おびえていた犯人たちはほっと胸を撫なで下ろしていた。

「……だから、あの後まなこにお仕置きくれたのは、今では少し悪かったかとも思う」

「……そうですね」

　柾と七紘はお互いを見て、苦笑いする。

　──お互いをちゃんと、真っ直ぐに見て。

　柾と七紘の、お互いの衣服を対象とする透視能力は（ついでに柾の蒼そ良らを対象とするそれも）、きれいさっぱりなくなっていた。……まなこにお仕置きをした後、それはそれとしてまなこが、苦労をかけたお詫わびとしてなくしてくれたのだ。

「……このことにはまた今度、お礼でも言いに行かなきゃな」

「行きましょう。……一いつ緒しよに」

　七紘が柾の手を、ギュッと握る。

　ようやくしがらみが全て消えて──柾と七紘は普通の恋人らしく、お互いを直視できるようになった。当たり前のはずのそのことが、二人にはかけ替えのないことのように嬉うれしい。

　──微笑ほほえみ合う柾と七紘。

「……しかし、本当に今日は暑いな。汗が噴き出てしょうがない」

「……わたし、家までまだしばらく歩かないといけませんから。ちょっと気が滅め入いります……」

　溜ため息いきを吐つく七紘。と、柾は一つ閃ひらめいて。

「……ええと、七紘？　俺の家、そこだけど」

「……はい？」

「……ちょっと、涼んでかないか？」

　……見詰め合う二人。互いの頰ほおには、暑さのせいではない赤みが帯びて──

「…………は、はい。じゃあ、少しだけ──」

「──あー、いいなー。僕も涼んでっていい？」

「「…………っ!?」」

　二人の背後からそんな空気を読まない発言をかましたのは──いつも通りに宇う月づき聖しよう介すけ。

「聖介!?　いや今回ばかりは空気読めよ──」

　柾まさきがふざけるなと罵ば声せいを浴びせようとした。……ところで。

「──ふーん。じゃ、アタシも涼んでこっかな？　ゴメンねー。空気読めなくて★」

「ああ、私は麦茶も所望する」

　聖介のさらに背後から、蒼そ良らと臨のぞ美み。……臨美はなぜか、眼鏡に戻っていた。「今までずっと身に着けていた物がないのは落ち着かない」と、わざわざ伊だ達て眼鏡だ。彼女らは柾と七な紘づなを追い抜いて、本当にそこの速はや水み家の門の前に立つ。

「～～～！　お前らぁ!?」

「蒼良っ、両もろ山やまさんまで……！」

　拗すねて叫ぶ柾と、頰ほおを膨ふくらませる七紘。──柾の肩を聖介がにこにこ笑って叩たたく。

「──まだ大人の階段を上るには早いってさ」

「別にそんな下心は（ちょっとしか）ない!!」

　牙きばを剝むく柾に、聖介は──突然シリアスな顔になった。

「──ま、冗談はこのくらいにして。ちょっと真ま面じ目めな話、いいかな？」

「……？　何だよ？」

　からかっている様子がないので、柾は渋々と耳を傾ける。隣となりの七紘も、神妙な顔をした。

「まなこ様の件、本当に終わったんだよね？」

「……おい。まさかまだ何かあるとでも？」

　不吉なことを言い始めた聖介に、柾は呻うめく。

「……まなこ様言ってたよね？　ご神体がないと大変なことになるって。文献調べたら、気になることがいくつか出てきたんだよ。それでね」

「文献て。どこでそんな物手に入れたんだ──」

「あれ？　知らないの柾？　僕らの家って、元は明めい重え神社の宮ぐう司じだよ？」

「何ぃいい!?　お前ん家が宮司──いや、僕らの？　俺の家もなのか!?」

　頷うなずいた聖介に、柾も横の七紘も目を丸くする。

「……それでさ。僕ん家の文献では、意味不明なことがあって。多分柾の家にあるはずの文献を読ませて欲しいんだけど……」

「いや、読むことは構わないが。……そんな物どこにあるか──」

　柾が背筋の冷えを感じながら呟つぶやく。

「──それから文献見て解わかったけど。まなこ様の石化の眼光で他の皆が気絶したのに僕たちは意識を保ててたのは、まなこ様や彼女のご神体から瞳力を授かったり、視力を回復してもらったりしたことがある者は、まなこ様の力に耐性ができるかららしいよ。……ただ解わからないのは、なら何で鷹たか宮みやさんは気絶しなかったか……？」

（──え？　ちょ、待てっ!?）

　聖しよう介すけの疑問に、柾まさきの脳裏で稲妻が閃ひらめく。

『──速はや水み。今日はカッコイイの穿はいてるね』

　──前に、ズボンを穿いた柾の腰周辺を見て、蒼そ良らが言ってきた台詞せりふ……。

（や、やっぱ鷹宮、俺や七な紘づなと同じ透視能力を持ってて、その対象が俺で！　つ、つまり!?）

　蒼良も明めい重え神社で、柾との恋愛成じよう就じゆを──

　驚きよう愕がくの表情で柾は、蒼良の姿を目で追う。と、柾の家の前、玄関まで勝手に開けた蒼良たちが、なぜかそこで固まっていた。聖介、七紘と視線を合わせ柾は、彼女らの許もとへ歩み寄る。

「鷹宮、両もろ山やま？　この際涼んでくのはいいけど、人ん家ちの玄関前で立ち止まるなよ──」

「──あ。柾お帰り、だべ♪」

　──あり得ない光景に、柾は蒼良や臨のぞ美みの隣となりでフリーズした。

「……ま、まなこ様!?」

　柾の動揺を代弁して、七紘が叫ぶ。呼ばれた明重神社の神様のはずの少女は、前の巫み女こ装しよう束ぞく的な衣装とは似ても似つかない半はん袖そでチュニックとデニムスカート姿で、某ぼうコンビニ人気商品の唐から揚あげをパクついていた。……左目の眼帯だけはそのままなのがシュールである。

「……ま、なこ？　おま、何で俺の家に？」

「やだべ、お兄ちゃん。妹の顔を忘れただべか？」

「──はああ!?　何の冗談だ俺に妹は──」

　──めっきょ。

「……何トチ狂って妹を襲おそおうとしてるのですか柾？　暑さでボケましたか？」

「──か……母さん……!?」

　まなこに摑つかみ掛かろうとした柾のドタマを、彼の母が物干し竿ざおで打ち抜いた。

「──あら、聖介さんに……女の子がこんなに。柾も隅に置けませんね。どうぞ、ごゆっくり」

「「「──は、はあ……」」」

　そのまま家の奥へ消えていく柾の母を、少女三人は見送るしかなかった。

「……まなこ様。今は柾の妹って設定な訳？」

「うむ。一緒に住むにはそれが都合が良いべ」

「「「「はあっ!?」」」」

　柾、七紘、蒼良、臨美の疑問符が唱和。

「な、何で!?　それにどうしてどうやって!?」

　混乱の柾へ、聖介が宥なだめるように肩かたを叩たたき。

「ほら、まなこ様学校の皆の記き憶おくを操作してたじゃない？　多分それと同じ力使って、そんな設定をでっち上げたんだよ」

「一応言っておくと、柾まさきの母だけじゃないべ。近所の住人は当然、役所の人間も操って、戸こ籍せき謄とう本ほんも書き換えてあるべさ」

「──何でそこまでしてるんだよ!?」

　何が何だかと言う顔をしている柾へ、まなこは唐から揚あげの最後の一個を飲み込み、微笑。

「実はなー、まだ本調子に戻ってないんだべさ。だからエネルギーであるまなこへの感謝の念をまだまだ補給しないとならないんだべ。──で、一番手っ取り早い、柾と七な紘づなのラブラブオーラを取り込もうと思って。それなら常に柾の近くにいられる状況の方がいいと思ったべさ」

「そんな勝手なー!?　それにお前、神社を留守にしていいのかよ、神様が!?」

「ひとまず子分に任せてあるからいいべ。それに知らないだべか？　日本の神は、どっちみち一年にひと月は神社を空けるんだべ？」

「神かん無な月づきのことなんかこの際いいんだよ！」

　叫び疲れて息を吐はく柾の背を、七紘がさする。

「♪　いい感じにラブラブだべな。その調子でまなこを回復させてくれだべ」

「え？　あ、はい……」

　頰ほおを染める七紘。と、微妙に不ふ機き嫌げんな感じであった蒼そ良らが、唐とう突とつにまなこへ問い掛けた。

「……ねえ、速はや水みたちから聞いたけど。アンタが力を回復するには、アンタが縁でくっついた男女が、ラブってりゃいいわけよね？」

「そうだべさ？」

「ふーん……。じゃあ、それ別に、速水と七紘でなきゃいけないってことはないわけね？」

　意味深に言ってのける蒼良。なぜだか、柾の背筋がぞくぞくする。

「──天あめの眼まなこ比ひ売めの命みこと。君が縁でということは、別に君に神かみ頼だのみしたことがなくてもいいわけか？」

「？　まあ、まなこに感謝してくれるなら」

　まなこへそんな確認をした臨のぞ美みが、ちらっと柾を見た。

（……な、何だ？　俺、凄すごい追い詰められてるような気がする）

　柾の全身で、冷や汗がナイアガラの如ごとくなる。

　すぐ傍そばに七紘。少し離はなれて蒼良、臨美。正面にはまなこ。……傍で見れば、柾は鉄壁の布陣の中に取り残されているようなものだった。

　──それを第三者的視点から俯ふ瞰かんして、聖しよう介すけが楽しそうに苦笑いした。




「……ま、頑張れ？」







エピローグ







　──いきなりであるが、金かな縛しばりだ。

「……………………っ!?」

　時間は、多分深夜。自宅の自室、ベッドの上。唐とう突とつに覚かく醒せいした柾まさきは、己が状況に息を吞のむ。

（ゆ、指一本、動かせない!?　そ、それどころか……声すら出ないっ!?）

　身体からだ全体が凍り付いているかの如ごとき感覚。その癖くせ、心臓は痛いほど強く鼓動を刻んでいる。

（う、わ……し、心しん霊れい現象初体験!?　……ではないな。前に幽霊になってた身としては……）

　そのことを思い出して。柾はすうっと冷静になった。金縛りと幽ゆう体たい離り脱だつ。霊体験としてよりデンジャラスなのは、間違いなく後者だ。

（それどころか、自分の肉体を他人に奪われたり他人の身体に憑ひよう依いしたり。……ああ、金縛りなんて大したことないように思えてきた）

　心臓の拍動も、気付けば落ち着いている。柾は焦あせった自分が馬ば鹿からしくなって、殊こと更さら冷えた頭で自身の現状を確認した。

（ベッドの上で、仰あお向むけに寝てるな。夏なつ布ぶ団とんが掛かってたはずだが、どこかへ行ってる。まあ、割と熱帯夜だから別にいいか。パジャマも脱げてるわけじゃないし。……身体は全く動かないが、呼吸とか鼓動まで止まってはいないし。……今のところ、実害はほぼない、と）

　──何だ。全然困るほどのことないぞ。……出せぬ声の代わりに胸中で呟つぶやく柾。

（……そういえば。金縛りって実際は霊現象じゃなく、脳は目覚めてるのに肉体は睡眠してるちぐはぐな状態のことなんだって聞いたことあるぞ？　……なんだよ。そういうことか……）

　柾は合が点てんする。昼間、柾の家にあるはずの明めい重え神社の文献が見たいという聖しよう介すけのために、家中の押し入れから物置までひっくり返したのを思い出した。それで肉体の方はくたくたで睡眠を欲しているのに、脳の方は何かの拍子に起きてしまったのだろう。

（あー。何かしょうもない……。もう一眠りするか……）

　ダレた思考を柾は止め、脳にも再度の睡眠を促そうとする。……と。

　──すぅ……はぁ……。

（……息遣い……？）

　かすかに耳に届いたそれに、柾は内心眉まゆをひそめる。

（空耳……じゃ、ないよな……？）

　んん……ふぅ……すぅ……。

　確かに鼓膜を震ふるわせるそれに、柾は背筋が冷えるのを自覚する。

（……おい。俺の部屋に、こんな音が聞こえる要素はないぞ……!?）

　ラジオやパソコンの誤作動？　……ない。柾は、使わない時は主電源すら外している。部屋の外から漏もれ聞こえる声？　……考えられなくはないが、聞こえる女の呼吸音は家族や、本日よりこの家に住み付いたまなこのそれと響ひびきが違う。──何ど処こかで聞いた気もするのだが。

（ちょ……じゃあ、この声一体何なんだよっ？　まさか、本当に霊れい現象の類たぐい!?　この金かな縛しばりもやっぱり、怪奇現象なのかっ!?）

　その可能性に到り、柾まさきに緊きん張ちようが走る。……考えてみれば、まなこという神様が実在するのだ。柾自身、幽霊にもなった。悪あく霊りよう、物ものの怪けの類いの実在も充分あり得る。

（俺……今そういう手合いに何かされてるのか!?　本気でそうなのかよっ!?）

　柾が少々身の危険を感じ始めた、その時──彼の腹の上に、重みがかかる。

（!?　何か……乗ってきた!?）

　柾の重装甲のような肉体には苦にならぬ程度だが、軽めの人一人分くらいの重量。明らかに、気のせいではない。──柾も認めざるを得なかった。

（──やはり俺は、心霊現象の渦中にいる。あるいはこれは、俺に対する物の怪の類いの攻こう撃げきなのかもしれない……！）

　もしそうなら、それをこのまま受け続けていいものか？　何かしらの抵抗をせねば、余計にまずい事態に陥おちいるのではないか？

（……くっ。そうだ、やってやる！）

　速はや水み柾。女子が絡からんだものでなければ、困難には立ち向かう質たちである。柾は改めて己の身体からだの状態を確かめた。

（本当に全く動けないのか？　……いや、右腕は頑張れば動きそうだ。それに瞼まぶたも開く……か？）

　右腕で何か抵抗するにしても、相手の姿が見えなければ話にならない。柾は腹を括くくる。

（……俺の上にご老人や、血ち塗まみれの女とかが正座してたら物もの凄すごく嫌いやだがっ！）

　柾は眼を開く。……自分の上に、人型をした影があった。柾は少なからず怯おびえもあり、焦点が合うのを待つのももどかしく、その影に右腕を伸ばす──

　──むにゅうんっ。

『──ひゃぁんっ!?』

　……何か憶おぼえがある、酷ひどく柔らかい感触。──それに、やけに耳に慣れた悲鳴。

　闇やみと寝ね惚ぼけではっきりしなかった視界が急速に精度を増し、それにより映した光景は……。

　──毛先だけカールした、淡い色のロングヘア。──右目下の泣きぼくろがチャーミングな美び貌ぼう。──柾の運命の少女、叶かの原はら七な紘づな。……彼女が柾の腹部に腰掛けている。ちなみになぜか彼女は、細いが出るべき所は出た超高校級バディを薄うすいシーツでしかくるんでおらず。その今にも剝むき出しになりそうな左乳房を、柾の右手がこれでもかと鷲わし摑づかみにしているわけで……。

「……にょ──にょおおおおおおおおおおおおおおっっ!?」

（……あ。声出た）

　などと安あん堵どする暇ひまは柾にはなかった。

「な、七な紘づな!?　え？　何で？　どうして!?」

（……いや待てっ。これが物ものの怪けの仕し業わざなら、相手は七紘に化けている可能性も！　そうだよ、七紘がこんな時間に俺の部屋にいるわけがないっ！　…………ないよな？）

　一いつ瞬しゆん、「……七紘、泊まったんだっけ？」と考え込んだ柾まさきだが、そうではないと思い返し頭を切り替える。……切り替えたかったのだが、右手がしっかりと七紘（に見える相手）の乳房をふん摑づかんでいる状態では、それはままならず……。

（おおおおっ!?　俺の手でも摑み切れないサイズ!?　プリンみたいに柔らかいのに心ここ地ち好よく指を押し返す弾力もあって!?　てか、この感触はどうにも本物の七紘のおっぱい……!?）

　……触感だけで七紘の乳が区別できてしまう自分を、柾は猛省する。その上摑む時はああも動いてくれた柾の右腕は、今はまたピクリとも動かぬステータス金かな縛しばり状態で。

（ほ、本物にしろそうじゃないにしろ、七紘の胸を摑んだまま止まるなぁ!?）

　柾が脳裏で咆ほう哮こうした、刹せつ那な。

『──ふぅ……んっ。……あれ……？　柾くんですぅ……』

　七紘の姿をしたものがぼんやりした様子で呟つぶやいた。その声は、柾には本物の七紘の声のように聞こえる。──しかし目を凝こらせば、彼女の姿は薄うすく発光していた。

（や、やはり本物の七紘じゃ、ないのか？）

　柾の中に警戒心が膨ふくれ上がる。……と。

　七紘？　が、自分の左乳房を摑む柾の右手を見た。……偽にせ者ものかもしれなくとも、七紘の顔を持った相手。柾は気まずさから、反射的に右手を引っぺがそうと左手を動かす。

（──って、左手こつちも動いた!?）

　──が、そのことに感かん慨がいを抱く時間は、柾にはなかった。

『うぅん……ええと……？』

　七紘の外見をした相手が、どうにもぽやんとした感じで首を傾かしげ。拍子に身を捻ひねり。

　柾、左手の目測を誤る。→七紘かもしれない相手の、右乳房を鷲わし摑づかんだ。

「──────────ぶふぉっ!?」

『あっ……やぁん……っ!?』

　柾、吹き出す。──直後に七紘的人物が戸惑った風に声を上げた。

　ハンドボールほどはありそうな女性的な膨らみが己の手により形をたわませ、指の間から柔肉をはみ出させている様は扇せん情じよう的てきどころの話ではなく。さらにその膨らみの持ち主が自分の愛いとしい人の容よう貌ぼうであるのなら、男として反応しないことはとても無理で。

（い、行ってはいけない方へイってしまいそうっ……!?）

「おうっ!?　おおううううううううううぅぅっっ!?」

　柾が意味不明の悲鳴を上げた。──ところで。

「──何だべぇ……？　さっきからうるさいべさぁ……？」

　がちゃりとドアを開け室内に入る影。渦巻く薔ば薇ら色いろのツインテール。左目を覆おおう武ぶ骨こつな眼帯。小学生染じみた肢し体たいをツチノコ柄のパジャマで包んだ美少女──

「──ま、まなこぉっ！」

　明めい重え神社の神にして、今は柾まさきの妹という設定の天あめの眼まなこ比ひ売めの命みこと──通称まなこがそこにいた。

　まなこは眠そうに右目を擦こすり、柾と……彼に跨またがる七な紘づな的存在を見つめる。

「……あれ……？　何で叶かの原はら七紘が、幽体離脱してここにいるんだべ……？」

　疑問符を浮かべるまなこを横目で捉とらえつつ、柾は冷や汗の量が増えるのを自覚した。

「……あの、まなこ？」

「何だべ、柾ぃ……？」

「……こちらの七紘さんは、幽ゆう体たい離り脱だつしていらっしゃるということはもしや……？」

「……だから、紛まがう方かたなく本物の叶原七紘の魂たましいが、肉体から抜け出てここに来てるんだべさ。本物も本物。本人に決まってるべぇ。……ふぁぁぅ……」

　立ったまま舟を漕こぐまなこを余よ所そに、柾は再び自分の上の七紘を見る。……腐っても目の神である以上、見立ては得意なはずのまなこ。ならまなこの言う通り、柾の上の彼女は七紘本人のはずで。その七紘に腹上に騎き乗じようして貰もらい、彼女の両胸をホールド。七紘の頰ほおはほんのり赤く染まり。

『柾くん……エッチ、です……』

　──柾、蒸気爆発。

「ふにょおおおおおおおおおおおおおおっっ!?」

「……っ!?　だからうるさいべさぁ……!?」

「んなこと……！　な、何で？　どうして七紘が幽体にっ？　それに、何で幽体に触れ……!?それに俺、なぜに金かな縛しばりになってるんだ!?」

　しどろもどろの柾に、まなこが本気でうるさそうに返す。

「どうも叶原七紘は……幽体にエクトプラズム──視認も接触もできる霊れい的てき物質を多量に含むようだべぇ……。それで半分実体化して……姿形も触れた感触も、実際の叶原七紘とほとんど同じ風に……。柾が金縛りなのは、エクトプラズムが糊のりのように貼はり付いて……ぐぅ……」

　言われて見れば、柾の身のあちこちに白い糊染みた物がへばり付き、動きを阻そ害がいしている。

（──い、いや、そんなことよりぃ……!?）

　実際の七紘に触れた感触と同じ。柾の血液が沸ふつ騰とうする。

（ほ、本物の七紘が俺に跨って!?　その七紘の胸を俺が握ってて!?　そして、幽霊状態だけど触った感触は本物の肉体と同様って……!?）

　駄だ目めだと思っても、柾の沸騰した血液は腰の一部分に集まり。……しかもそこはちょうど柾に跨る七紘の、お尻の後ろに位置しており……。七紘がピクンとする。

『──んっ……！　何か、膨らんできました……？』

　柾の腰の上で、七紘が腰を蠢うごめかす。彼女の太ふと股もも、お尻しりが柾の腰の各部分に触れ。

（むちんっ、ぷりんっ!?）

　身み悶もだえしたい柾まさきだが、金かな縛しばり状態ではそれも叶かなわず。──さらには。

「──!?　な、七な紘づなっ!?　それ以上動くの、まず……!?」

　七紘の腰の動きに合わせ、柾の寝巻のズボンがずり下がる。危険水準を示す柾の男性的箇所を隠すのは、トランクスのみ。……柾がガマガエルの如ごとく脂汗を流す。

「まままま、まなこぉっ!?」

　柾の焦しよう燥そう満載の叫びに、まなこが飛び上がる。

「……っ!?　んもう……何だべぇ？　まなこはとっても眠いんだべさ──」

「──七紘は今、どうしてこうなってるんだ!?　肉体に戻ってもらうことはっ!?」

「……あれ？　言ってなかったべさ……？」

　まなこが首を傾かしげて、逆に柾に問う。

「──まなこはこの街において、超常現象、怪異の類たぐいを見張り、封印する役目を持ってるんだべ。でも、ご神体が持ち出された時に一時的にその役目が果たせなくなって、何体かの怪異が封印から逃げてるんだべさ。そういうのがこの街、特に自分たちを封印から解放することに一役買った柾たちに引かれて、その周りで悪さをするはずでぇ。まなこはそれを捕まえる目的もあって柾の近くに……ふみゅうう……」

　──非常に大事な情報が開示された感じであったのだが……。

『──はっ……何か……熱いものが当たりますぅ……？』

「──な、七紘っ、頼たのむからお尻しりを押し付けないで!?」

　熱っぽい息を漏もらす七紘に、柾はうっかり聞き流す。手早い解決に脳がシフトしていた。

「おお……!?　とにかく今の七紘が普通じゃないのは解わかった！　早くどうにかしてやれよ!!」

（……それに、このままじゃ……このままじゃあっ!?）

『んっ……あっ……硬くて……熱いですっ……』

　……七紘はどうも、シーツの下に何も着けていないらしく。つまり七紘の下半身のあちこちは、柾の猛たけり狂った男の部分とトランクスの薄うす布ぬの一枚しか隔へだてず密着中のわけで。

（な、七紘の柔らかい太ふと股ももやらお尻やらでこれ以上擦こすられたら──!?）

　柾が色々と熱ねつ膨ぼう張ちようさせながら、七紘へと訴える。

「な、七紘っ。俺今動けないからっ。ゆっくりと、ゆっくりと降りて頂けると助かる！」

　それに七紘は、しばらくじっと柾の顔を見詰めて。──柾の口元に顔を寄せてきた。重心の位置が変わった結果、七紘のヒップが柾の棒をヤバい感じに撫なでる。

「──はうぅっっ!?」

『ん……柾くん、よく聞こえないですぅ……』

（も、もしや七紘さん……寝ね惚ぼけていらっしゃる!?）

　とろんとした自分を見下ろしてくる七紘に、柾は絶体絶命感を味わった。

「んん……叶かの原はら七な紘づなは……眠った状態で魂たましいが抜けて……夢を見てるつもりのようだべぇ……。──じゃ、そういうことで」

「待て待て待てまなこぉ!?　だから、七紘をどうすれば元に戻せるか聞いてるんだよ！　それにお仕事っ、こういうのどうにかするのも役目だってお前今さっき言ってた気がするぞ!?」

「……そういえばそうだったべ～……」

　柾まさきと七紘を放置して部屋を出て行こうとしたまなこを、柾が必死に止めた。まなこはもたりもたりと己のご神体、蛇へびが巻き付いた意い匠しようの鈴を取り出して……。

「………………ぐぅ……」

「おおおおいっ!?　このタイミングで寝るなよぉ!?」

「────おおぅ？　……ね、寝てないべさ？」

　首をぶんぶか振ってサムズアップするまなこ。柾は疑いの目でまなこを睨にらむ。

「ほ、本当に頼たのむぞ……!?」

　柾は切せつ羽ぱ詰つまり過ぎて涙目になっていた。というのも……。

『ん……んんっ？　さっきから何でしょう、これ……？』

　柾の上の寝ね惚ぼけた半はん幽ゆう霊れい状態の七紘が、自分のお尻しりに当たるものを手探りで調べ始めたのだ。……柾の竿を七紘の白しら魚うおの如ごとき指が……！

（ＵＧＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!?　ごめんこれはいくら何でも甘美過ぎる拷ごう問もんです！　というか七紘っ、女の子がそういうものを自分から触るのは駄だ目めだぁ!!）

　口からウシガエル的鳴き声を出す柾を尻目に、七紘は少々黙もつ考こう。直に悟った顔をし──柾のトランクスに手を掛ける。

『……この布の中に、何か隠してますね？　──取って調べちゃいますよ？』

「────いやああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　柾が絹を裂くような泣き声を上げた。

（ぬ、脱がされ……!?　だ、駄目ぇ!!）

　しかし柾は金かな縛しばり状態のため、それに対する抵抗はできない。

「まなこっ!?　まなこぉぉおおおおおおおおおおっ!?」

「────ほぅ？　……ね、寝てはいないべさ？」

（また寝落ちし掛けてやがったよこいつ!?）

　この場で唯一の救いの手であるはずのまなこの体ていたらくに、柾は開いた口が塞ふさがらない。

「頑張れ！　本当に頑張ってくれ、まなこ！　お前はやればできる子だっ!!」

　柾のエールにまなこはのろのろご神体を掲げ……。

「……んー……じゃあ……頑張るべさぁ……くぅぅ……」

　締しめの寝息染じみた声に、柾の絶望が膨ふくらみ掛けるが。

　──ご神体の鈴から飛び出す光の玉。──まなこの眼帯が解ほどけ。──その下の左の眼がん窩かに光が吸い込まれ……閃せん光こう。──何かの甲かん高だかい断だん末まつ魔ま……。

「……終わったべさぁ……」

　光が収まった後。再び眼帯を装着したまなこの手に、ご神体とは別の鈴。提灯ちようちんを模した形のそれがからころと音を鳴らす。

「……そ、それが七な紘づなをあんな風にしてた原因……なのか？」

「そうだべー。正確には、それは鈴の中に玉の形で閉じ込めてるんだべさぁ」

　詳しい理屈は解わからないものの、片付いたというまなこの言に柾まさきはほっとする。

「だけど、やけにあっさり片付けるものなんだな？」

「怪異と言っても、長く封印されて力が弱まってるし……ちょっとしたいたずらレベルのことをするのが関の山だべさぁ。……ふゅぅぅ……まなこはもう眠すぎだし行くべぇ……」

「ああ、お疲れ──」

　背を向けたまなこへ労ねぎらいの言葉を掛けようとした柾。──その上に、圧おしかかる重さ。

『ふぅん……くぅん……くすぅ……』

　──薄うすく発光する、半はん霊れい体たいの七紘である。柾の上に俯うつぶせに倒れ込んだ彼女は鼻を鳴らすような寝息を立てて……。

「…………────まなこぉぉっっ!?」

　扉の向こうに消えようとしていたまなこを、柾の怒ど号ごうが押し留とどめた。

「──うんみゅうぅぅ……。まなこはもう寝たいんだべぇ……？」

「──んなこと言ってる場合か!?　七紘はっ、何で彼女は戻れてないんだよっ!?」

　柾のデリケートな箇所が拘こう束そく解除寸前な状態は脱していたが、今度は全身くまなく触れ合う感じで。口付けを交わせそうなほど近い七紘の面おもてに、胸板で押し潰つぶされている七紘の巨乳。彼女の両腕はもちろん、脚線までも柾の身に絡からんで……。

（だ、抱き枕まくら状態ですよ、俺!?）

　七紘の柔らかさ、滑なめらかさ。かすかに甘酸っぱい香りまでする気がして、柾の理性は崩ほう壊かいの序曲を奏かなでる。

「俺、非常にＤＡＮＧＥＲ！　な有様だから!!　まなこ、一刻も早く七紘にご帰還を……!!」

　柾の懇こん願がんに、しかしまなこは顔をしかめただけだった。

「そんなに焦あせらなくても、朝になって叶原七紘が目覚めたら元に戻るべ。んじゃ」

　──ばたん。……無む慈じ悲ひに扉は締しまり、まなこは退場。

「──お、俺、朝までこの状態ぃぃいいいいいいいいいい!?」

　それに柾は金かな縛しばり状態で、逃げ出すことも七紘を退どかすことも不可能なわけで。

「ＭＡＮＡＫＯ!?　ＭＡＮＡＫＯ　ＣＯＭＥ　ＢＡＣＫ！　ＮＡＤＵＮＡ!?　ＮＡＤＵＮＡ　ＡＷＡＫＥ!!」

『……むにゃ……柾くん、大好きです……ふみゅう……』

（う、うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっっ!?）

　柾まさきの純真という小舟が、七な紘づなの色香という大波に激しく揺り動かされて──

「……あれ？　でも金かな縛しばり状態じゃ、理性飛んでも何もできない!?」

　──柾の、大いなる生なま殺ごろし時間が始まった……。




　──翌朝。学校への通学路で。

「──ふぅぁぁうううう……！」

「……ま、柾くん？　大だい丈じよう夫ぶですか？　顔色が悪いですけど……？」

「……んんっ。──大丈夫。ちょっと寝不足なだけだから……」

　心配げな七紘に、顔面土気色、目の下の隈くまも壮絶な柾が引き攣つった笑みを向ける。

（た、確かに朝になったら七紘は身体からだに戻ったけど……）

　柾はもう、色々手遅れだった。

「昨日の夜、眠れなかったんですか？　そういえば、今夏最高の熱帯夜だったって……」

（……確かに熱かった。色々な意味で熱過ぎた夜だったけどね……）

　気温的な暑さではなかったのだと、柾は儚はかない笑顔を浮かべる。

「……七紘は良く眠れたみたいだな。……まあ、良かったよ」

「──えっ？　え、ええまあ。……ちょっと、恥ずかしい夢を見ちゃいましたけど……」

　七紘は後半、こっそり囁ささやいたつもりのようだったが、柾には充分聞こえていた。

「……はは……まあ何にせよ、これから熱帯夜も増えるだろうし。でも、寝てる間も冷房使うのは嫌いやなんだよな……」

「あ。柾くんもそうなんですか？　わたしも寝てる間も冷房を使うのは苦手で。だから、別の暑さ対策をしてるんですけど……」

「へー。どんなの？」

　何気なく訊きいた柾。──が、七紘は凍結したように止まった。……そこでふと、柾の脳裏を過よぎる考え……。

（……シーツ、だけだった昨夜の七紘……）

「……もしかして七紘、寝る時服着てないとか……？」

「──んぇえっ!?」

　実に「何で解わかったんですか!?」的な表情を露あらわにする七紘に、柾は……。

「…………ぉぅ……」

　──うっかり昨夜の肉布団を思い出して、ぶっ倒れた。







　あとがき




　──気持ちばかり空回りする筆者との打ち合わせを、辛しん抱ぼう強く続けて下さる担当の西にし谷たに様。キャラクターたちに筆者の想像以上の外見を与えて下さった、イラストの雛ひな咲さき様。第十七回の電でん撃げき小説大賞で、筆者の拙つたない作品に電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ賞という栄誉を下さった審査員の先生方。他、この本や筆者に関かかわる全すべての方々。……何より、今この本を手にして下さっている読者の皆様方。

　ありがとうございました。おかげでこうして、形にすることができました。

　電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥでご存知の方もそうでない方も、文庫の方では初めまして。天羽あもう伊い吹ぶ清きよと申します。先に述べました通り、第十七回電撃小説大賞で電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ賞を頂いた者です。同期の中で最も遅くなりましたが、とうとう文庫を上じよう梓しさせて頂くことになりました。

　本作は元々、電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ賞の受賞作です。元来短編であったそれが、幸運にも電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥで続編を連載させてもらえることになり……その連載分も加えて、ついに一冊の本となったのがこの本のわけです。

　まさに、物語を積み重ねてできあがった一冊です。

　……積み重ねるのは素す敵てきなことです。一つ一つ、ゆっくりゆっくり、けれど確実に何かへと近付いていく。それには得えも言われぬ充足感があります。──反面、積み重ねる行為は、土台をしっかりさせないまま無む闇やみに積めば、容た易やすく崩れ去ってしまう危うさもあります。……そう考えれば、この作品が途中で崩れず一冊の本となったのはある種の奇跡なのかもしれません。

　この本が出る頃ころには、まだ電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥで本作の連載が続いているはずです。この物語の積み重ねは、まだ続いているということです。

　可能ならその積み重ねが二巻、三巻と続けられるよう、天羽伊吹清、精しよう進じんしていく所存です。そして、願わくはこの物語が、貴方あなたの中にも積み重なっていけるものになれれば、幸いです。

　それでは、また二巻以降で貴方とお会いできることを願って。……もし二巻が待ち切れない方が居られましたら、電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥを探しにダッシュです！

　……一つ、予告しておきましょう。この作品、売りは当然お色気です。この文庫に載る三つの話でも、その手のシーンが多数ありますが──




　この文庫掲載の第三話までよりも、第四話以降の話の方がエロいぜっ!!




　……それは、雛咲さんのイラストにも言えることです。皆様、どうぞご期待下さい。





天羽伊吹清
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天羽あもう伊い吹ぶ清きよ

愛知県名古屋市に生息。第十七回電撃小説大賞で電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ賞を受賞しデビュー。味噌カツを始めとした名古屋メシを好むが、てんぷらを苦手とする為てんむすだけは食べられない。そんな眼鏡漢。
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イラスト／雛ひな咲さき

最近、やっとイラストの仕事をもらえるようになりました。ほんとにうれしくて、いい絵が描けるように日々練習中です！　最近の課題は『背景』と『睡魔に勝つ』こと。
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